
































普通ですが何か？




最近はあやかしだって高校に行くんです。








流星香





[image: ]

電子版 ビーズログ文庫アリス









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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　人々がまだ深い眠りについている、夜明け前。

　満開の桜おう花かの枝を乱らん暴ぼうに揺ゆらした一いち陣じんの風が、県内でも有名な進学校、博はく秀しゆう館かん学がく院いん高校旧きゆう校こう舎しやの時計台を薄うす紅べにで隠かくした。

　つい先ほどまでは無人だった時計台の切きり妻づま屋や根ねの上、風に舞まう小さな花か弁べんと共に乱れなびいたのは、暗くらがりでも光を放つような、見事な長い金の髪かみ────。




「今日は入学式！」




　頭の上に熟じゆく睡すいしている鶏にわとりを乗せたその人は、北に向かって声高らかに言い、両手を大きく広げた。上空に吹く強風を受け、瘦そう軀くにゆったりと纏まとうバスローブの袖そでと裾すそが、バタバタと音を立てて翻ひるがえり、金の髪が大きく揺れる。




　物音の少ない夜間の声は、遠くまでよく聞こえる。

　ご近所迷めい惑わくだったろう先ほどの声を聞き、慌あわてて新校舎から出てきたスーツにコート姿の男性が、旧校舎へと駆かけつけた。たぶんこのあたりから声がしたはずと、きょろきょろと見回して、布のはためく音で時計台の上に立つ者に気づき、ぎょっとする。

　時計台の屋根の上から、それを見ていた者は、見上げてくる男性と視線が合って、にこりと微笑ほほえむ。




「やぁ、綱つな吉よしくん」




　ご機き嫌げんな声は、澄すんでよく通るが、女性にしては低い。甘い響ひびきの奥に微かすかな毒どくが含まれているようで、いつまでも耳を傾かたむけていたくなる。しなやかな細い身体からだは、か弱そうな印いん象しようなのに、上空を渡る強風の中、びくともしない。

「（『綱吉くん』ではなく、『理事長』です！）」

　小さな声で喋しやべってくださいとジェスチャーした、博秀館学院高校の理事長・常磐ときわ綱吉は、大声を憚はばかり、囁ささやくほどの声で言う。しかし、それはちゃんと時計台の屋根の上に立つ者に聞こえた。




「これは失礼、『理事長』」

　そして、くすくすと笑う。




「（こんな時間に、そんな格かつ好こうで何をなさってるんですか……っ！）」

　ただいまの気温、七度。風速一メートルにつき、体感温度は一度下がる。

　バスローブ一枚という格好で屋外に出るだけでなく、あんな場所に立っているのは、正気の沙さ汰たではない。乱みだれる髪とバスローブを目にするだけでも、今にも強風に攫さらわれて時計台から転落しそうで恐おそろしい。




「いよいよ入学式だと思うと、嬉うれしくて目が覚めたから、シャワーを浴あびちゃった」




　本人は一ミリたりとも動いていないが、風を受け、バスローブの裾が豪ごう快かいに捲めくれ上がるたびに、腰こしから下は丸見えだ。見るなら遠えん慮りよなくどうぞと晒さらされていても、覗のぞきには違いない。

　下から見上げている常磐綱吉は、正視を続けることに耐えられず横を向いた。細腰に結んだ紐ひもの先も、風を受けて乱暴に揺れている。するんとあの紐が解ほどけたなら、バスローブは一気に全開になるだろう。

「（その服装の理由は、わかりました……！）」

　シャワーを浴びたから、バスローブ姿だというのは理解できると、常磐綱吉は頷うなずく。

「（ですが、頭の上の鶏は何なんですか!?　『ルーシー不ふ破わ校長』！）」

　シャワーの後、頭の上に鶏を乗せる必要はない。しかも、名門高校の校長職に就つく者が！




　頭上の鶏を指摘され、よくぞ言ってくれましたとばかりに、ルーシー不破は笑った。

「これは『暁あかつきを告げる鶏』！」

　胸むねを張り、大声で高らかに宣言して、ルーシー不破は頭上の鶏をむんずと摑つかむと右手に乗せ、常磐綱吉に見せてから、その腕うでを真横へと真まっ直すぐに伸ばす。

　乱暴に動かされ、鮮あざやかな赤の鶏冠とさかと肉ひげがぶりぶりと揺れたり、強風を受けた羽う毛もうが逆立ったりしたが、鶏は熟睡したまま、ぴくりとも動かなかった。眠っているほうが、何もわからなくて幸せかもしれない。




「（しーっ！　しーっ！　しーっ！）」

　ルーシー不破の大声に、口の前に人指し指を一本立てた常磐綱吉は、静かにしてくれるよう懇こん願がんするが、まったく見向きもされていない。




　明るくなってきた東の空の端はしに、太陽が顔を出した。

　博秀館学院高校旧校舎の時計台、ルーシー不破が右手に乗せた鶏へと、朝日が射さす。




「さぁ、目覚めなさい！　『普通』の少年少女たちよ！」




　朝日を受けて顔を上げた鶏は、ばちっと目を開け、ルーシー不破の右手の上で立ち上がると、東の空に向かって白い翼つばさを雄お々おしく広げた。




「コッケ、コッコー!!」




　コー…、コー…、コー…、コー……。




　朝日を浴びて明るくなりゆく町へ、日の出を告げる鶏の声が響き渡った。

　桜の花びらを舞い上げた風が、朝日へと鶏を捧ささげ持つルーシー不破の周りを、轟ごうと吹き抜ける。光を受けて輝かがやきを増す金色の長い髪が風になびく様は、はっとするほど美しい。

　が。




（勘かん弁べんしてください……）

　常磐綱吉は軽い頭痛を感じて、額ひたいを押さえる。

　見上げるほど高い場所で、神こう々ごうしく輝き立っているのは、見み目め麗うるわしい〝変質者〟だ。




　ルーシー不破が鶏の声の余よ韻いんをたっぷりと堪たん能のうするのを待ち、常磐綱吉は顔を上げる。

「ルー……」

　呼びかけようとした常磐綱吉は、時計台の屋根を軽く蹴けってルーシー不破が飛んだことに仰ぎよう天てんし、息を吞のんだ。




　重力に従って、当然、落ちる────。




　ルーシー不破は足から落下しながら、右手に乗せていた鶏をポイと放り上げた。

「コッ……！」

　地上十二メートルからの垂すい直ちよく落下となった鶏は、一度閉じた翼つばさを懸けん命めいに広げる。普ふ段だん、飛空している鳥ではないが、飛ばないことには命がない。突然の状じよう況きように、鶏も必死だ。




　飛び下り自殺のような落下。

　しかし、レンガ敷じきの通路に激げき突とつする寸前、ルーシー不破の背中に十二枚の純白の翼が現れた。




　光の粉を振りまいて咲きこぼれる、巨大な花にも似た翼の力で、ふわり、勢いを殺し、ルーシー不破はゆっくりとレンガを踏ふむ。

　ほんのひとときの夢ゆめ幻まぼろしのように翼の消え失うせた背中へ、優ゆう雅がに金の髪がかかる。




（わかっていても、心しん臓ぞうに悪い……）

　間近で目もく撃げきした飛び下りに、身がすくむ思いをした常磐綱吉は、息を吐はく。




　くるりと振り向いたルーシー不破は、常磐綱吉へ微笑みかけた。

「さ、朝あさ御ご飯はんを食べよう、綱吉くん」

「『理事長』です」




　ばさばさばさっと羽は音おとを響かせ、ルーシー不破の頭の上に鶏が乗る。

　ぜー……、ぜー……、ぜー……。

　何とか無事に下り立ったものの、鶏は安あん堵どで腰こし砕くだけになり、広げた翼でルーシー不破の頭へしがみついた。目を血走らせ、開けた嘴くちばしから舌をはみ出させて荒い呼吸をしている鶏は、絞しめられるところを逃にげだしてきたかのようだ。




「……」

　命いのち懸がけの強制ダイビングをどうにか終えた鶏は気の毒だったが、金きん髪ぱつ美人の頭上へ手を伸ばして鶏を救出できる豪ごう気きさは、常磐綱吉にはない。鶏を連れてきて、再び頭に乗せているルーシー不破でさえ、もうすっかり興きよう味みをなくしているようなので、ここはスルーだ。

「その前に服を着てください」

　バスローブは外出着ではない。

　常磐綱吉は強風とダイビングで着き崩くずれたルーシー不破のバスローブの乱れを整え、自分の着ていたコートを着せかけると、その瘦軀を軽々と抱だき上げた。

「wowワオ！　何ごとだい？」

　いきなりのお姫様抱っこに、ルーシー不破はびっくりだ。わけがわからず、目をぱちくりさせているルーシー不破へ、常磐綱吉は小さく溜ため息いきをつく。

「裸足はだしの方を歩かせるわけにはいきません」

　レンガ敷きの通路は、氷のように冷えきっている。そんな場所を裸足で歩かせては、常磐綱吉の正気を疑われる。

「じゃあ、飛ぼう。わたしが抱っこしてあげるよ」

　そのほうが速い。

　ルーシー不破は腕を常磐綱吉の首に回した。抱えられた身体がほんの少し浮き、バスローブの襟えりが不自然に後ろへ引っ張られ、ぶわりとコートの下の背中が膨ふくらむ。

　ぴったりと抱きつくように、もう一方の腕を腋わきへ差し入れようとしたルーシー不破を、常磐綱吉は止める。

「それは勘弁してください……！」

　ちらり、常磐綱吉は校門のほうを見る。




　通りに面した校門の、スライド式の門もん扉ぴには隙すき間まがある。新校舎に行き着くまでに、誰が通りかかって、二人の姿を見るかわからない。

　ルーシー不破の頭の上に乗っている、グロッキー状態の鶏が遠目にどう見えるのかについて、常磐綱吉はひとまず考えないことにする。




「なるほど。人間は面倒くさいなぁ」

　視線を追って事情を理解したルーシー不破の背中が、ふっと萎しぼんだ。

　浮かぶのをやめた瘦軀が、すとんと腕に収まり、常磐綱吉は安堵して早足で歩きだす。

（一秒でも早く、校舎に入らなければ……！）

　こんな格好を誰にも見られたくはない。




　甲か斐い甲が斐いしくお姫様抱っこされているルーシー不破は、満まん更ざらでもない様子で機嫌よく足をパタパタさせる。

「朝御飯には、和食がいいな」

「わかりました。支し度たくさせましょう……！」

　常磐綱吉は恭うやうやしく返事して、ルーシー不破を抱えて新校舎へと入った。




　今日は、博秀館学院高校の入学式────。
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　田た中なか真まことは走っていた。

（どうしてこんな日に寝ね坊ぼうするかなー！）

　今日は高校の入学式だ。寝坊して遅ち刻こくしないよう、しっかり目覚まし時計をセットしたはずなのに、いつの間にか止めて二度寝したらしい。予定よりも三十分遅くなった。歩いて登校すると、確実に遅刻する。

　通学路となっている道、桜並木の通りに、登校する者は何人もいる。だが、自分と同じ制服を着ている高校生は一人もいない。この状じよう況きように、田中真はかなり焦あせる。

（登校時間は、ちゃんと見てきたはずなんだけど……）

　入学式の日の時間が書かれていた印刷物は、家に置いてきてしまった。確認できない。

（登校したら、教室に行って、皆みなで講こう堂どうに行って入学式……！）

　今日は入学式とホームルームだけで、授業は明日から始まる。入学式に遅刻して、一人で講堂へ入るのはかなりの勇気がいる。一年生の登校一日目から『この生徒は問題アリ』と、生活指し導どうの教きよう諭ゆに目をつけられるのは嫌いやだ。

　校門を閉められてはいないだろうかと、怖い想像をしながら田中真は博はく秀しゆう館かん学がく院いん高校へと走る。




　校門は開いていた。息を切らして校門へ駆かけ込んだ田中真は、学校の様子を見て、通学路に同じ高校の生徒の姿が見えなかった理由を理解した。

（……車……）




　県内でも有名な進学校である博秀館学院高校は、お金持ちの子し息そくが通うことでも知られている。校門とは別に設もうけられていた車用の門から、何台も車が入ってきて、新しん校こう舎しやの車寄せで次々に生徒を降ろして去ってゆく。何とも優ゆう雅がな登校だ。




　今年から新設された普通科の入学試験のために来校したときは、受験生は皆徒歩で、校門から出入りしていた。田中真は公立の小中学校に通っていたから、あの光景が当たり前だと思い込んでいたが、博秀館学院高校は私立で、しかも有名進学校だ。

（よく考えたら、博秀館の生徒が歩いてるところって、ほとんど見たことないよ）

　車で送そう迎げいしてもらう生徒ばかりだから、通学路で姿を見かけないのだ。

　旧校舎の時計台が示しているのは、教室へ集合する時間の七分前だ。




「何だ……」

　校門を入って、走るのをやめて歩きだした田中真に────。




　ドン！　と背後から誰だれかがぶつかった。




「わ！」

　突き飛ばされた田中真は、軽く前のめりになって転倒しかけながら四歩ほど進んで、踏ふみ止とどまる。

　後を追うように、少し後ろを走っていた生徒がいたらしい。田中真が必死で走っているのを見て、これは急がなければいけないと、つられて走っていたのかもしれない。

（同じ普通科の生徒？）

　徒歩通学なのだから、きっとそうだ。普通科は今年度からの新設なので、同級生だ。

　田中真は、けっして大おお柄がらなほうではない。身長と体重は、ごく平へい均きんだ。この衝しよう撃げきの軽さは、田中真よりも小柄な相手に違いない。

（お、女の子だよね）

　博秀館学院高校は共学だ。普通科の受験生に、女子もいた。

　入学初日にハプニングで異性と出会うというパターンは、学園ものの話のお約束だ。これといって特別なところのない田中真には、ハーレム展開なんて到とう底てい無理だろうが、ラブコメディぐらいなら。

　お約束ついでなら、可か愛わいい子がいい。でも期待をするのは相手に失礼だ。

　田中真はドキドキしながら振り返る。




　振り向いた田中真の後ろには、誰もいなかった。




「あれ？」

　レンガ敷きの通路で尻しり餅もちをついている女の子がいるだろうと思っていた田中真は、きょとんとしながら周囲を見回す。




　田中真の背中にぶつかった生徒は、撥はね飛ばされて通路横の植え込みへ突っ込んでいた。膝ひざから下が、植え込みからはみ出て見えている。

「うわ！」

　田中真は慌あわてて植え込みへと駆け寄った。ズボンの制服を着用しているので、出会いドッキリの相手は残念ながら男子生徒だ。格かつ好こうが格好なので、男子でよかったかもしれない。




　後ろ向きで植え込みへ倒れ込んだ男子生徒は、尻餅をついて上半身を寝かせたような格好で、植え込みにめり込んでいた。朝っぱらから、何だかとんでもないことになって、とても気の毒だ。

「急に止まってごめんね。怪け我がしてない？　起きられる？」

「へ、平気……」

　か細い声で返事をした男子生徒の頭を見た田中真は、目を瞬しばたたく。

「────え？　耳？」




　男子生徒の頭頂に近い側頭部が二カ所、ぴこっと犬科の獣けもののように────。



















　田中真の呟つぶやきと注そそがれている視線に、男子生徒は真まっ赤かになって両手で頭を押さえた。そのせいで身体からだのバランスを崩くずした男子生徒は、植え込みの向こう側へとひっくり返る。

　ぐるんと勢いよく一回転して、植え込みを越えていった男子生徒に、田中真は驚く。

「大丈夫!?」

「だい、じょうぶ……！」

　植え込みの向こうに座り込んだ男子生徒は、まだ両手で頭を押さえている。




　……人間の頭に、獣のような耳はない。ケモミミなんて、ついているはずはないのだ。田中真は常識人である。

（見間違い見間違い見間違い）

　植え込みの向こうで小さくなっている男子生徒へ、田中真は微笑ほほえみかける。

「寝ね癖ぐせ、なかなか取れないときってあるよね」

　朝、鏡とにらめっこしながら、しっかり撫なでつけて整えたつもりでも、風に吹かれることや、何かの弾はずみで、またぴょんと。

「じろじろ見て、ごめんね」

　両手で頭を押さえていた男子生徒は、謝った田中真の言葉に、そろそろと顔を上げ、ぎこちなく笑った。

「……うん」

　そっと手を放した男子生徒の頭には、ケモミミのような膨ふくらみはなかった。田中真はそれを見て、ほっとする。

（ほらね）

　やっぱり見間違い。

　しっかり押さえたことで、はねていた髪かみは落ち着いたのに違いない。

　男子生徒は立ち上がって、制服についた泥どろ汚よごれを払う。やっぱり田中真より身長が低い。

　新設された普通科の制服は、今年度から『特進科』となるこれまでの制服と、少しだけデザインが異なり、使われている生き地じが違う。ぶつかって撥ね飛んだ男子生徒は、田中真とまったく同じ制服を着ていた。彼は袖そで口ぐちとズボンの裾すそを折り返しているので、制服のサイズが大きいようだ。

（大きめに作ってもらったのかな）

　制服は入学前に採寸して、仕立ててもらう。高校の三年間で、三十センチも身長が伸びる生徒もいる。成長期なので、身体が大きくなって着られなくなっては困ると、制服をいくらか大きめに仕立てる生徒もいるだろう。────この男子生徒の場合、若じやつ干かん、大きすぎるようにも見えるが。




　植え込みはレンガ敷きの歩道に沿そって、切れ目なく続いていた。歩道に戻るため、男子生徒は植え込みを飛び越える。

　それはもう、軽かろやかに。

「うわ！」

　すとん、と近くに下り立たれ、田中真は思わず声をあげた。その声を聞いて、びくっと身を震ふるわせ、反はん射しや的てきに半歩退ひいた男子生徒は、怯おびえた目でこちらを見る。

　愛あい玩がん系けいの小動物を苛いじめてしまったような感覚に襲おそわれて、田中真は慌てる。

「い、いや、埃ほこりが立って迷めい惑わくだったとかじゃなくて、すごいなって！　スポーツテストでも、かなりいい記き録ろく出してたんじゃない？」

　男子生徒は、体重が軽そうだ。中学のとき、小柄な生徒が垂すい直ちよく飛とびで学年一の記録を出したのを、田中真は知っている。いい返事が聞けるかと思ったのだが。

「え、っと……、どうだろう」

　男子生徒は目を逸そらす。この反応は、彼よりすごい記録を出した生徒がいたのかもしれないと田中真は推すい測そくする。さりげなく話題を変える。

「僕と同じ、普通科の新入生だよね。僕は田中真。君は？」

「……沖おき常つね、究きゆう美び」

「沖常くん、よろしく。この学校を一緒に受験した友達は誰も受からなかったから、知り合いがいなくて、ちょっと心細かったんだー」

　明るい高校生活のため、積極的に新しい友達を作らなければと、気合を入れて田中真は登校した。

　同級生と話せて、ほっとしている田中真へ、沖常究美ははにかむように微笑む。

「……ボクも」

　学園ラブコメにはならなかったが、お互たがいに友達を一人ゲットだ。




　田中真と沖常究美は旧校舎に入って上うわ履ばきに履き替え、三階にある教室へ向かう。推すい奨しようされている時間前行動はできなかったが、ギリギリ集合時間の前に教室へ入ることができた。




　普通科は一クラス。人数が少ないので、知り合いがいない者ばかりだ。

（普通科、だよね……）

　高校生活の手引きで推奨されている五分前行動に従い、先に教室へ入っていた同級生たちを見て、田中真は固まる。

　髪を脱だつ色しよくした不良っぽい怖そうな男子や、七三分けでとても勉強のできそうな眼鏡めがねくん、眼がん帯たいをして腕うでを三さん角かく巾きんで吊つっている女子。そして、教きよう卓たくの前の机に段ボール────。

（は!?）

　思わず田中真は、段ボールを二度見する。

　高さ一メートル半はあるだろう段ボールは、椅い子すがあるはずの場所に置かれている。




「……」

　教室に入ったものの、これからどうしようと、沖常究美から縋すがるような視線を向けられて、田中真はとりあえず微笑む。

「鞄かばん、席に置こうか」

「……うん」

　教室の掲けい示じ板ばんに、名前の五十音順で座席を指定した紙が掲けい示じされていた。沖常究美は窓まど際ぎわの列の前から三番目。田中真は教室の真ん中あたりだ。

　田中真が学校指定のショルダーバッグを、沖常究美が背負っていたデイパックを自分の机の上に置いたところで、スーツに上等の白衣を着、ロザリオをつけた男性教諭が来た。




「入学式が始まりますから、全員、講堂へ！　廊ろう下かに並びなさい」




　教諭の声を聞き、七三分けの男子生徒が、教室の前へ出る。

「速すみやかに行動しましょう！」

　七三分けの男子生徒は、そう言いながら教室を出て、そのまま仕切るように皆を誘ゆう導どうする。




「行こう、沖常くん」

「……うん」

　促うながした田中真の後に続いて、沖常究美は廊下に出て並んだ。

　段ボールも、もそもそと動いて列の最さい後こう尾びにくっついた。

　さっきまで段ボールがいた場所には、椅子があった。

　動くということは。




（……中に人が入ってるんだ……）

　田中真だけでなく、皆同じことを思っていたらしい。

　ポニーテールの女子生徒が、移動する段ボールを目で追って、首を傾かしげる。

「────ねぇねぇ、あの段ボールって」

「しっ！」

　愛らしいアニメ声で何か言いかけた女子生徒を、レイヤーの入ったショートボブヘアの女子生徒が止めた。迂う闊かつなことを大声で喋しやべりそうだったので、きっと黙だまらせて正解だ。
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　入学式のため、男性教きよう諭ゆに連れられて入った講こう堂どうは、一流のコンサートホールのように立りつ派ぱだった。普通科の生徒は、前方右側の一角へ、固まって着席する。一緒に講堂へ入った段ボールは、普通科の生徒が着席した列の横の通路に留とどまった。────床に固定され、横の席と繫つながっている講堂の座席には、座れなかったのだろう。




　友達になった沖おき常つね究きゆう美びが隣にいることで、田た中なか真まことは少しばかり心強いのだが。

（特進科の人たちからの威い圧あつ感かんが……！）

　ステージで挨あい拶さつをする今年度の新入生代表は特進科の生徒だし、在校生には特進科の生徒しかいない。そして、特進科の生徒は全員、何らかの才能がある優秀な生徒だ。一般人とは違うんだぞオーラが発せられていて、何だか落ち着かない。祝しゆく辞じで来校した大人も、テレビで見たことのある偉えらい人ばかりだ。

（場違い感、ハンパない！）




　そして、今年度から着任したという、新理事長の挨拶となった。

「（やっだー！　美中年っっ！）」

　普通科の女子生徒の中から、小さく歓かん喜きの声があがった。ぐふふという含ふくみ笑いも聞こえ、男子生徒たちは、ぞくっと背せ筋すじを震ふるわせる。あの声は誰だれかと気にはなったが。

（駄だ目めだ、振り向いちゃいけない……！）

　田中真たちは、ぐっと堪こらえる。

　振り向いて、顔を覚えられるようなことがあれば、彼女の妄もう想そう世界の住人として、取り込まれてしまうかもしれない。後のち々のち精神的ダメージを受ける事態を招まねくのは嫌いやだ。

（あ、沖常くん……！）

　どこかほわんとした雰ふん囲い気きで、空気の読めなさそうな感じがする沖常究美を心配して、田中真は隣を見る。沖常究美は本能的に何かを察したのか、固まっていた。




　三十代だろうと見える新理事長の常磐ときわ綱つな吉よしは、真ま面じ目めで育ちのよさそうな、清せい潔けつ感かんのある男性だ。理事長を務つとめるには若すぎる気がするが、前理事長の身内のようなので、後こう継けいになったのだろう。

　理事長の次に、校長からの挨拶。同じく、今年度から着任したという新校長は、司会が紹しよう介かいした名前から、外国人らしいとわかる。

「皆サン、おはようゴザイマス！」

　ハイテンションでにこにこと機き嫌げんよく挨拶をする校長の姿に、講堂は一いつ瞬しゆんざわついた。

　二十代半なかばだろうその人は、長い金きん髪ぱつで────。

「今年ドから、校長先生ノ、ルーシー不ふ破わでぃス！」

（男、女!?）

　かなりの美人なのだが、男性か女性か、まったくわからない。男性ならば華きや奢しやすぎるし、女性ならばあまりにも胸むねが寂さびしい。

（あの人、校長先生だったんだ……）

　田中真たち新入生は、面接試験のときにルーシー不破と会っていた。美術とか音楽とか、芸術系の先生ではなく、まさか校長だったとは。

「特進科の新入生の皆サン、入学おめでとうゴザイマス。コノ学校で勉強シテ、特別な個性ヲ、ドンドン伸ばしていってくだサイ。普通科の新入生の皆サン、普通に勉強シテ、普通の高校生活を送ってくだサイ」

「────校長先生……！」

　ステージの袖そで幕まくの陰かげに控ひかえていた理事長が大おお股またで颯さつ爽そうと出てきて、機嫌よく祝辞を述べていた校長を止めた。

「Wホhワaツtト？」

　きょとんと校長は目を瞬しばたたく。講堂に集まった者たちに一礼し、理事長は優ゆう雅がにエスコートするように、演台から校長を連れ去った。




「（きゃー！）」

　校長を連れ去る理事長の姿に、女子生徒が小声でまた、あの歓喜の声をあげる。




（……うん。そうだよね）

　理事長に連れられてステージを去る校長を、田中真たちは生なま温あたたかく見送る。

（普通科だから、普通に、って）

　ちょっと違う。

　どういう経けい緯いで就しゆう任にんしたのかは知らないが、よくわかっていないようだ。若じやつ干かんの不安はあるが、理事長がいるなら大丈夫な気がする。




「続いて、今年度から着任されました先生方を紹介します」

　司会の声に、在校生がざわついた。

　学級担任や生活指し導どうの教諭以外の、専門教科を担当していた教員が、優秀な教員へごっそりと入れ替わったらしい。優秀な教員は特進科の授業のために採用されたので、普通科にはほぼ関係ない。

「数学、ピタゴラス先生。国語、夏なつ目め先生。地理、伊い能のう先生。物理、アインシュタイン先生。生物、ダーウィン先生。科学、ダヴィンチ先生。音楽、バッハ先生。美術、モネ先生。家庭科、ヘルメス先生。情報処理、ジョブズ先生。校医、メンデル先生。……」

　聞いたような名前の先生ばかりで、とても覚えやすい。

「英語で普通科担任、来くる栖す先生」

　田中真たちを講堂へ引いん率そつしてくれたのは、学級担任の教諭だった。今年度から新設された普通科なので、担任も新任だ。




　教科担当の教諭が替わったことに在校生はざわついていたが、入学式は予定通りに終了した。担任に引率された新入生から講堂を出て、教室へ向かう。
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「先生！　黒板が見えません！」

　入学式の後、教室でホームルームが始まるなり、中央の列、前から二番目の席に着いていたシャギーの入ったショートボブヘアの女子生徒が挙きよ手しゆして言った。

（はっきり言ってくれて、ありがとう！）

　田た中なか真まことたちは、女子生徒に感謝する。もっとも迷めい惑わくしているのは彼女だが、教きよう卓たくの前の席の大きな段ボールが壁になり、教室のどの席からも黒板が見えにくい。

　入学して最初のホームルームから、普通科の生徒たちの心はひとつになった。




　段ボールのせいで、来くる栖す先生からは挙手している女子生徒の手の先しか見えない。

「そうですね。席替えしましょう。瀬せ戸とくん、一番後ろの席でも大丈夫ですか？」

　来栖先生の声に反応して、段ボールの上部、蓋ふたになっている部分が跳はね上がり、掌てのひらサイズのドローンが出てきた。皆みなに注目されながら、ドローンは窓側の列の一番後ろ、桑くわ島しま一かず成なりの席の上へと飛んで行く。────そこはおそらく、彼にとってもっとも落ち着けて、教室への出入りがしやすい席なのだろう。

「桑島くん、瀬戸くんに席を譲ゆずってください」

　来栖先生に言われて、ホバリングしている頭上のドローンを気にしながら、桑島一成は恐おそる恐おそる席を立つ。桑島一成の頭に当たらないよう、ドローンは席の上で高度を取った。

　桑島一成が十分に離れるのを待って、段ボールはごそごそっと動いて机の間を通り、席を替わった。席の上でホバリングしていたドローンは、蓋を開けた段ボールへと回収される。

　教室の後方でちょっと待つよう桑島一成へ指示し、来栖先生は尋たずねる。

「他に、黒板が見えにくい人は？」

　小こ柄がらであるとか、目が悪いという理由で何人かが挙手し、席替えとなった。教室の掲けい示じ板ばんに貼られていた座席表を外はずした来栖先生は、訂てい正せいを加えていく。

　調整の過か程ていで田中真も移動することになり、二列目へ移動し沖おき常つね究きゆう美びの隣の席になった。鞄かばんを持って席を替わった田中真と目が合って、沖常究美がにこっと笑う。

（ここなら、休きゆう憩けい時間も喋しやべりやすいよ）




「明日あしたの朝には、新しい座席表を教卓に貼っておきます。皆みなさん、間違えないよう、着席してくださいね」

　いい席へ替わったと思った田中真は、プリントを自分の後ろの席の生徒へ回したときに、沖常究美の後ろの席の男子生徒の様子に気づいて、ぎくりとする。

（不良の人だ……！）

　髪かみを脱だつ色しよくしている、目つきの怖い男子生徒は、前の席の沖常究美を睨にらんでいる。

（えええええ!?）

　入学式を終えて教室へ戻ってきてからの短時間に、愛あい玩がん系けい小動物っぽい沖常究美が何かやったとはとても思えないが、何が気に障さわるかなんて、知れたものではない。




「僕は来栖倫みち明あき。この学級の担任で、英語を教えます。先月まで外国で仕事をしていましたが、事情があって十年ぶりに帰国し、この学校で教師をすることになりました」

　簡単に自じ己こ紹しよう介かいをした来栖先生は、穏おだやかで知的な印いん象しようだ。仕事や人間関係で何か失敗をして、海外から戻ってくるような人には見えない。名門の博はく秀しゆう館かん学がく院いん高校の教員に採さい用ようされたのだから、きっと優秀な人物だ。

（たぶん、聞いちゃいけない事情があるんだよね）

　話せるものなら、来栖先生は話してくれそうだ。家庭の事情とか、そういうものがあったのだろうと、田中真たちは推すい測そくする。

　綺き麗れいなロザリオをつけている姿は、敬けい虔けんな信者そのものに見えて、何だか神こう々ごうしい。スーツの上に着ている上等の白衣は、聖職者の法衣のようだ。

（法衣って、よく知らないけど）

　来栖先生が着ていると、とてもそれっぽく見えて、格かつ好こういい。




「初めて会う人ばかりでしょうから、今日は皆さんに自己紹介をしてもらいます。学級役員に立りつ候こう補ほする人は、自己紹介のときに言ってください。立候補者がいない場合は、全員の自己紹介を聞いてから、僕が指名します」

　来栖先生はそう言って、決めなければいけない学級役員を黒板へ書き出す。

（学級委員長、保健委員、体育委員、風紀委員、図書委員、美化委員……）

　田中真は中学時代、どれもやっていない。




「浅あさ倉くら隼はや人とです。小学校の頃から、書道をやっています。僕は学級委員に立候補します」

　窓際の列、一番前の席の出席番号一番の男子生徒、七三分けでとても勉強のできそうな眼鏡めがねくんは、講堂に行くときにも皆も仕切っていたし、学級委員慣れしていそうだ。




　自己紹介は、自分の名前と、中学時代にやっていたクラブ活動のことや趣しゆ味みを言う者が多かったが、とっさに何も思い浮かばない者もいる。




「……お、沖、常究美、です……」

　微かすかに声を震ふるわせ、緊張しているとものすごくわかる沖常究美の自己紹介を聞き、田中真は思わず手に汗を握にぎる。

（がんばって！　沖常くん！）

　心の中で応おう援えんしていたのは田中真だけではなく、教室にいた全員だ。

「よろ、しく、お願いします……！」

　沖常究美は注目している皆へ、ぺこっとお辞じ儀ぎをした。

（もちろん、仲よくするよ！　怖がらなくていいよ！）

　守ってあげなくてはいけない！　田中真たちの庇ひ護ご欲よくは、大いに刺し激げきされた。

　暗あん黙もくの了解で、沖常究美はこの学級の保ほ護ご指定に決定した。

　自己紹介と挨拶を終えた沖常究美へ送られた拍はく手しゆは、とても温あたたかだった。




　そして沖常究美の次はあの、髪を脱色した目つきの怖い男子生徒だ。

「……」

　どうにも立ちたくなかったが、仕方なく嫌いや々いやというように、男子生徒は腰こしを上げる。それまで自己紹介をしていた生徒と同じく皆に注目されて、男子生徒は目を逸そらした。

（見、見ちゃいけない、んだよね）

　田中真たちは速すみやかに注目をやめようと思ったが、来栖先生がどう思うかを気にして、男子生徒に顔を向けた姿勢はそのまま、目だけを逸らす。

「……鏑かぶら木ぎ、雅まさ也や、です……」

　そして、沈ちん黙もく。

「ありがとう。皆、仲よくしてくださいね」

　沈黙がいたたまれなくなる前に来栖先生はそう言い、田中真たちは速やかに拍手した。自己紹介終了だ。鏑木雅也は着席する。

　来栖先生の視線に促うながされて、次の生徒が自己紹介をした。




　自己紹介の順番が回ってきても、無反応の段ボール、いや、動きを見せない瀬戸隆たか弘ひろのことは、教室内が妙みような雰ふん囲い気きになる前に、来栖先生が紹介してくれた。

「段ボールに入っているのは、瀬戸隆弘くんです。口くち下べ手たで恥はずかしがり屋ですが、どうぞ皆さん、仲よくしてくださいね」

　席を替わったのだから話は聞こえているだろうが、段ボールは微び動どうだにしない。

（来栖先生、いい人だ……）

　田中真たちは、この担任についていこうと思った。




　順番が回ってきて、田中真は腰を上げる。

（うわー、緊張するなぁ……！）

　学年が上がるたびに繰くり返してきたことだが、全然慣れない。

「田中真です。名前や見た目からもわかるとおり、すごく普通です。勉強とか運動も、いつも平均で普通です」

　緊張して、いつも友人たちから言われていた『普通』を連呼してしまった田中真は、級友たちの注目の熱さに、どきっとし、思い出す。

（あぁ、校長先生が『普通』って言ってたからか）

　妙なところで、耳に残っていたものが出たらしい。あのちょっと変わった校長と、同じようなことを言ってしまった。

（普通って言いながら、変な人だよね……！）

　田中真はそう思ったが、言ってしまった後なので、ここは開き直ることにする。

「普通は普通らしく、普通の高校生活を送ろうと思います。よろしくお願いします」

　笑顔で会え釈しやくして、自己紹介を終えた田中真は、拍手を聞きながら着席した。熱い視線を送って応援してくれていた沖常究美へ、にこっと笑う。

　開き直った態度は、案外ウケがよかったようだ。挨拶の後の拍手は、とても友好的だった。やり終えた感で、田中真は清すが々すがしい気分だった。




　どれも柄ではないので、学級役員に指名されたら嫌いやだなと田中真は思っていたが、心配することなく、自己紹介のときに立候補する者がいて、さくさくと決まっていった。




「明日から授業が始まります。今週の体育の時間は、内科検けん診しんと身体測定、スポーツテストです。午後も授業がありますので、昼食のお弁当を忘れないでくださいね」

　来栖先生は入学式の集合時間に教室へ来たときと同じく、チャイムぴったりの時間でホームルームを終えた。
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　鏑かぶら木ぎ雅まさ也やは前の席の沖おき常つね究きゆう美びをホームルームの間ずっと睨にらんでいたが、教室から来くる栖す先生が出ていっても、すぐに絡んでくることはなかった。

「帰ろう、沖常くん」

「……うん」

　ほわんと微笑ほほえむ沖常究美は、背後からの視線に、まったく気づいていないようだ。

（目、目を合わせちゃダメだ……！）

　鏑木雅也を刺し激げきしないよう細心の注意を払い、田た中なか真まことは沖常究美と教室から出る。




（逃にがせたー……！）

　背後の気配を窺うかがいながら校門を出て、迫せまってくる者がいないことを確かめて、田中真は肩かたに入っていた力を抜く。鏑木雅也は、沖常究美を追いかけてこなかったようだ。

　挨あい拶さつのように睨んで、相手の反応を見ながら難なん癖くせをつける輩やからもいる。鏑木雅也から沖常究美へちょっかいを出さなければ、何とかなる。

「僕の家、こっちだけど、沖常くんも同じだよね？」

「うん」




　校門を出て並んで歩きだし、いくらも行かないうちに、横の道路を走ってきた車が路ろ肩かたに寄り、二人の少し前方で停まった。

　助手席側の窓を開け、運転していた青年が手を振る。

「究美ー！」




「沖常くんのお兄さん？」

「え……と、そうじゃなくて……」

　車の横まで近づき、沖常究美と一緒に立ち止まった田中真へ、助手席のほうに身を乗り出して青年が微笑みかけた。

「こんにちは。究美の従い兄と弟この沖常義よし昭あきです」

「こんにちは。田中真です」

　田中真は青年にお辞じ儀ぎする。

「究美と友達になってくれたんだね。ありがとう」

「いえ。僕のほうこそ」

（優しい感じの人だな）

　青年と会って、沖常究美がほっとしたように見えたので、田中真も何だか安心する。

「近くを通りかかったから、寄ってみたんだ。究美がちょうど帰るところでよかったよ。田中くんも乗っていくかい？　家まで送るよ」

「いえ、駅前の本屋に寄って帰るので。じゃあ、また明日ね、沖常くん」

「うん。また、明日」

　田中真は従兄弟の車に乗る沖常究美と、手を振りあって別れた。




　田中真が帰りに寄ることにしていた本屋は、カフェを併へい設せつしている大型店てん舗ぽだ。

「おー！　来た来た！」

「田中、こっち！」

「よっ！　博はく秀しゆう館かん学がく院いん生せい！」

　本屋に入った田中真へ、先に来店してテーブル席に着いていた男子高校生たちが手を振った。三人とも、同じ中学校だった友達だ。高校は全員、別々のところになってしまったが、四人とも今日が入学式だったので、学校が終わったら会って制服を見せあおうと約束していた。

　博秀館学院高校には四人で一緒に受験したが、合格したのは田中真一人だ。学力は似たようなものだったのに田中真だけが合格したので、他にどんな生徒が合格したのか、三人は気になっていた。




　博秀館学院と聞こえ、近くにいた客や店員が、田中真に注目する。

「博秀館学院っていっても、普通科だし」

　三人に向かって田中真がそう言うと、注目していた者たちは、あぁと納得し興味をなくした。

　だいたい、制服で歩いているところを見かけることすらない、優秀でお坊ぼつちゃまな博秀館学院高校の生徒が、コーヒーのお代わり自由で雑誌読み放題という、低価格設定のカフェに来店することなどない。




　小学校と中学校が同じで家も近所の清し水みず興おき高たかは、カウンターでカフェオレを購こう入にゆうしてきた田中真に笑いかける。

「安定した『普通』感、やっぱり田中だよなー」

　ぱっと見、制服のデザインは酷こく似じしているが、今年から新設された普通科の生徒だと言われると、一言で納得できる、揺ゆるぎない普通感がある。あらゆることで羨うらやましがられるほど普通だったので、田中真にとって『普通』は褒ほめ言葉だ。

「高校でも、やっぱり真ん中あたりだったよ」

　身長も出席番号順も。

「遅くなって、ごめんね」

「いやいや、俺たちもさっき着いたとこだから」

　気にしないでくれと言った表垣内おもてがいと岳たけると清水興高へ、田中真は確認する。

「表垣内と清水は、今年も名前の読み方聞かれたんじゃない？」

　最初に自己紹介をするのは、どこも同じだ。

「聞かれたよ」

「だるいわー」

　読みにくい名前の二人は、事あるたびに名前の読みを聞かれる。そして。

「僕はやっぱり、がっかりされた……」

　伏ふ串くし総そう太たは肩かたを落とす。有名人のイケメンと、名前の音が同じなのは、けっこうつらい。この名前の彼に対しては、女性の態度がきつい。たまたまそこに居合わせて、何の関係もなくても、名前が聞こえただけで注目されたり、反感を持たれたりするので、伏串総太は自分の名前が呼ばれる場所を嫌きらっている。

「伏串は田中と同じく、共学だったな」

　元気出せと、清水興高は慰なぐさめるように伏串総太の肩を叩たたいた。

　表垣内岳は興味津しん々しんという顔で、田中真に尋たずねる。

「今日の入学式、博秀館のエリートたちと一緒だったんだろ？　どんな感じだった？」

「あー、場違い感ハンパなかったよー……。後ろの席にいた在校生からのプレッシャー、キツかったー……」

　思い出して、田中真は遠い目をする。在校生や特進科の新入生の保ほ護ご者しやの視線が背中にぐさぐさ突き刺ささるようで、とっても居い心地ごこちが悪かった。

「他県からも受験生来てて、受験会場、すごい人だったのに、普通科ってマジで三十人だろ？」

　募集は三十名でも、実際は合格者を少し増やすことがあるが、博秀館学院では新設の普通科へ本当に三十人しか入学させなかった。

「うわー、選ばれた三十人だ！」

　伏串総太と清水興高に言われて、田中真は苦笑する。

「面接してくれた、あの金きん髪ぱつの人が今年からの校長先生だったよ。入学式の挨あい拶さつでも、普通普通言ってたから、普通の生徒を選んだんじゃないのかな」




　面接のとき、田中真はルーシー不ふ破わに『自分を普通だと思うか』と尋ねられ、自信を持って『普通』だと答えた。

　今なら、あれが合ごう否ひのポイントだったのではと思える。




「くぁー……『普通』かー……！」

「田中が言うと、説得力あるなー」

「普通になりたいですって答えちゃったよ……」

　田中真を見ていると、入学試験に落ちた理由にものすごい説得力があった。どこといって特別なところなどないが、名前で煩わずらわしい思いをすることが多いせいで、校長から質問されたとき、普通への憧あこがれが顔に出ただろう三人は頭を抱かかえた。

「普通っぽくない人もいたけどね」

（段ボールの瀬せ戸とくんとか）

　田中真は思い出して、そっと三人から目を逸そらす。

「いや、『普通』を極めた田中から見たら、誰だれも普通じゃないって！」

　断言して清水興高は拳こぶしを握にぎり、表垣内岳と伏串総太は大きく頷うなずいた。
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　車を発進させて田た中なか真まことの姿がバックミラーに見えなくなってから、沖おき常つね義よし昭あきは信号待ちの間に、小さくなるように猫ねこ背ぜになって助手席に座っている究きゆう美びへ、用意していた自分のパーカーを素す早ばやく着せかけ、目ま深ぶかにフードを被せる。

「登校初日、お疲れさまでした、究美様」

　口く調ちようを変え、義昭は恭うやうやしく究美に会え釈しやくした。




　車内でサイズの大きいパーカーとフードに隠かくされ、周りから完全に姿が見えなくなった究美の身体からだが、ぐんと二回りほど大きくなった。解放された清せい浄じような妖よう気きで、車内はびりびりと静電気を帯おびる。

「……あぁ、疲れた……！」

　一度伏せられてから、カッと開かれた目は、人間のものではない。

　フードを下から押し上げているのは、獣けものの耳だ。短かった髪かみは長くなり、見事な銀色に変わっている。ふかふかの豪ごう華かなシートクッションのように背後にあるのは、銀色に輝かがやく九本の尾お。




　今ここにいる究美は、愛あい玩がん系けいの小動物を連想させる小こ柄がらな人間の少年ではなく、妖よう怪かいの姿に戻った九きゆう尾びの狐きつね、沖おき常つね山やまの妖よう狐この若わか長おさだ。




「迎むかえに来るのが遅い……！　人間に化けて力を抑おさえるのは、骨ほねが折れるんだからな！」

「『骨が折れる』ではなく、若者らしく『ヤバイ』と仰おつしやってください」

「『やばい』!?　そんなのが若者言葉なのか!?」

「ヤバイは肯こう定ていにも否ひ定ていにも使えますし、大きさや量や、味覚の他、いろいろな方面へ使える言葉ですから、覚えて使われると、とても便利ですよ」

「現代の人間は、そんなすごい言葉を使いこなしてるのか……！」

　驚いた究美は、体格が変わってぴったりサイズになった制服のネクタイに指を突っ込んで緩ゆるめ、シャツのボタンを外はず────、そうとして失敗した。

　鋭い爪つめに引っかけて飛ばしてしまったボタンを反はん射しや的てきに受け止めて握にぎったものの、どうしたものかと究美は途方に暮れる。この制服、まだ四時間ほどしか着ていないのに。
















「……」

　無言で究美に見つめられ、青信号で車を発進させながら義昭は苦笑する。

　人間に化けて妖力を抑えていた究美は、誰にも愛玩系の小動物を連想させたが、妖よう力りよくを解放した姿であっても、その本質は変わらない。人間の命なんて指一本で簡単に奪える恐おそろしい妖怪なのに、守ってあげたくなる可か愛わいらしさがある。

「帰ったらボタンをつけ直しましょう。なくさないでくださいね」

「うん」

　ほっとした顔で、究美は長い爪で器用にボタンを摘つまみ上げ、大事にポケットへ入れた。

「いえいえ。うちのお山の大事な神様のためですから」

　義昭は沖常山の稲いな荷り神社、その宮ぐう司じ一家に五人いる子供の長男だ。

「沖常山を守ってるのは、オレじゃなくて祖じ父いちゃんだよ」

　千年生きた古狐が、沖常山の長だ。孫の究美は九尾の銀ぎん狐ぎつねという、最上級の素質を持つ妖狐に生まれたが、妖怪としてまだまだ祖そ父ふより格下だ。




　人を立ち入らせない沖常山の山奥の御ご殿てんで暮らしていた究美は、この百年間、祖父を手伝って妖怪仲間との交流に重点を置いていた。江戸時代の百年はほぼ似たようなものだったが、明治から平成にかけての百年、人間の暮らしは目まぐるしく変化している。

　人間社会に関わらなかったせいで、究美は時代の流れに取り残されてしまった。稲荷神社のある沖常山の妖狐の若長として、これではいけない。

　人間の生活を知るには、その中へ入るのが一番手っとり早ばやい。若い妖狐である究美は、人間に化けたときの背せ格かつ好こうが高校に入学するくらいの年頃だったので、大学生である義昭たちに家庭教師をしてもらい、受験勉強をして、今年から普通科が新設された博はく秀しゆう館かん学がく院いん高校に合格した。




「一日目からお友達ができてよかったですね」

「弱っちょろそうな小こ僧ぞうだ。百年前の子供のほうが、もっとたくましかったぞ」

　究美が人間に化けた姿のほうが、田中真よりもっとひ弱でちょろそうだったが、義昭はそれには触ふれずにおく。

「僕は、ごく平均的な感じの男の子だと思いましたけど」

「────そう、なのかな。自じ己こ紹しよう介かいのときに『普通』なのだと言ってた」

　本人に自覚があるのなら、その普通度は本物だ。

「周りの反応に注意しながら、田中くんと一緒にいて、彼がすることを真ま似ねしていれば、だいたい間違いないでしょう。さすがは究美様。いい子とお近づきになりましたね」

　声をかけてきてくれたのは、田中真だろうと義昭は思うが、究美は人間に紛まぎれ込む妖怪として、お手本にできる貴き重ちような人材を確保できたようだ。

「そ、そうか」

　今日の登校では、いっぱいいっぱいで、ほとんど周りを見る余裕がなかった。田中真を手本にできるのだとわかって、究美は少し安あん堵どする。

「究美様、田中くんとトークのアドレスは交こう換かんしましたか？」

「と、『とーく』って、あの、『すまほ』という機械の、言葉を送りあう『あぷり』……」

　どぎまぎする究美に、義昭は頷うなずく。

「今どきの子は、普通にやってますよ。慣れていただかないと」

「普通、なら、田中くんもやってるな……」

「誘われなかったら、究美様から誘ってください」

「オ、オレから!?」

　究美は機械を上う手まく扱あつかえないので、できれば触さわりたくない。

「人間社会に馴な染じむよい機会です。行動範はん囲いをどんどん広げていってくださいね」

「う、うー……」

　せっかく妖狐の姿に戻ったのに、究美は助手席で小さくなる。あれこれ、まだまだハードルが高いと感じているようだが、無理だと言葉にされる前に、義昭は言う。

「究美様、今まで見たこともないような子供や大人おとなが大勢いるでしょうが、人見知りしてちゃ駄だ目めですよ？」

「……箱入り息子むすことか、妖怪のような髪の色のヤツとか、何だかよくわからん連中がいたし、昔は感じなかったモノまでいる……！」

　究美は驚いて思わず警けい戒かいしたが、他の者はそれほど驚いていないようだった。

「現代は、そういうものなんですよ。究美様の知らない、いろんな者がいるんです」

「そうなのか……」

「そうです。これから三年間、がっつり人間観察して、現代っ狐こになってください」

「これから三年間……！」

　登校初日を終えたばかりなのに、泣きの入った声を出し、究美は頭を抱かかえる。

（朝、耳を出しちゃったよ！）

　校門を入って十歩ほどでやらかしましたとは、さすがに格かつ好こう悪くて義昭に言えない。

　田中真は髪の寝ね癖ぐせだと思ってくれたが、次もそう都つ合ごうよくいくかわからない。

　人間の姿に化けて、正体がばれないよううまくやっていけるか、究美は自信がない。人間に化け、人間になりきって人間社会を知ろう、適応しようなどという日がくるなんて、夢にも思わなかった。

「究美様ならできますよ。沖常山の妖狐の若長なんですから。がんばってください」

　気楽な口調で励はげまされても、究美は溜ため息いきしか出ない。
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　ホームルームを終えた新入生にして特進科代表生徒の久く槻つき悠ゆう馬まは、地ち横よこ衡こう平へいとともに、校長室を訪おとずれていた。




「博はく秀しゆう館かん学がく院いんに普通科は不要です！」

　ルーシー不ふ破わ校長へ、久槻悠馬は怒ど気きを込めて断言した。

「明日からでも、普通科を北ほく斗と実業高校に編入させてください！　あちらとは、話がついています！」

　久槻悠馬は曾そう祖そ父ふからずっと政治家という家系の子し息そくで、本人も政治家を目指している。

　優秀で特別な生徒に相応ふさわしい学まなび舎やとして、この博秀館学院を受験することに決めたのに、今年から偏へん差さ値ちの低い生徒のための普通科を新設するなんて。

　普通科新設に絶対反対と、特進科の生徒の家族全員分の署名を集めて意見書を提出し、祖父と父親の力を利用して、普通科の新入生を編入させるための学校まで見つけてきたが、この校長が承しよう諾だくせず、今日を迎えてしまった。

「まだ遅くありません！」

　執しつ務む机づくえを平手で叩たたかんばかりの久槻悠馬を、にこにことルーシー不破は見つめる。

「普通科、あってもいいデハありませんカ。特進科とノ違い、よくわかるデス」

「見物気分で教育をされては困ります！」

　憤ふん慨がいする久槻悠馬は、間違っていない。だが、と地横衡平は考える。

「────校長先生は、普通科を特進科の引き立て役とお考えですか？」

　その考えは頭になかった久槻悠馬は、驚いて地横衡平を見る。ルーシー不破は微笑ほほえみながら、小首を傾かしげて二人を見つめた。

「特別ナ子ばかり見ているト、自分を見失うコトがありますヨ」

　引き立て役として入学させたなんて、外がい聞ぶんが悪くて、憚はばかられる言葉だ。

　ルーシー不破は地横衡平の言葉を、肯こう定ていも否ひ定ていもしなかった。

　優秀な名門校としての博秀館学院を重んじている久槻悠馬たちにとって、普通科は目め障ざわりだが、その存在に意味があると校長が考えているのなら、譲ゆずらないだろう。

　地横衡平はもうひとつ、ルーシー不破へ確認する。

「普通科の生徒が、自分たちから余よ所そに行きたいと言うのなら止めませんか？」

「ソレは、仕方ナイですネ」

　都つ合ごうによる転校や退学は、珍めずらしくない。




　久槻悠馬の不満は、新設された普通科のことだけではない。

「今年度から採さい用ようされた教員のことですが！」

　去年度まで確かな実績を残してきた優秀な教員が、どこの誰だれともわからない、名前ばかりが立りつ派ぱな者と、ごっそり入れ替えになっている。

「苦情は、授業を受けてカラ言いニ来てくだサイ。モットモット優秀な人と替えまショウ」

　微笑んでいるルーシー不破の綺き麗れいな目には、一点の曇くもりもなかった。

　久槻悠馬と地横衡平は目を見合わせる。見てくれだけが極ごく上じようで、中身はとんでもなくふざけているような校長だが、どうも一ひと筋すじ縄なわではいかないようだ。




「ソウですよネ？　理事長」

　言って、ちらりとルーシー不破は続き部屋の扉とびらを見つめる。




　続き部屋の扉を開け、理事長の常磐ときわ綱つな吉よしは校長室へ入ってきた。

「学習面における生徒の不満には、きちんと対処することを約束しましょう」

　入学式のときのように、校長が妙みようなことを言わないか、理事長は続き部屋になっている隣りん室しつで、久槻悠馬と地横衡平の話を聞いていたようだ。

　久槻悠馬たちと正面から対たい峙じできるように、常磐綱吉はルーシー不破の座る椅い子すのすぐ傍そばへ、控ひかえるように立つ。




　校長だけでなく理事長もそう言うのなら、教員の解かい雇こと新規採用については、信じてもいいだろう。

（成績を上げられる優秀な先生なら、誰だろうと、確かに文もん句くはない）

（問題があれば本気でクビにする気ですよね）

　ここは様子を見るのがいいか。




「────お二人とも、その言葉、忘れないでください……！」

　強い瞳ひとみで射いるように見つめ、久槻悠馬はルーシー不破と常磐綱吉へ背を向けた。地横衡平は、二人へ一礼する。

「失礼します」




　校長室を退出した久槻悠馬と地横衡平は、スマートフォンで帰き宅たくのための車を呼び、生徒用玄げん関かんへ向かう。

「校長に普通科を残す気があっても、出て行くのなら止めないそうだ」

「普通科の連中が、この学校から出て行きたくなれば、何の問題もありませんね」

　特進科の生徒がその気になれば、問題は簡単に解決するはずだ。
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　十五年前まで使われていた旧きゆう校こう舎しやは、昭和初期に建造された西洋建築の洋館で、大切に使われていたのがよくわかる建物だ。建築当初のデザインを損そこなわないよう、何度か改かい築ちくを繰くり返していたが、それにも限界がある。

　効こう率りつ的てきな学習を促そく進しんするため新校舎の建造が決定したとき、近きん隣りんからの保存を望む声で、旧校舎は地域の歴史的建造物に指定された。特とく徴ちよう的てきな時計台のある旧校舎は、映画やテレビドラマ、ＣＭの撮さつ影えいによく使われている。




「あ！　ここ、月９のドラマで見たことある！　判事大おお塚つか治なお人とと同じポーズするから、沖おき常つねくん、写真撮とって！」

「う、うん……！」

　沖常究きゆう美びはカメラをスタンバイさせたスマートフォンを受け取り、階段を三段ほど上がってポーズを決めた田た中なか真まことの写真を撮る。

「次、沖常くんも！」

「あ、えっと……」

　ポケットから自分のスマートフォンを出したものの、この春の最新機種をまだ使い慣れない沖常究美は、カメラの起動にまごついた。

「あ、いいからいいから！　僕のスマホで撮って、送ってあげる」

　休み時間は短いので、田中真は沖常究美にスマートフォンをしまわせて、まだカメラアプリが起動したままの自分のスマートフォンで沖常究美の写真を撮った。

　ミーハーなのは、田中真だけではない。

「ここ、ファッション雑誌でキミカちゃんが立ってたとこだ！」

「るんるん＆ミチャモもここで写真撮ってた～♡」

「俺、あっちでちょっと跳とぶから、連写して！」

　入学式翌よく日じつから、普通科では女子も男子もあちこちで撮影大会だ。構内は関係者以外立入禁止なので、撮影場所へ行くのが好きな人でも、ここへの聖せい地ち巡じゆん礼れいはできない。見せびらかしになってはいけないし、防ぼう犯はんの面からも、ＳＮＳなどのインターネット環かん境きようへの写真のアップは禁止だ。

　非公開を原則として、生徒が構内で写真を撮ることはかまわない。




　今年度から新設された普通科の生徒は、毎日が映画撮影のような気分で校舎を使っているが、設備はどこも古い。視し聴ちよう覚かく室しつやコンピューター実習室、理科実験室、家庭科調理室などの特別教室は旧校舎にないので、新校舎へ教室移動して授業を受ける。




「あ！　生徒手帳忘れた！」

　新校舎に繫つながる渡り廊ろう下かへの出口で、前を歩いていた仁に科しな渉わたるが声をあげて立ち止まり、田中真と沖常究美も足を止める。

「生徒手帳がないと、新校舎ダメなんじゃない？」

「……ダメだよね？」

　新校舎の出入り口はすべてチェックゲートとなっていて、生徒手帳のＩＣチップで出入りが管理されている。次の英語の授業で使うＣＡＬＬ教室の機器も、生徒手帳を持っていなければ利用者と認められず、起動しない。




「ど、どうしよう!?　田中くん、沖常くん」

　仁科渉は青くなる。相談された田中真たちも青くなる。

　旧校舎で過ごす分には何の支し障しようもないが、新校舎を利用するとなると、話は別だ。許可のない侵しん入にゆう者しやとして、駆かけつけた警けい備び員いんにつまみ出されるだろう。生徒だと主張しても、学習設備を利用するつもりもなく登校したことは事実だ。




「新校舎の来客用玄げん関かんにある受付に行って、網もう膜まく認にん証しようしてもらいなさい。今日一日有効の、利用証を発行してもらえるわ」

　後ろから来た女子四人グループにいたシャギーの入ったショートボブヘアの女子生徒、女子学級委員の相そう馬ま亜あ矢やが、仁科渉へ教えた。

「そ、そうか！　そんな裏技があったのか！」

「急ぎなさい。『遅ち刻こく』がつくわよ」

「ありがとう、委員長！　今日も皆みな、可か愛わいいね！」

　相馬亜矢たち女子に手を振り、仁科渉はバタバタと、新校舎の来客用玄関へ向かう。




　博はく秀しゆう館かん学がく院いん高校の授業の間の休きゆう憩けい時間は、昼休み以外毎回十分だ。この十分の間に教室を移動したり、授業の準備をしたり、色々な用事を済ませる。生徒が授業時間をフルに使えるよう、教師はチャイムが鳴ると同時に授業を始める。

　新校舎では出席を取らない。生徒手帳のＩＣチップが、教室への入退室をチェックするからだ。チャイムが鳴る前に教室へ入らなければ、遅刻と記き録ろくされる。五回の遅刻で、授業態度に問題アリの生徒となり、生徒指し導どう室しつへの呼び出しを食らう。

　どの席に誰がいるかも、教きよう卓たくにあるパネルへ表示されるため、新校舎では座席表が作られることもない。




　女子に対して分け隔へだてなく無む駄だに愛あい想そのいい仁科渉を見送って、田中真はほっとする。

「委員長、よく知ってたね」

「……生徒手帳のどこにも書いてなかったのに」

　沖常究美は本当に生徒手帳の隅すみから隅まで目を通したのだろう。その姿が想像できて、くすっと相馬亜矢は笑う。

「生徒手帳を忘れたらどうなるのかしらって、昨日きのう、帰る前に生徒指し導どうの橘たちばな先生に尋たずねたから知ってるのよ。裏技なんかじゃないわ。生徒手帳を四回忘れると、生徒指導室へ呼び出されるわよ。あとで仁科くんにも言っておいて」

　利用証を発行してもらえば大丈夫なのだと思ったら、大間違いだ。仁科渉はヘラヘラしたチャラ男おだが、相馬亜矢は大おお袈げ裟さな話をして、同級生を脅おどかすような生徒ではない。

「わかった。伝えておくよ。生徒手帳を忘れないよう、注意しよう、沖常くん」

「……うん」

　授業開始初日に、生徒手帳を忘れてきて利用証を発行してもらうことになった、うっかり小こ僧ぞうの仁科渉は、生徒指導室への呼び出し予備軍第一号だ。
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　学校のオフィシャルサイトへログインし、ログを残して調べなくても、どの学級の教室の掲示板にも時間割があるし、特別教室の扉横には利用学級を記き載さいした週間表がある。

　だが調べるまでもなく、普通科の者たちが新校舎のいつどこで授業を受けるのか、特進科の生徒たちにはわかった。




（騒そう々ぞうしいな……！）

（何がそんなに楽しいんだか）

　特別教室での授業を受けるため、教室移動で新しん校こう舎しやに入った普通科の生徒に気づくと、特進科の生徒たちは逃にげるように足を速めた。

　特進科の生徒は一人一人成績を管理され、伸ばしたいと希望した教科に重点を置いた時間割が組まれる。科目によっては、少人数や個人で授業を受けることもある。

　一時間目の前には早朝学習の時間があり、普通科が休みの土曜日にも授業がある。授業では毎回小テストが行われ、その日のうちに成績がわかる。

　コンクールやコンテスト、大会への出場を目指している生徒は補習もあり、授業はかなりきつい。




　教室のある旧きゆう校舎は古いので、普通科の生徒が校舎内を走り回ることはなく、新校舎を利用するときにも、乱らん暴ぼうにドタドタと歩くことはない。特進科にいるのは、それぞれにすごい生徒ばかりだとわかっているので、新校舎を利用するときには、ちょっと緊張して、よそ行きの顔だ。

　普通科の生徒は特に騒さわいでいるわけではないのだが、普通科の生徒のように、友人と仲よくお喋しやべりして、きゃっきゃうふふしながら楽しげに校内を移動する生徒など、特進科には皆かい無むだ。




『校長に普通科を他校へ送る気はない』

『普通科の生徒が、自分たちから余よ所そに行きたいと言うのなら、校長は止めない』




　特進科代表生徒である久く槻つき悠ゆう馬まは、入学式の日に聞いたルーシー不ふ破わ校長の言葉を、その日のうちに学園日報のトークアドレスで、特進科の生徒へ伝えていた。

　普通科の生徒を追い出すことに協力を、と久槻悠馬が言葉にしたわけではないが、彼の言いたいことは、皆みなへ正確に伝わっている。自分の勉強があるので、普通科の人間に関わるのは面倒くさいなと、誰だれもが思っていたが、実際に授業が始まり、普通科の生徒の姿を新校舎で見かけて、気持ちは変化してきた。

　目め障ざわりだ。

　正直、うっとうしい。




　特進科の生徒が、今しんどい思いをしているのは、着実に実力をつけるためだ。将来的に自分たちは勝ち組、努力は社会的地位へと反映されると頭でわかっていても、しんどいものはしんどい。

　博はく秀しゆう館かん学がく院いん高校の特進科は単位制で、生徒が授業を選せん択たくし、学校がそれを調整して各人に適した時間割を組む。何年何組に属していても、級友の誰かと一緒に行動できるような時間割ではない。誰もが自分の意志でハードな時間割にしていても、皆似たような思いで、必死に努力しているのだと思えば耐えられた。

　だが、普通科の生徒は違う。

　お気楽な様子で楽しそうに学校へ通っている普通科の生徒を見かけると、特進科の生徒はどうしてもイライラしてしまう。




「────ちょっと、君……！」

　向かいから来た、可か愛わいい系の小こ柄がらな男子生徒と喋りながら廊ろう下かを歩いてきた普通科の男子生徒と擦すれ違った際に、のほほんとしている（ように見えた）顔が何となく癇かんに障り、二年生の斉さい木き篤あつ弘ひろは声をかけた。




　普通科の生徒と特進科の生徒が会話することなどない。というか、特進科には一日、誰とも喋らない、無む駄だ話ばなしをする時間的余裕のない生徒さえいる。授業開始日から、戦いは始まっているのだ。

　普通科の生徒へ声をかけた斉木篤弘に驚いたが、特進科の生徒は自分の授業のほうが大事なので、気にはなってもそのまま教室へ向かう。普通科の生徒は、邪じや魔ましてはいけないとお喋りをやめて、角の見えない場所までそそくさと移動し、壁にへばりついて聞き耳を立てる。




　声をかけられた田た中なか真まことは、斉木篤弘に振り向く。

「去年『高校数学世界戦』に出た斉木さんですよね！」

　尊敬に溢あふれたキラキラ輝かがやく瞳ひとみで田中真から見つめられ、八やつ当あたりで声をかけた斉木篤弘は気け圧おされる。

「う、うん……」

　頷うなずいた斉木篤弘と興こう奮ふん気ぎ味みの田中真を、沖おき常つね究きゆう美びはきょとんと見つめる。

「沖常くん、斉木先輩って、数学の天才って言われてるすごい人だよ！　外国の人とも競えるくらい、めちゃくちゃ頭いいんだ！」

「そう、なんだ」

　田中真に教えられた沖常究美も、尊敬の眼まな差ざしに変わった。

（うっ……！）

　純じゆん朴ぼくな普通の下級生の素す直なおな尊敬の眼差しが、斉木篤弘には眩まぶしい。

　高校一年生で『高校数学世界戦』に出場した斉木篤弘は、確かに数学では突出していたが、全教科の総合成績ではランキングが下がる。頭のいい子たちには、どちらかというと妬ねたまれていたので、こんなに開けっ広ぴろげな称しよう賛さんを、学内で受けるとは思ってなかった。




「あ、あの、僕に何か？」

　どんな用事で声をかけられたのだろうかと、田中真は期待に満ちた目で斉木篤弘を見つめる。

（僕に何か、できることがあるのかな！）

「……っ！」

　顔が引きつるのを感じながら、斉木篤弘は微笑ほほえむ。

　くだらないことを喋りながら間抜け面づら晒さらして歩くな、などとは、とても言えない。

「制服の襟えりの後ろが、少し曲まがってるよ」

　斉木篤弘は適当なことを言って手を伸ばし、田中真の制服の襟を直す（ふりをする）。

「ありがとうございます！」

　田中真は感激しながら礼を言い、斉木篤弘へ大きくお辞じ儀ぎをした。田中真を真ま似ねして、沖常究美も斉木篤弘へお辞儀をする。襟を直した（ふりをした）くらいで大おお袈げ裟さに感謝されて、斉木篤弘は内心たじろいだが、動どう揺ようを何とか隠かくしきって、平静を保つ。

「じゃあ、勉強がんばってね」

「はいっ！」

　元気に返事をする田中真から逃にげるように、斉木篤弘は足早に次の授業の教室へ向かった。




「斉木先輩、いい人だ！」

「いい人、だね」

　どこらへんがどういい人なのか、沖常究美にはよくわからないが、田中真が感激しているので、合わせておく。

「今日は僕、六時間目の数学、ものすごくできる気がする！」

「できるよ！」

　服装を直してもらったくらいで数学ができるようになるなんて、まったく気のせいだ。

　嬉うれしそうに沖常究美と話している田中真の声を背中で聞き、斉木篤弘は耳まで赤くなった。

（僕にはそんな御ご利り益やくなんてないから！）

　馬ば鹿かな子ほど可愛いという言葉の意味が、わかったような気がした。




　学校の居い心地ごこちを悪くして、普通科の生徒を出て行きたい気分にさせることは、斉木篤弘のように顔や名前を知られている生徒には難しい。逆さか恨うらみだったとしても、悪い評判が立ちそうなことは、できれば避さけたい。

　普通科の連中が学校で気楽に勉強している姿を見るのは煩わずらわしいし、集中力を欠かく要よう因いんになるし、やる気が削そがれる。しかし、一般人の反応で憧あこがれられたり、無む邪じや気きに応おう援えんされたりしてしまうと、冷れい淡たんに接することなんて、とてもできない。




　目障りだが、普通科の生徒に悪気はまったくない。そうわかっていても、特進科の生徒のストレスは溜たまる。




　昼休み、生徒会から意見を求められた久槻悠馬は、生徒会室の隣にある『生徒会準備室』とドアプレートのついた特別執しつ務む室しつで、意見箱のメールボックスへ送られたメッセージをチェックし、溜め息をついた。

　授業開始直後から、特進科の生徒が書いた普通科への苦情メールが続々と届いている。きっとまだまだ増え続けるだろう。




　地ち横よこ衡こう平へいは執しつ事じのように優ゆう雅がな手つきで、久槻悠馬へ紅茶を淹いれる。

「普通科の生徒には、自分たちが特進科の生徒の邪魔をしているのだと、しっかりわからせなければいけないのではありませんか？」

「────この学校は、普通科の生徒には場違いだ」

　充じゆう実じつした設備は、使うべき者のためにある。価値のわからない者には、もったいなさすぎる。




「ここは『実力行使』しかないかと思いますが？」

「来週の体育の合同授業、だな」

　男女に分かれる体育の授業は、人数の都つ合ごうで、普通科と特進科の合同クラスで行われる。今週の体育の時間は内科検けん診しんや身体測定、スポーツテストにあてられたので、効こう率りつよく行うためにそれぞれの校舎で別行動となったが、来週からは一緒に授業を受ける。




　文武両道を謳うたう博秀館学院高校には、勉強と運動、両方に優すぐれた生徒が入学している。普通科が新設されたとはいえ、今年の特進科の一年生のレベルも、これまでと変わらない。

　将来、プロの競きよう技ぎ者しやを目指す者や、強化選手となっている者は、特別カリキュラムを組んでいて、他の生徒と一緒に体育の授業を受けることはない。だがスポーツに秀ひいでた生徒でなくても、博秀館学院高校の特進科の生徒は、けっして普通の生徒ではない。




「見せてやろうじゃないか！　我々特進科が、いかなる生徒の集まりであるかを！　そして思い知るがいい！」

　特進科の生徒には当たり前の調子で、普通科の生徒へプレッシャーをかけることなんて簡単だ。




　まずは、身体からだに教えよう────！
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　博はく秀しゆう館かん学がく院いん高校の体育の授業では、各種スポーツをひととおり体験し、それぞれの特とく徴ちようを学ぶ。ルールを覚え、実際に試合形式で進めていくものもある。

　今日の三時間目の体育の授業は、男子はグラウンドで野球、女子は体育館でバスケットボールだった。




「野球かぁ。小学校の授業で二回やったかな。沖おき常つねくんは？」

　田た中なか真まことに尋たずねられた沖常究きゆう美びは、何のことかわからないが、とにかく真ま似ねする。

「……ボクも、二回くらい、かな。小学校のとき……！」

「田中くんと沖常くんもかー！　みんな、そんな感じだよね！」

　田中真の向こうで着替えていた桑くわ島しま一かず成なりが言うと、他の生徒たちも口々に言った。

「野球よりサッカーだろ」

「公園じゃ、キャッチボールも禁止だもんな」

　野球をするには、広い場所が必要で、グローブなどの備品もさることながら、場所や人数の確保が難しい。小さな子供も遊ぶ公園では、ボールが飛んでくると危険だからと、禁止しているところも多い。




（あ、沖常くん、体たい操そう服ふくも大きい……）

　沖常究美は制服だけでなく、体操服も大きめだった。ジャージの袖そでとズボンの裾すそを折り返しているが、そこのところに田中真たちはツッコまないでおく。




「皆みな、着替えたら、貴重品持ってきてー」

　爽さわやか系刈かり上げくんの体育委員の牧まき村むら巧たくみが、窓を施せ錠じようしながら声をかけた。

　全員が着替え終わったら、ロッカールームには鍵かぎを掛け、誰だれも入れないようにする。財さい布ふやスマートフォンなどの貴重品は、体育委員が集めて貴重品袋へ入れ、皆の目の届く場所へ置くことになっている。

「貴重品預あずけた奴やつから、組長についてって、隣の体育倉庫からグローブ持ってけー」

　授業で使う道具を持って、グラウンドへ集合だ。

　使い慣れた道具を家から持ってきてもいいのだが、学校の備品を使おうと考えて、誰もグローブを持ってこなかった。




（鏑かぶら木ぎくん、今日も沖常くんのこと見てる）

　貴重品を預けた田中真は、学級委員の浅あさ倉くら隼はや人とが鍵を開けた体育倉庫で、沖常究美と一緒にグローブを選びながら、沖常究美へ向けられている鏑木雅まさ也やの視線を感じる。

　あの入学式の日、ホームルームのときから、ずっとだ。何かされそうで怖い。

（沖常くんを一人にしないように気をつけなくちゃ）

「（田中くん、僕も見てるから）」

　体育倉庫の扉とびらのところにいた浅倉隼人は、沖常究美と体育倉庫を出ながら背後にいるだろう鏑木雅也を気にしている田中真へ、擦すれ違いざまに小さな声でそう言った。

（浅倉くんも気づいてたんだ）

　沖常究美へ向ける鏑木雅也の視線に気づいているのが、自分一人ではなかったとわかり、田中真は心強い。




　特進科の生徒が新しん校こう舎しやで使っているロッカーは、生徒手帳を中にしまっても、体育のときに履くシューズにあるＩＣチップと連動して、近づくと開錠し、離れると施錠する。

　キーシステムは厳げん重じゆうで、個人のロッカーを開けられるのは利用者だけなので、貴重品袋で集める必要はない。体育の授業で必要な道具も、用務員が揃そろえて、終われば片づけてくれることになっている。

　今日は授業で野球をするので、グラウンドには塁るいが置かれ、ボールとグローブなどがすでに運ばれている。




　グラウンドで体育の授業を受けるとき、特進科の生徒は、新校舎の外へ出た時間で出席をチェックされる。グラウンドに整列して授業を受けられる状態で、授業開始時間を迎えなければいけない。

「────やっと出てきたか。のろまどもめ」

　久く槻つき悠ゆう馬まは旧きゆう校舎の生徒用玄げん関かんに見えた人影へ、ふんと鼻を鳴らす。普通科の生徒たちは、外に出てくる様子さえ緊張感がなく、きびきびとしている特進科の生徒とは大違いだ。

「比くらべること自体、間違ってますよ」

　地ち横よこ衡こう平へいは辛しん辣らつに言い切る。

　特進科と普通科は、生徒募集の際の偏へん差さ値ちから違う。はっきりと優ゆう劣れつの差があるので、比ひ較かくしては可か哀わい相そうというものだ。久槻悠馬と地横衡平の言葉を聞き、特進科の生徒はくすくすと笑った。

　久槻悠馬は、グラウンドの監かん視し用ようカメラをちらりと見る。

（さぁ、恥はじを晒さらすがいい！）

　録ろく画がされた体育の授業の映像は、生徒会準備室のパソコンへコピーされることになっている。普通科の生徒たちの醜しゆう態たいを見れば、特進科の生徒たちの溜りゆう飲いんも下がるだろう。




　新校舎では容よう赦しやなく遅刻がつくし、先生もチャイムと同時に授業を始めるので、普通科の生徒も時間前行動するように習慣づいてきたのだが、特進科の生徒に比くらべると緩ゆるい。

「わ、特進科、もう並んでる！」

　生徒用玄関を出た田中真は、もうチャイムが鳴ったのだろうかと時計台を見上げたが、まだ休み時間だ。グラウンドにいるのは、特進科の生徒だけではない。

「あれ、長は谷せ川がわ先生と……？」

　体育教官の長谷川繁しげ樹きは、元体操選手のボディビルダーで綺き麗れいな逆三角形の体型なので、遠くからでもわかる。もう一人、教員用のジャージを着た、ひょろりとした大人おとながいるようなのだが。

　ジャージ姿のその大人を、牧村巧は見分けた。

「来くる栖す先生もいるじゃん！」

「え？　あれ、来栖先生？」

　スーツに白衣の印いん象しようが強くて、誰だれだかわからなかった田中真は、あらためて見直す。

（本当に来栖先生だ）

　かっちりしたスーツでなくジャージだと、穏おだやかな来栖先生は、へなちょこ度アップだ。

「普通科、急げー！」

　牧村巧に急せかされて、田中真たちは駆かけ足でグラウンドへ向かう。




　体育は体育教官の長谷川先生に、副担任として来栖先生が加わる。

　バタバタと駆け足して、田中真たちが整列したところで、チャイムが鳴った。

「グラウンド五周して、サーキットトレーニング！　始め！」

　キラリ白い歯が輝かがやくような爽やか系スポーツマン、長谷川先生の声で、特進科の生徒たちは整然とランニングを始めた。

　まずは身体からだを動かして、温あたためるところから。

（うわ、速っ……！）

　グローブを置き、特進科の生徒を追いかけて走りだそうとした田中真たちを、来栖先生がそっと制する。

「君たちには君たちのペースがあります。飛ばしすぎないようにしてください」

　体育は合同授業だが、明らかにレベルが違うので、教員が二人ついているのだ。

「今日の体育は、これまで喋しやべったことのない人にも、積極的に声をかけていくものにしましょう」




　他の授業と同じように、段ボールに入ったままグラウンドへ移動した瀬せ戸と隆たか弘ひろも、最さい後こう尾びについてランニングに加わる。




　普通科の生徒を追いかけて、滑すべるように移動する段ボール箱を、特進科の生徒は怪け訝げんな目で見つめる。

（そういえば、校舎でときどきあの段ボールを見かけていた……）

　新しい機材の搬はん入にゆう用ようかなと思っていたのだが、どうやら違うようだ。あの段ボール箱には、自動追尾装置でもついているのだろうか。

「……あれは、何だ？」

　恐おそる恐おそる尋たずねた久槻悠馬へ、地横衡平は答えた。

「普通科の生徒です。新手の『引きこもり』らしいです」

　家の外へ出て、高校に通っているのだから、引きこもりレベルは軽いのか。

「……」

　闇やみを抱かかえている生徒っぽいので、久槻悠馬は関わらないようにしようと思った。




　普通科の生徒は、三周目で特進科の生徒に追い抜かれ、周回遅れになった。

「同い年だけど、やっぱり違うなぁ。────沖常くん、大丈夫？」

　走りながら、田中真は沖常究美を気き遣づかう。

　一番小こ柄がらな沖常究美は、見るからに体力がなさそうなので心配したのだが。

「うん」

　沖常究美は笑顔で返事をしてから、尋ねた田中真や他の者たちの様子に気づき、ぎくりとする。

（しまった……！　人間はこの程度で『運動した』という感じになっていくのか！）

　人間は沖常究美が思っていたよりも、ずっと体力がない……！

　急に疲れるのも変なので、どこから疲れを演じはじめようかと、必死で考えていた沖常究美へ、にこりと田中真は微笑ほほえんだ。

「沖常くんは、山育ちだから、体力あるんだね。すごいなぁ」




　入学式の翌よく日じつに、田中真から誘われてトークのアドレスを交こう換かんする際、出身中学校を尋ねられた沖常究美は、妖よう怪かいなので通ってませんでしたとは言えず、『山の上から来た』と言葉を濁にごした。沖おき常つね山やまに棲すんでいる妖怪なのだから、噓うそではない。

　県内でも、このあたりは都会だ。田舎いなかっぽい場所から出てきたなら、コンプレックスを刺し激げきされる。思春期真まっ只ただ中なかで、恥はずかしい盛さかりなのだ。赤くなって俯うつむいて、話せないこともあるだろう。話したくないことを聞きだそうとするのは、よろしくない。

　アンテナが立たない場所にいたなら、スマートフォンが真新しく、扱あつかいに慣れていなくても当然だ。沖常究美にとって、とても都つ合ごうのいい誤ご解かいである。




　同じように生活していても、勾こう配ばいのある地形で暮らしている者のほうが、運動量が多くなり、基き礎そ体力がつく。トレーニングをしなくても、生活環かん境きようで自然と鍛きたえられる。

　そして初対面のときの沖常究美は、とても身軽だった。先週のスポーツテストの結果は、田中真と同じようなものだったが、運動神経はいいはずだ。




　先にランニングを終えた特進科の生徒は、さくさくとサーキットトレーニングをこなし、柔じゆう軟なんをし、キャッチボールを行った。守しゆ備びとバッティングの練習が終わったところで、やっと普通科の生徒のキャッチボールが終わる。

　普通科の生徒のウォーミングアップが終わるのを待ち、長谷川先生はグラウンドにいる全員に聞こえる声で言った。

「特進科と普通科で、試合をしてみよう！　体育委員、先攻後攻を決めてくれ！」

　こっちへ来いと長谷川先生に手て招まねきされ、体育委員たちがジャンケンをした。牧村巧がガッツポーズをする。

「────普通科の先攻ー！」




「ジャ、ジャンケンで勝つ確かく率りつは、三分の一だ！　こんなものは実力ではない！」

　普通科の生徒へ聞こえないよう背を向けて、実力にカウントするものではないと久槻悠馬は一いつ蹴しゆうし、特進科の生徒は頷うなずいた。

　プロテクターとレガースをつけ、キャッチャーの準備をしながら、地横衡平は微笑ほほえむ。

「完かん封ぷうしてやれば、問題ないですよ」

　久槻悠馬は守備につかず、チームコーチだ。




　今日の体育では野球をすると知らされていたので、特進科の生徒は、誰がどの守備につくのか、ポジションを決めていたようだが、普通科の生徒は何も決めていなかった。

「ジャンケンで打順決めるぞー。勝ち抜けた奴から、一番バッターな！」

　牧村巧が掛け声をかけて、全員でジャンケンだ。段ボールの瀬戸はドローンにジャンケンカードをつけて、ジャンケンに参加する。




　一回目でいきなり、田中真は勝ち抜けてしまった。

「うわ、一番だ。いつも真ん中くらいなのに」

　信じられないと目を丸くする田中真を、牧村巧は笑う。

「そういうこともあるって」

　グラウンドで投球練習をしている特進科のピッチャーは、明らかに野球経験者だった。

（あー、駄だ目めだよ。これ）

　田中真は投球練習を見ただけで、打てないなと観念する。

　博秀館学院高校には野球部がないので、甲こう子し園えんを目指すような野球少年は進学しないが、甲子園へ行かないと決めたスポーツ少年は特進科にゴロゴロいる。今投げているのは、まさしくそんな感じの生徒だ。










[image: ]




（さくっと恥はじかいてこよう）

「一番バッター、行ってきまーす」

　溜ため息いきをつきながらバットを持つ田た中なか真まことの頭へ、学級委員の浅あさ倉くら隼はや人とがヘルメットを被かぶせる。

「大丈夫。皆みな同じだから。思いきり振ってくればいいよ」

　打てなくても、誰だれも責めない。がっかりしない。




　長は谷せ川がわ先生はキャッチャーの後ろに立って主しゆ審しん、来くる栖す先生は一いち塁るいの側で副審となって、試合開始だ。




「田中ー、がんばれー！」

「……がんばれー……！」

「思いっきり行けー！」

　牧まき村むら巧たくみや沖おき常つね究きゆう美び、普通科生徒の声せい援えんを受けて、田中真はバットを握にぎる。

（最初から諦あきらめてちゃ、いけないよね……！）

　一番バッターだ。後に続く皆みなに、ピッチャーの投げるボールを見せるだけでも、バッターボックスに立つ意味がある。




「みんな、スポーツテスト平均点の田中くんをよーく見ておくように！」

「田中でどのくらい行けるかなー」

「ピッチャーの球見せてもらえるから、まだ俺らのが有利だけどさ」

　応おう援えんしながら、普通科の生徒たちは田中真を参考にシミュレーションだ。

（人間も田中くんをお手本にするのか……！）

　田中真たちと話を合わせたために、野球初体験とは言えず、見み様よう見み真ま似ねで身体からだを動かしていた沖常究美は、一緒に田中真のバッティングを見つめる。




　一球目。ストライク。

（速っ……！）

　完全に振り遅れた。田中真はバットを少し短めに持つ。

（……うちの中学の野球部のピッチャーより速いよ）




　二球目。ストライク。

（さっきとまったく同じ球だった……！）

　わかっても、打てない。




　三球目。ストライク。

（やっぱりコース変えてくるよねー！）

　三球とも同じ球というサービスは、さすがになかった。結果は見事な三さん振しんだ。




　打てなくても当然。手抜きしない田中真の挑ちよう戦せんを見られたのは貴き重ちようだ。

「田中ー、ナイスバッティング！」

　普通科の皆は、一番バッターを終えて戻ってくる田中真へ、温あたたかい拍はく手しゆを送る。いいとこなしの田中真は、ナイスと言われて苦笑した。

「甲こう子し園えんに行くチームのピッチャーとの対戦気分だったよ」

「あぁ、それいいなぁ！」

「終わるまでに一点でも入れられたら、奇き跡せきかもなー！」

　はははと普通科の生徒は笑う。




　三振したバッターを囲かこんで、朗ほがらかに笑える普通科に、特進科は立りつ腹ぷくする。

　不ふ機き嫌げんそうに腕うで組くみをした久く槻つき悠ゆう馬まは、ピッチャーへ言う。

「今の調子で！」

　でも、ちょっと手が滑すべって、バッターへ危ないボールが飛ぶこともあるかもしれない。

　地ち横よこ衡こう平へいのサインを見たピッチャーは、投げ渡されたボールをキャッチして、薄く笑う。

（二番バッターには、ぶつかりそうに見えるボールを投げて脅おどかして────）

　ここでちょっとびびらせてやろうと、バッターボックスに入った普通科の生徒を見たピッチャーは、顔を引きつらせた。

（……不良だ）




「か、鏑かぶら木ぎくーん、がんばれー……！」

「がんばれー……！」

　応援しないのも奇き妙みようなので、普通科は極きよく力りよくさっきと同じように声援を送る。




　二番バッター、鏑木雅まさ也や。髪かみを脱だつ色しよくしていて、目つきが怖い。背が高く体格がよくて強そうで、そこにいるだけなのに、威い圧あつ感かんがハンパない。ジャージのジッパーの開き具合が、いかにもワルそう。

　そして、絶対ぶつけたくない相手に限って、ボールがすっぽ抜けて飛んでいくものだ。




　ドスッ！

「デッドボール！」

　ぐらっと鏑木雅也は姿勢を崩くずした。

（ひいいっ……！）

　普通科の生徒は、鏑木雅也の尻しりにボールが当たった瞬しゆん間かん、ピッチャーと一緒に身を縮ませた。頭への危険球ではないが、硬こう球きゆうが当たるとかなり痛い。ボール型の痣あざになる。

　ピッチャーはすぐに謝意を示して、鏑木雅也へ頭を下げたけれど。

（絶対、ただじゃすまないよね……）

　ピッチャーと鏑木雅也から、田中真たちは目を逸そらす。

　今は授業中で、先生も見ているから手を出してはこないだろうが、後で、先生が見ていないところで、絶対来る、やられる……っ！




「大丈夫ですか？　鏑木くーん。保健委員の村むら崎さきくーん、鏑木くんと一緒に保健室へ行ってくださーい」

　一塁の近くにいた来栖先生は、鏑木雅也を心配して、保健室へ行くよう声をかける。

「代走、行きまっす！」

　挙手してフットワークも軽く、仁に科しな渉わたるが一塁へ走った。

　三番バッターの沖常究美は、バッターを交代するため、バットを置いてバッターボックスから出てきた鏑木雅也へ近づく。




（お、沖常くんっ！）

　毎日睨にらまれ続けているのに、まったく危き機き感かんなく鏑木雅也へ近づく沖常究美を見て、田中真や浅倉隼人は緊張する。前後の座席である旧きゆう校こう舎しやの教室で、沖常究美が鏑木雅也から何かされたことはまだないし、授業中だから滅めつ多たなことにはならないと思うのだが……。




　沖常究美は向かいから来た鏑木雅也を見上げる。

「……大丈夫？」

「……」

　鏑木雅也は答えることなく沖常究美と擦すれ違い、男子保健委員の村崎陽はる大とに付き添われて保健室へ向かう。

（村崎くん、ファイト……！）

　田中真は心の中で、保健委員を応援する。

　田中真たちの目には、村崎陽大が不良に校舎裏へ連れて行かれる、可か哀わい相そうな男子のように見えた。

　数時間後の我わが身を見るようで、鏑木雅也へデッドボールしたピッチャーは蒼白になったが、小こ柄がらな生徒がバッターボックスに入って、少し気持ちを落ち着かせる。

（素しろ人うとだ）

　見るからに、初心者。一番バッターだった田中真より、もっと酷ひどい感じだ。体たい操そう服ふくのサイズも合っていない。これなら、ちょろい。
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　沖おき常つね究きゆう美びは生まれて初めてバットを握にぎり、見み様よう見み真ま似ねで構える。

（さっきの田た中なかくんみたいに、この棒ぼう切きれを振る……）

　田中真まことが見せてくれたお手本どおりに、球が飛んできたらバットを振るのだ。

（軽く……軽ーく……）

　人間に化けて妖よう力りよくを封ふうじていても、沖常究美は非力ではない。

　一いつ生しよう懸けん命めいに見えるような格かつ好こうで、バットを振────。




　スイングと同時に、大きすぎたヘルメットがずるっと動いて、沖常究美の視界を遮さえぎる。




　カーン！




（あ）

　快音が響ひびき、ボールはピッチャーの遙はるか頭上を越えていった。

　見えていないのに、いや、見えなかったから、バットに当たってしまったようだ。

（田中くんの真似をするのは、何て難しいんだ……！）

　大きいヘルメットの下で、沖常究美は自分の不ふ甲が斐いなさを憂うれえ、途方に暮れる。




　ピッチャーは現実が受け入れられないのか、投球終了の格好のまま固まっていた。




「ホームラン！」




「沖常くん、すごいすごい！」

「すっげ！」

「マジですか！」

　小さな身体からだで豪ごう快かいなホームランを打った沖常究美に、田中真たちは大喜びだ。

「やっりぃ！」

　代走で塁るいに出ただけで何もしていないのに、仁に科しな渉わたるは誇ほこらしげに片かた腕うでを上げて、揚よう々ようと二塁へと走る。呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしている（ように見える）沖常究美へ、田中真は言う。

「沖常くん、仁科くんみたいに、塁を回って！」

「う、うん……」

「バットは置いて、置いて！」

　バットを持ったまま走りだそうとした沖常究美は、田中真に教えられて、慌あわててバットを置き、一塁へ向かう。

　一塁の近くで副ふく審しんをしていた来くる栖す先生が、走ってきた沖常究美へ教える。

「塁を踏ふむのを忘れないようにして、順番に全部の塁を回ってくださいね」




（これでもよかった、みたいだな……）

　田中真の真似をし損そこねたのだが、人間が喜んでいるので、沖常究美は安あん堵どした。




　普通科、二点先取。




「まさか……」

　久く槻つき悠ゆう馬まは呆然とする。

　誰だれでも失敗することはあるので、デッドボールは、まぁ仕方ないとしても、へなちょこっぽい小こ柄がらな生徒に、あんな見事なホームランを打たれるとは思ってもいなかった。




　だが、悪あく夢むのような展開は続く。




　次のバッターは、段ボールだった。

「……」

　ピッチャーは縋すがるような目で、キャッチャーの地ち横よこ衡こう平へいとコーチの久槻悠馬を見る。二人は思わず目を逸そらした。




「あ！　ダメダメ！　瀬せ戸とくん！」

　バッターボックスに入りかけた段ボールに駆かけ寄る田中真を見て、浅あさ倉くら隼はや人とは頷うなずく。

「田中くんは常識人だからね」

「あー……まぁ、ねぇ？」

　牧まき村むら巧たくみは浅倉隼人へ頷うなずく。

　グラウンドを走るぐらいなら、段ボールでもアリかもしれないが、野球はさすがに。




　田中真は段ボールへ、にこっと笑った。

「野球じゃ、バット以外でボールを打っちゃいけないんだ。はい、これ！」

　笑顔で、田中真は段ボールに金属バットを差しだし、押しつけた。




　ルール厳げん守しゆである。




　段ボールへ金属バットを押しつける田中真を見て、ほーと沖常究美は感心する。

（……そうなんだ）

（そうだけど！）

　浅倉隼人たちは、軽い頭痛に襲おそわれる。確かに、間違ってはいないのだが────！



















　押しつけられたところで、どうなるだろうと思って見ていた金属バットは、田中真が手を放した後も、そのまま段ボールの側面へくっついていた。

　バットの側面には『普通科・段ボール用』とシールがあった。田中真は一番バッターとしてバットを選んだときに、これに気づいたようだ。専用なら、ぜひ使わなくては！

「がんばってね！」

　田中真の声せい援えんを受け、段ボールはバッターボックスに入る。

　田中真が声援を送ったので、普通科の生徒も慌あわてて声援を送る。

「が、がんばれー……！」

「思いっきり振ってけー」




　段ボールの側面で横向きになっていた金属バットが、垂すい直ちよくになる。

「……長は谷せ川がわ先生」

　キャッチャーとして、間近でこの状じよう況きようを見ていた地横衡平は、背後に立つ長谷川先生を見上げる。

「プレイ！」

　白い歯を輝かがやかせ、爽さわやかに長谷川先生は声をかけた。

（あぁ、もう！）

　半なかば自や棄けになって、ピッチャーはボールを投げた。自棄だろうが、コントロールのいい速球は、さすが特進科の生徒だ。




　バットを垂直から水平へと変え、ぐるんと段ボールが物もの凄すごい速さでピッチャーのほうを向く。

（なっ!?）

　キャッチャーの地横衡平は、目の前に立ちはだかった段ボールに、ぎょっとした。何も見えない！




　カキン！




　水平スイング（？）した段ボールのバットの芯しんに、ボールが当たった。

「うわっ！」

　素す晴ばらしい反はん射しや神経で逃にげたピッチャーの横を、恐おそろしい速さのボールが飛び抜ける。




「やった！」

「うわー……！」

「ピッチャーライナーだ！」

「すげー！」

　田中真たちは目を瞠みはり、そして大喜びだ。段ボールくん、底知れない！

「瀬戸！　走れ走れ！」




　ボールは二塁を守っていた生徒に捕とられたが、段ボールは一塁へ出塁した。




　段ボールでピッチャーライナー。どんな仕掛けであんなことができるのか、久槻悠馬は不可解だ。そしてそもそも、許されることなのか。

「長谷川先生、今のは……！」

「教育現場にイレギュラーはつきものだ！」

　白い歯を輝かせて爽やかに微笑みながらサムズアップし、長谷川先生は授業を続ける。

『わたしがルールブックだ！』

　長谷川先生の声で、幻げん聴ちようを聞いた気がした。




　あれでいいのかという意見はもっともだが、公式試合ではないのだし、段ボール生徒の瀬戸隆たか弘ひろの場合、ちょっとぐらい大目に見てやる寛かん大だいさが、教員にも生徒にも必要だ。




　次のバッターは、体育委員の牧村巧だ。

「『伊い知ち郎ろう』やるぜ！　俺のことは、『ミラクル刈かり上げ』と呼んでくれ！」

　大リーガーになりきってポーズを真似る牧村巧を見て、田中真たち普通科の生徒は爆ばく笑しようし、特進科の生徒は冷笑する。

　特進科で運動の得意な生徒は、中学校が違っても、運動の得意な生徒の名前をどこかで耳にすることがある。だが、牧村巧なんて、誰だれも聞いたことがない。
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「……何なんだ、あの連中は……！」

　生徒会準備室の執しつ務む机づくえで、久く槻つき悠ゆう馬まは頭を抱かかえた。




　あの後、牧まき村むら巧たくみは本当に伊い知ち郎ろうのような素す晴ばらしいバッティングでヒットを決めて、二に塁るい打だ、段ボールはホームインした。相あい次つぐ衝しよう撃げきに、ピッチャーは心が折れ、交代になった。普通科のその次のバッターは、まともなヒットを飛ばせなかったが、悪送球のタイミングを利用して、足の速い牧村巧はホームインした。

　一回表で四点も取られるなんて、誰だれも思っていなかった。




「たまたま、ですよ」

　地ち横よこ衡こう平へいは久槻悠馬へお茶を出す。

「あぁ、『たまたま』だ！　まぐれだ！　それ以外ありえない……！」




　普通科に点を取られたのは、あの一回表だけだ。

　今日の野球の授業は、親しん睦ぼく試合だ。全員がバッターボックスに立てるように、長は谷せ川がわ先生は特進科の攻こう撃げき回かいを強制終了して、さくさくと試合を進めた。コールドゲームにしなかっただけで、結果としては特進科の圧勝だ。

　小こ柄がらなホームランバッター沖おき常つね究きゆう美びは、次の打順では、すかっと三さん振しんした。段ボール生徒は、打順をパスした。

　大リーガーのようなバッティングで、強打者に違いないと思って警けい戒かいした牧村巧は、もう一度同じように真ま似ねをしたが、まったくの不発に終わった。まさしく『ミラクル刈かり上げ』。奇き跡せきの人と自称するだけのことはある。いつでも安定して素晴らしいプレイができるわけではないので、名前を聞いたことがなくて、当然だ。




　普通科とは格が違うのだと、特進科の生徒の優ゆう越えつ感かんを刺し激げきするため、体育の合同授業が行われるグラウンドの様子を撮ったものを見られるようにしたのだが────。




『特進科代表生徒の久槻悠馬が、普通科との合同体育の野球で初回に四点取られた』

　校内ＳＮＳで速報となったこの一文に、特進科の生徒のテンションは一気に下か降こうした。




　速報を知っていても、授業の様子を最後まで見れば、試合は特進科の圧勝で、当然の結果だとわかるのだが、一回途中で交代したピッチャーと同じく、一回表の普通科の攻撃で、特進科の生徒の心は折れた。録ろく画がを最後まで見られた者は、ほとんどいない。

　特進科が圧勝したのだと結果を聞いたところで、あの一回表の普通科の攻撃が衝撃的すぎて、頭に入ってこない。

　得点だけを記しるした表を見れば、特進科は一回の攻撃ごとに三点ずつ入れ、時間切れで七回で終わったことがわかるのだが、特進科の立ち上がりが悪かろうがビギナーズラックだろうが、とにかく、普通科の生徒が四点も得点したことは、大きな衝撃だった。

　スポーツ専せん攻こうの一年生クラスが、普通科と合同体育をするわけにいかないのは、理り屈くつとしてわかるのだが────。




『まったくのまぐれで、四点も入れられるとは思えない』

『相手が普通科だからって、なめてかかって、痛い目に遭あってる』

　そう言われても、言い返せない。




『偉えらそうなことを言ってるくせに、この態ざまか』

『特進科代表生徒、たいしたことない』

　久槻悠馬が政治家の子し息そくだと知っているので、陰かげ口ぐちであっても誰だれも口に出さないし、どこかに書き込んで証しよう拠こを残すようなこともしないが、心の中でそう思っているだろうと、わかる……！




　昼休みには、特進科の生徒全員に、体育の合同授業の結果を知られている。

　特進科の生徒の視線に晒さらされることを嫌いやがって、その日、久槻悠馬は食堂での食事をキャンセルし、生徒会準備室で昼食をとることにした。地横衡平は久槻悠馬の屋や敷しきへ連絡し、弁当を届けてもらって、一緒に生徒会準備室のソファで昼食をとる。

「食堂は今週いっぱいキャンセルしました」

「あぁ。ありがとう……！」

　すべて手配してくれた地横衡平へ、久槻悠馬は礼を言う。




（屈くつ辱じよくだ屈辱……！）

　思い出すたび、腹が立つ。

（僕一人が普通科に負けたみたいじゃないか！）




「普通科と言うが、あの連中が『普通』か!?　特にあの段ボール！」

　生徒会準備室は防ぼう音おんで、向かいには地横衡平しかいないので、久槻悠馬は盛せい大だいに愚ぐ痴ちる。

「……高校を受験して、登校してますから、家に引きこもるのをやめて、社会復帰しようとしている姿勢は、評価してしかるべきかと……」

『普通』に辿たどり着く、手前？

「わかってるさ、そんなこと！」

　地横衡平に言われるまでもないと、怒りながら久槻悠馬は昼食をとる。地横衡平はお茶を淹いれ、久槻悠馬の口の端はしにちょっとついた玉子焼きのかけらを、ナプキンでそっと拭ぬぐった。




　異様なのは、段ボール生徒本人も自覚しているだろう。一目でわかるので、教員は彼をことさら特別扱あつかいせず、刺し激げきしないように気をつけているし、普通科の生徒は気にしないふりをしている。

　そして、自分のことでほぼいっぱいいっぱいの特進科は、ちょっと変わった生徒へ関心を向ける余裕なんてない。ときおり新しん校こう舎しやで見かける、あの大きな段ボールに普通科の生徒が入っているとわかっても、全力でスルーだ。




　体育館二階へ向かった久槻悠馬は、体育教官室に乗り込み、抗こう議ぎした。

「普通科との合同体育なんてやめましょう！」

「それは、どうしてかな？」

　爽さわやかに長谷川先生に尋たずねられ、久槻悠馬は憤ふん慨がいした。

「レベルが違うからに決まっているじゃないですか！」

「普通科との野球の試合は、あまりいい授業だったとは思えないのですが」

　長谷川先生が特進科の攻撃回を強制終了したから、普通科の打順が回ったのだ。

　冷静に言う地横衡平と、怒っている久槻悠馬を見て、長谷川先生は豪ごう快かいに笑う。

「確かに、試合としては成り立っていなかっただろう！　だが、普通科の生徒とともに授業を受けることには、大切な意味がある！」

　長谷川先生は胸むねを張って言った。

「君たちは勉強ができる！　スポーツにも、芸術にも才能がある！　だから、こう思うことはないかい？　例えばバスに乗っていて『今、このバスにいる人間の中で、自分が一番偏へん差さ値ちが高い！』『頭がいい！』」

「それは……」

　目を瞬しばたたき、久槻悠馬は地横衡平と顔を見合わせる。




（事実だ）

　はっきりと数字で証明されていることだ。




「そう！　君たちは特別だ！」

　返事を聞かず、長谷川先生は話を続ける。

「だが、社会は、世界は特別ではない人で溢あふれている。普通の人たちがいてこそ、君たちの存在が際きわ立だつのだ！　君たちはもっと知らなくてはいけない、普通の人たちの存在の大切さを！　普通の人たちの尊とうとさを！　今、君たちが着ている服！　立っている場所！　食べているもの！　それらはすべて、普通の人たちの手によって、世の中へ送り出されたものだ！　普通の人がいなければ、誰だれも暮くらしてはいけない！　偏差値がどれほど高く、どんなに頭がよくても、君たちは自分たちだけで、今と同じ暮らしを送ることはできない！」




　偏差値の高さを鼻にかけ、周りにいる者たちを見下したところで、彼らに頼らなければ生活できない。

　これも、事実。




「君たちはもっと、特別であることの自覚を持たなくてはいけない！」

　格下の者がいるから、格上になれる。普通の人たちなくして、特別はない。

　特進科の生徒が普通科の生徒を、面おも白しろく思っていないことなんて、見ていればわかる。授業を利用して、叩たたき潰つぶしてやろうと目論もくろんでいたなんて、お見通しだ。




「体育の授業で、君たちは野球をした。手抜きをせず、全力を出したね？」

「……はい」

「それが、礼れい儀ぎではありませんか？」

　真剣な相手に対して、手抜きをするなんて、失礼だ。

　誠せい実じつな返事を聞き、長谷川先生は白い歯を輝かがやかせ、満足そうに微笑ほほえんだ。

「大変よろしい！　大学受験の試し験けん科目にない教科だからと、おざなりに授業を受ける生徒もいるからね！」

　単位が取れていればいい。今この時間に、別の勉強がしたい。そう思いながら体育の授業を受けている生徒なんて、世の中に数えきれないほどいるだろう。

　普通科への意地と見み栄えによるものだとしても、真ま面じ目めなのはいいことだ。

「でも、授業は『試合』ではない！　授業を授業として成り立たせるためのプレイを、君たちならできたんじゃないのかい？　いい授業にするのは、君たち次し第だいだよ」
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　普通科との合同体育の後、特進科の生徒の抱かかえたストレスは、妙みような方向で発散された。




　校長室へ書類を持ってきた理事長・常磐ときわ綱つな吉よしは、ソファでルーシー不ふ破わが膝ひざに乗せている小さな動物を見て、眉まゆを顰ひそめる。

「……何ですか？　それは」




　一見すると犬、豆まめ柴しばの子犬だ。────頭が三つあるけれど。




「んー、地じ獄ごくの番犬かな？　ケルベロス？」

「どこらへんにある地獄ですか……。返してきなさい」

　子供が犬を拾ってきたのを発見した母親のような口く調ちようで、常磐綱吉は言った。怖い目で睨にらむ常磐綱吉に怯おびえ、小さくなる豆柴ケルベロスを、よしよしとルーシー不破は撫なでる。

「んー、返してこいと言われても、この子はこの学校で生まれた子だし」

　とんでもない言葉が聞こえて、常磐綱吉は耳を疑った。

「は？」

「いや、生徒がダーウィン先生と一緒に、作っちゃったんだよ」

「はぁ!?」

「こういうの作れますかーってさ、生徒に言われて、張り切っちゃったみたいだね」

「張り切った、って……!?」

　執しつ務む机づくえに書類を置いた常磐綱吉は、目め眩まいを感じて額ひたいに手を当てる。

（頭が増えるなんて、プラナリアじゃあるまいし……！）

　しかしルーシー不破の膝の上には、頭部が三つある豆柴の子犬がいる。




　今年から新しん規き採さい用ようされた『どこかで名前を聞いたことがあるような』生物の先生は、こんな怪生物を作れてしまうのだ。

　無茶ぶりも甚はなはだしい実験の産物だったが、この先生ならできるに違いない、やっちゃうだろうと、納得してしまうような先生だったので、生徒はまったく疑問に思わなかった。優秀すぎる先生に指し導どうされ、若じやつ干かん、感覚がおかしくなっている。




「新しい『先生』に、『何かやったら、必ず見せなさい』と言っておいて、正解だった？」

「正解です……！　こんなのは、普通じゃない」

　常磐綱吉はルーシー不破へ、大きく頷うなずく。

「今後、こういうモノは作らないよう、禁止してください」

「んー……、生徒のガス抜きになってるみたいだから、禁止するのもどうかな？　勉学に支し障しようがないよう、配はい慮りよはしてるようだしね」

　まったくの悪ノリでやっているのではない、必要悪とも取れる実験の産物だ。

「……」

　普通科の生徒が学内をうろつくようになり、彼らが気楽に高校生活を楽しんでいる姿を見て、特進科の生徒のストレスが溜たまっているのは事実だ。

　だが。

「────我わが校で、マッドサイエンティストを育てるつもりはありません。動物の姿形を変えるような実験は、控ひかえてください。教育方針については私に従っていただく〝契約〟です」

　きっぱりと言い切った常磐綱吉へ、ルーシー不破は頷いた。

「わかった。動物をいじることはやめさせる」

　何がどういけないのかを、理解した。

　六つの無む垢くな目で見上げてくる豆柴ケルベロスを撫でながら、ルーシー不破は考える。

「処分は簡単だけど、この子だけは番犬だから、生かしておいてあげたいなぁ。構内から出さなければ、問題ないよね？」

「絶対、校舎から出さないでください……！」

　常磐綱吉は切に願う。




　構内では、見られる危険がある。こんな怪生物────見た目はどうにも愛くるしいが、外部の人間に知られれば大おお騒さわぎになる。




　心配している常磐綱吉に、ルーシー不破はにっこりと微笑んだ。

「あぁ、それなら大丈夫だよ。ジョブズ先生が、生徒と一緒に新しん校こう舎しやのセキュリティシステムを強化してくれてるから」










[image: ]




　合同体育の後、普通科は特進科の生徒から、いっそう煙けむたがられるようになった。

　自分の授業で慌あわただしい特進科の生徒は、基本的に普通科の生徒と関わらない。無視されていても、入学当初からそんな感じだったので、避さけられているなんて、わからない。

　自分たちがいることが、特進科の生徒のストレスの元になっているなどとは知らないまま、普通科の生徒は普通に授業を受け、博はく秀しゆう館かん学がく院いん高校へ通っている。




　昼食のとき、田た中なか真まことはさりげなく、沖おき常つね究きゆう美びを教室から連れ出すようにしている。

「沖常くん、今日は二階の図書室でお弁当食べよう」

　場所は浅あさ倉くら隼はや人とが選んで、他三名ほどに伝えてある。教室に残った男子は、距離を取って鏑かぶら木ぎ雅まさ也やの行動をチェックしている。場所も生徒も、日替わりだ。

　沖常究美保ほ護ごプロジェクトが進行中なのだが、当人はまったく気づいていない様子だ。

　いつものように、四時間目が終わって誘いかけられて、ほわりと沖常究美は微笑ほほえむ。

「……うん」

　いつものように、机の横に掛けていたデイパックから弁当を取り出し────。




　ぎくっと、デイパックに触ふれた沖常究美の表情が強こわ張ばった。

「沖常くん？」

「……いや、あの、えっと……！」

　うろうろと視線をさまよわせ、沖常究美はデイパックを取って俯うつむいた。困った様子で目を瞬しばたたき、デイパックを抱かかえて席を立つと、教室を出る！

「え!?　どうしたの？」

　驚いて、田中真は沖常究美を追いかける。

　いつもと同じような会話が聞こえていたので、何が起こったのかわからず、普通科の生徒は、きょとんとして沖常究美を追っていった田中真を見送る。




　田中真が教室から出るときには、角へ入り込む形になって姿が見えなくなる階段で、沖常究美が下へ向かうところだった。

（足、速っ！）

　逃にげる小動物を追いかけるようだ。階段に行き着いたときには、階段にも踊り場にも、沖常究美の姿は見えない。

　下へと行きかけて、田中真は踏ふみ止とどまる。

（二階の図書室へ誘ってたんだ）

　場所を変えて、いつも六人ぐらいで昼食をとる。先に二階へ行った生徒がいれば、様子のおかしい沖常究美を見つけるかもしれない。下へ行ったように見えたが────。

（……上だ！）

　たぶん、さっき見たのはフェイク！

　田中真は階段を上がり、時計台の機械室へと向かう。

（開いていれば、沖常くんはいる……！）

　いつもは施せ錠じようされている機械室の扉とびらだが、田中真は躊ちゆう躇ちよなくノブを握にぎって回した。




　キィ……。




　思ったとおり、扉は開いた。明かり取りの窓から射さし込む光で、機械室の中はけっこう明るい。何かの弾はずみで施錠されて出られなくなっては嫌いやなので、扉は開けたままにする。

「────沖常くん、どうしたの？　何かあったの？」

　弁当を忘れたという様子ではなかった。声をかけながら機械室へ入った田中真は、慎しん重ちように室内を見回す。

　部屋の隅すみっこに置かれた木箱と大きな麻あさ袋ぶくろの間に、沖常究美が小さくなってしゃがんでいた。

「大丈夫？」

　小動物を怯おびえさせないような態度で、田中真は沖常究美へ声をかける。

　沖常究美はそろそろと顔を上げ、泣きそうな顔で言った。

「……どうしよう……」




　沖常究美の抱えているデイパックの中に、小さな狐きつねの子がいた。




「え？　何で!?」

「……家から、ついてきちゃったみたい」

　知らない間に、デイパックに入り込んでいたようだ。朝、教室に着いてすぐに沖常究美が教科書や筆記道具を取り出したときには、身体からだを低くして隠かくれていたのだろう。

「コン！」

　ひょこっとデイパックから顔を出した子こ狐ぎつねは、円つぶらな目で田中真を見つめた。

（狐、だよね）

　間違いなく。ペットとしては珍しいが、沖常究美の家にはいるようだ。

「……が、学校には、勉強に関係ないものは、持ってきちゃ駄だ目め、なんだよね……？」

「あー、うん。そういうことになってるけど」




　教室で見つかって、騒さわぎになっては困るので、沖常究美はデイパックごと持って逃げたのだ。フェイクに引っかかって、ガチで逃げきられかけたのだが、場所を変えてこっそり相談したかったのだろうと、都つ合ごうよく田中真は考える。

「勝手についてきちゃったものは仕方ないよ。飼かい猫ねこが鞄かばんに入ってるのを知らずに持ってきちゃったり、校庭へ入ってきちゃったりする犬とかもいるしね」

　滅めつ多たにないが、まったくないことではない。




「いい子にしてたね。狭せまくて苦しかったよね。沖常くん、先生に見つからなければ、大丈夫だよ」

　職員室は新しん校こう舎しやにあるので、旧校舎に教員が来るのは授業のときだけだ。放課後まで見つかることなく、学校を出ることができれば、問題ない。

　愛あい嬌きようたっぷりの子狐へ、そっと田中真は手を伸ばし、頭を撫なでる。

（うわ！　本物のフォックスファー！）

　手て触ざわりは、極ごく上じようだ！

　子狐に微笑む田中真を見て、沖常究美は心底安あん堵どした。

「沖常くん、組長やみんなに話したら、今日一日、この子を隠すのに協力してくれるよ」

「……そう、かな？」

「うん。絶対だよ！」

　腰こしを上げるよう田中真が促うながし、沖常究美はデイパックを抱えたまま立ち上がる。

「昼休みだけでも、出してあげる？」

　教員が来ないか、階段のところで誰だれかに見張っててもらえばいい。急いで隠せば、見つからない。

（図書室に行って、組長に話して）

　騒ぎにならないよう、まずは少人数からだ。沖常究美と機械室を出ようとした田中真は、戸口に見えた人影に、ぎくりとする。

「────鏑木くん……！」




　ずっと睨にらまれていた沖常究美を、できるだけ遠ざけよう、人ひと気けのない場所には行かせないようにしようと、注意していたのに────！
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　デイパックの子こ狐ぎつねが、顔を上げた。鼻先を沖おき常つね究きゆう美びの顎あごへ、ちょいちょいとくっつける。沖常究美は鏑かぶら木ぎ雅まさ也やへ、にこりと微笑ほほえみかけた。

「……鏑木くん、前にこの子を助けてくれたことあるよね。ありがとう……！」

「えっ!?　鏑木くんが!?」

　まさかそんなことがあるなんてと、びっくりして大きな声を出した田た中なか真まことは、しまったと思う。親切に対して驚くなんて失礼だ。気を悪くさせて、ただで済む相手ではない！

（殴なぐられるっ！）

　ぎゅっと目を閉じ、田中真は衝しよう撃げきに身構えたが、拳こぶしや蹴けりに襲おそわれることはなかった。

（────あれ？）

　田中真は恐おそる恐おそる目を開ける。




　子狐を抱だっこして、にこにこ微笑んでいる沖常究美の前で、鏑木雅也は耳まで真まっ赤かになって俯うつむいていた。




（あれれ？）

　田中真は目を瞬しばたたき、鏑木雅也を見つめる。これはひょっとして────。




　不良と小さな動物というのは、怖い＆可か愛わいいのイレギュラーな組み合わせのようでありながら、実はよくあるパターンだったりする。普段喧けん嘩かばかりしている怖い人なのに、誰だれも見ていないところでは、弱くて小さな生き物に優しかったりするのだ。




「────あの、えっと、鏑木くん、どうしてここへ来たの？」

　尋たずねられた鏑木雅也は、俯いたまま答える。

「……沖常くん、が、何か……困ってたように、見えた、から……」

（ひょっとして、助けにこようとしてくれた!?）

「────鏑木くん、入学式の日から、ずっと沖常くんのこと、見てたよね？」

　鏑木雅也は、さらに俯く。

「……俺、に、笑いかけてくれた、から……。と、もだちに、なれる、か、と思って……」




（────ひょっとして、鏑木くんって口くち下べ手たなの？）

　喋しやべらないのではなく、喋るのが苦手で喋れないのではと、田中真は気づいた。




　口下手な鏑木雅也はドイツ人の血が八分の一入っているせいで、生まれつき髪かみが明るい色だ。幼おさない頃から体格がよく、強そうで、視力がちょっと悪かった。

　眼鏡めがねをかけると酔ようし、コンタクトレンズは頭痛がする。普段から目つきが悪いのは、視力のせいだ。襟えり元もとの詰つまったものは苦しくて我が慢まんできない。ネクタイを少し緩ゆるめてシャツのボタンを開けているのは、着き崩くずしたいからではない。

　見た目の印いん象しようが怖いので、近づいてくるのは、喧嘩をふっかけてくる奴ばかりだ。迷めい惑わくな連中を実力行使で排はい除じよしていくうちに、最強の不良のようになってしまった────。




　たどたどしい口く調ちようで、一いつ生しよう懸けん命めいに鏑木雅也は説明してくれた。



















　鏑木雅也が沖常究美を睨にらんでいるのに気づいたのは、入学式の日のホームルームで、田中真が前から順番に後ろへ送るようにして、プリントを配くばった後だ。

　────はい……！

　その瞬しゆん間かんを見てはいないが、にこっと微笑んで、沖常究美はプリントを回したのに違いない。

　見た目で恐おそれられ、同級生から目を逸そらされ続けてきた鏑木雅也にとって、それはどんなに眩まぶしい笑顔だったことだろう。一瞬で、世界が変わって見えたに違いない。

　鏑木雅也が（睨むようにして）沖常究美をずっと見つめていたのは、声をかけるタイミングがうまく摑つかめなかったからだ。




（……鏑木くん、高校デビューを狙ねらってたのかな）

　高校へ進学したら、新しい自分に生まれ変わる！　そんな意気込みを持つ者は、少なくない。見た目が怖くて不良っぽい（実際不良どもを叩たたきのめしてきた強つわ者ものなのだろうが）少年が、引っ込み思じ案あんで人見知りの、襟元びろーん男だったとは。




「うん。友達になろう……！」

　沖常究美はポケットからスマートフォンを取り出す。




　三人は、機械室の外で、トークのアドレス交こう換かんをする。




「────何だ、取り越し苦労か」

　階段の下から、こっそり様子を窺うかがっていた浅倉隼人は、ほっと息を吐いた。

　何かあったなら、大声で教室にいる生徒を呼び、職員室へ走ろうとスタンバイしていた牧まき村むら巧たくみは、浅あさ倉くら隼はや人との肩かたを叩たたく。

「仲よくなれて、よかったじゃん」

　機械室の近くでホバリングしていたドローンに手を振って、ここで盗ぬすみ見みしていたことがばれないように、牧村巧と浅倉隼人は図書室へ向かう。




「じゃあ、図書室でお昼御ご飯はんに……」

「あれ……？」

　田中真に促うながされて、歩きだそうとした沖常究美は、子狐と見つめ合う。

「……太た一いち、ボクのお弁当、食べちゃったの？」

　デイパックはとても軽い。人の言葉がわかるのか、子狐はデイパックの中で小さくなった。お弁当と一緒にデイパックに入っていて、我が慢まんできなかったのだろう。

（可愛い！）

　子狐と見つめ合う沖常究美は、何とも癒いやし系で、田中真は内心身み悶もだえ、鏑木雅也は正視できずに横を向いた。しかし、いつまでもここにはいられない。昼休みは四十分なのだ。

「沖常くん、今日は食堂に行く？　確かお弁当を持ち込めるから、向こうで食べよう？」




「そいつぁ、お勧すすめしないっスよ！　究美様！」

　ばん！　と開いた窓に職員の制服を着た若い男が現れて、桟さんへカエル座りをした。




「うぁっ!?」

　窓の開く音と突然近くで聞こえた声に、驚いた田中真は変な格かつ好こうで固まる。同じ姿勢で悠ゆう然ぜんとしているようだが、鏑木雅也は驚いてストップモーションになっていただけだ。

　子狐を抱っこした沖常究美は、きょとんと若い男を見つめる。

「……にゃんたくん？」

「どもっ！」

　青年は愛あい想そよく、沖常究美に微笑んで片手を挙あげた。

「沖常くん、知り合い？」

　どきどきしながら尋ねた田中真へ、ニッと青年は笑う。

「こんにちはっス！　オイらは新にい見み南なん太た、通称にゃんたっス！　ここの購こう買ばい部ぶで働いてるンっスよ！　沖おき常つね稲いな荷りのお孫様の究美様には、昔っからお世話になってるっス！」

「沖常稲荷……。あー！　そうか！　沖常くんって、あそこの子なんだ！」

　田中真は納得する。『沖常』は珍めずらしい名字だが、聞き覚えがあったわけだ。




　博はく秀しゆう館かん学がく院いん高校から四キロ圏けん内ないに、沖常稲荷はある。田中真や鏑木雅也、家が近所の者なら、幼おさない頃から何度も、お参りやお祭に行ったことがある。

　沖常稲荷神社のある沖常山には、昔から狐が住んでいる。沖常究美が抱っこしているこの子狐は、お山の狐の子に違いない。

　様付けで呼ぶなんて、知り合いや友達相手には滅めつ多たにないが、業者がお得意様に対してなら、よくあることだ。




　田中真は、にゃんたくんに尋ねる。

「お勧めしないって、なぜですか？」

「やー、食堂には妹も働いてるんで、究美様が一緒なら、席は全然問題ないと思うっスけどね。お値段がね。ヤバいっス」

　にゃんたくんは器用に窓の桟に乗っかったまま、コピーして二つ折りにした食堂のメニューを、制服の胸むな元もとから出した。

　田中真たちは、目を剝むく。

「────日替わりランチコース、五千円!?」

「もともと、いいトコの坊ぼつちゃん嬢じようちゃんの通う学校っスからね」

　お値段設定は、それ相応だ。当日に行っても大丈夫だが、基本、予約制である。




（来くる栖す先生が、お弁当を忘れないように、って言うわけだ……！）

　こんなの、一食で一月の小こ遣づかいが吹っ飛んでしまう。




「お昼時だけ、食堂の前でパンの販売もやってるっスけど、チャイムでスタートダッシュかけないとキツイっスね。究美様、オイラにお任せっス！」

　パンの販売場所では、どこの学校でも熾し烈れつな争そう奪だつ戦せんが行われている。ここ博秀館学院高校も、例外ではない。

「今日は、オイラがひとっ走ぱしり買ってくるっスから、お友達と待っててくださいっス！」

「……うん、ありがとう」

「にゃんたにお任せっス！」

　ひらひらっと手を振って、ひょいとにゃんたくんは姿を消した。

「えええっ!?」

　田中真と鏑木雅也（驚いているが無言で動かず）は仰ぎよう天てんする。

　ここは旧きゆう校こう舎しやの最上階、時計台の機械室の前だ。開いたままの窓へ思わず駆かけ寄って、田中真は下を覗のぞき込む。

「今、あのお兄さん……、跳とんだ、よね？」

　見回したが、どこにも人影はない。




「え、っと、にゃんたくんなら、大丈夫だよ……？」

「そうなんだ……」

　まったくもって信じられないが、沖常究美が動じていないので、そういうものかもしれないと、田中真たちは思う。




　にゃんたくんには、待っててくれと言われたけれど。

（どこにいるかは……、トークで知らせればいいよね。沖常くん、知ってるだろうし）




　教室に寄って、田中真たちは弁当を持ち、二階の図書室へ向かう。




「沖常くんへって、さっき購買部のお兄さんが持ってきてくれたよ」

　教室から移動してきた段ボールが隅っこにある図書室で、昼食をとっていた浅倉隼人は、調理パンの入った袋を、沖常究美へ渡した。
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　効こう率りつよく集中して作業できるよう、五時間目と六時間目は二時間続けて、新しん校こう舎しやのコンピューター実習室で情報処理の授業だ。スマートフォンの扱あつかいには慣れていても、家でパソコンを使ったことのない生徒に、この授業はけっこう厳きびしい。

（初心者向けの授業だ）

　ワープロソフトを使う授業が、やさしいところから始まって、田た中なか真まことはほっとする。

　コンピューター実習室にあるのと同じような、デスクトップタイプのパソコンを、去年、父親からお下がりでもらったので、田中真は自分の部屋でいつでもパソコンが使える。馴な染じみのないソフトでも、キーボードを打ち慣れているから、田中真は少しだけ有利に授業が進められる。




　子こ狐ぎつねを教室へ置き去りにして、寂さびしい思いをさせるわけにはいかないので、沖おき常つね究きゆう美びはコンピューター実習室に、デイパックを持ち込んだ。

　机の下部のラックに置かれたデイパックから、子狐はときどきこっそりと顔を出して、沖常究美へ甘えている。新校舎には防ぼう犯はんや授業の確認などのため、カメラが設置されているので、このカメラに撮られないよう注意し、河かわ嶋しま先生や他の生徒からも妙みような行動を取っていると見えないよう気をつけながら、沖常究美は甘えん坊の子狐を撫なでる。

（うきゃー！）

（写真撮れないのが、くやしい～！）

　沖常究美と子狐が見える席にいる生徒には、悶もん絶ぜつものの愛らしさだ。証しよう拠こを残さないよう、記き憶おくに焼きつけるしかないのが残念だ。

　隣の席の田中真は、うまい具合に沖常究美のデイパックが二人の間にあるので、こそっと子狐を撫でさせてもらう。

（いいなー、田中）

（学校出てから、触さわらせてもらえないかなー）

　先週と同じ席に座ったので、このラッキーはたまたまなのだが、子狐を触れる田中真が羨うらやましい。




「────わかる？　沖常くん」

　隣の席に座った田中真は、初心者だと丸わかりな、キーボード一本指打法の沖常究美を気き遣づかう。機械が苦手な沖常究美は、がちがちに緊張しながら授業を受けている。

「……な、何とか……！」

　沖常究美は食い入るようにノートを見つつ、ぽち、ぽちとキーをタイプして作業を進めていく。ゆっくりとだが、確実に進んでいるようだ。

「うわー……、沖常くんのノート、すごいね」

「書いておかないと、ヤ、ヤバイ、から……！」

　几き帳ちよう面めんで真ま面じ目めなことがわかる沖常究美のノートは、授業内容のすべてが綺き麗れいな文字でびっしりと書き込まれていた。情報処理の河嶋基もと弘ひろ先生がホワイトボードに書いたことだけではなく、口こう頭とうで伝えられた細かいことまで、一いち言ごん一いつ句く逃のがすことなく書ききった。

　自分はパソコンを使うこの授業についていけないだろうと覚かく悟ごして、沖常究美はノートを取りまくったのだ。このノートは教科書以上、きっとどんな参考書よりも頼りになる。

（試験の前に、ノート見せてって言われそうだな）

　というか、沖常究美のノートのコピーが、高値で取引されそうだ。




　初心者を置いてけぼりにしないよう、教きよう卓たくのディスプレイで生徒一人一人のディスプレイをチェックし、机を回って近くで確認しながら、河嶋先生は授業を進めていく。

「では、授業終了五分前です。途中の人も、きりのいいところで作業を終わらせて、学校クラウドとＵＳＢメモリにデータをアップして、コンピューターを終了させてください。授業の時間内にできなかったところは、学校でお昼や放課後の空き時間を利用して作業するか、家でやってきてくださいね。終了させた人から、教室を出てください」

　チャイムが鳴ったからといって、すぐに片づけて教室を出られる授業ではないので、河嶋先生が少し早めに授業を終わらせてくれるのは、本当にありがたい。

　この時間の最後の生徒が退出すればホワイトボードが自動消去されるようセットし、チャイムが鳴るまで質問を受けつけて、河嶋先生はコンピューター実習室を出た。




「えー、皆みなさん、そのままで。ＳＨＲシヨートホームルームを行います」

　六時間目終了のチャイムで、コンピューター実習室を出る河嶋先生と入れ替わるように、来くる栖す先生が入ってきた。六時間目に受け持ちの授業がなかったので、終わる頃を見み計はからって職員室を出て、実習室の外で待たい機きしていてくれたのだろう。

（さすがだ、来栖先生……！）

　誰だれも作業が終わっていない状態だったので、途中で切り上げて終了作業を慌あわてて行って旧校舎の教室へ戻ることなく、ちょっとコンピューターの手を休める、という形でＳＨＲができるのはとても嬉うれしい。

　わからない、できない、早く終わらせなくてはという緊きん迫ぱく感かんから解放され、とてもリラックスした気分で、普通科の生徒たちは今日の授業を終えることができた。来栖先生の連絡事じ項こうも、ばっちり余裕を持って聞ける。

「────ではまた明日。元気な顔を見せてくださいね」

「はい！」

　機き嫌げんよく返事した生徒たちへ微笑ほほえんで、来栖先生はコンピューター実習室を出て行った。

　いそいそと田中真たちは作業を再開する。

　来栖先生が配はい慮りよしてくれて、情報処理の授業時間が放課後まで延長された形だが、さくっと終われるわけではない。




　浅あさ倉くら隼はや人とはコンピューター実習室を見回し、皆みなの作業状況を確認する。基準は田中真だ。

「田中くん、あとどのくらいで終われそうだい？」

「ＵＳＢとクラウドに、今、アップできました！　……沖常くん、ここ間違ってるよ」

「あ……！」

　悲痛な表情で、沖常究美は田中真の指摘したところをやり直す。

「組長ー、ごめん、ちょっと教えて！」

　田中真のように作業が終わった者は、自分の使ったパソコンを終了させながら近くの者を見てあげるし、ヘルプを頼まれる。

　ＳＨＲから十五分ほどした頃、コンピューター実習室のスライドドアを開ける者がいた。




「────え？」

　コンピューター実習室を訪れた久く槻つき悠ゆう馬まは、普通科の生徒から一いつ斉せいに注目されて、ぎくりと身を退ひく。

「すまない、使用中だったんだな……！」

　詫わびて、後ろにいた地ち横よこ衡こう平へいを見る。地横衡平はきょとんとして、首を振った。




　コンピューター実習室の使用願は、出されていない。普通科の生徒に占せん拠きよされているとは思わなかった。




　学級委員の浅倉隼人は、作業を手伝っていた村むら崎さき陽はる大との横を離れ、ドアを開けたまま、入室をためらって立っている久槻悠馬たちのほうへ行く。

「授業で使っていたパソコンを、まだ終了できていないだけなんだ。ここを使うのかな？　できれば、少し待ってもらえればありがたいのだけど」




　教室のドアの横に貼られた時間割には、確かに、今日の五・六時間目のところに『普通科』と表記があった。久槻悠馬と地横衡平は状じよう況きようを納得する。

「実習室を使いたいのではなく、パソコンを使いたいんだ」

「空いているのを使ってもいいですか？」

　機械の不具合があったときに速すみやかに対処できるよう、実習室のパソコンは一クラスの人数より多く設置されている。使われていないパソコンは五台ほどある。

「もちろん。どうぞ」

　浅倉隼人は微笑ほほえみ、久槻悠馬と地横衡平を快こころよく中へと促うながす。

　外からドアが開けられたことに驚いて一度手を止めたが、続けていいんだと安心し、普通科の生徒は作業を再開した。

（うわー、特進科代表生徒だ）

（近くで見ると、やっぱ頭よさそうだよな）

（賢かしこいオーラ、あるわー）

（今から政治家と秘書官感ハンパない！）

　久槻悠馬と地横衡平が近くを通ったとき、普通科の生徒は軽く会え釈しやくした。────二人も、会釈し返す。




（彼らは特進科の生徒とは違う……）

　特進科の生徒は、自分が作業しているとき、他の生徒が横を通っても見向きもしない。ひたすらに、自分の作業を続ける。集中して作業をしているから、気づかないだけかもしれないけれど。




　そしてコンピューター実習室には、あの段ボールもいた。

　直視を避さけ、でも気になって、久槻悠馬と地横衡平は段ボールの後ろを通ったときに、ディスプレイをチラ見する。

（……キーボードに触ってないのに、入力されている）

　無線キーボードで、段ボールの中から操そう作さされているのに違いない。彼は彼なりに、きちんと授業を受けているらしい。
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　地ち横よこ衡こう平へいは空いているパソコンを起動させ、久く槻つき悠ゆう馬まはその横に立って、ディスプレイを見つめる。




「組長ー！」

「委員長、教えて！」

　あちこちから呼ばれ、忙いそがしそうに実習室の中を行き来して、人の作業を手伝っているのは、主おもに学級委員の浅あさ倉くら隼はや人とと相そう馬ま亜あ矢やだった。

　特進科代表生徒である久槻悠馬は、学内の生徒全員の顔と名前を、記き憶おくしている。そして、二人の名前には、別のところで見覚えがあった。

「────浅倉くん、相馬くん、君たちは、特進科を受験できたんじゃないのかい？」

　全国模も試しの成績が彼らより下位の生徒も、博はく秀しゆう館かん学がく院いん高校の特進科へ入学している。

「悠馬さん……！」

　ぺろっと言った久槻悠馬は、咎とがめるような地横衡平の声で、失言だったと気づく。

「いや、普通科が悪いというわけじゃないんだが……！」

　赤くなって目を逸そらした久槻悠馬へ、ちょうど近くに来た浅倉隼人は微笑ほほえむ。

「うん。受かったと思うよ。でも僕は普通科がいいんだ。彼らと一緒に勉強したくて、普通科を受験したんだよ。だって、普通科にいると、僕は一番になれるじゃないか！」

　胸むねを張り、堂々と言い放った浅倉隼人を見て、久槻悠馬と地横衡平は啞あ然ぜんとし、普通科の生徒は爆ばく笑しようした。

「組長、言うー！」

「いっそ清すが々すがしいってか！」

　偉えらそうにしても、本当によくできる生徒で、偉いなりに面倒見がよくて頼りになるから、浅倉隼人には嫌いや味みがない。

　笑い飛ばせる普通科の生徒の反応に驚いている久槻悠馬たちへ、浅倉隼人は言う。

「どこで何をどう勉強して、どんな三年間を過ごすのか考えて、僕はこの学校の普通科を選んだんだ。卒業したら、僕は東とう大だいへ進学するよ」

　東とう都と大だい学がくは、国内で偏へん差さ値ちが一番高い大学だ。宣せん言げんしても、浅倉隼人のこれまでの模試の成績ならば、無理ではない。そして、名門で秀才ばかりを輩はい出しゆつしてきた博秀館学院高校の名前なら、聞こえは悪くない。普通科であっても。




　受験勉強をがんばってがんばって、必死で合格を勝ち取ったとしても、ぎりぎりで合格した者は、その学校で下位の成績からのスタートとなる。入学してから、平均かそれ以上の成績を維い持じできればいいのだが、そうでなかった場合、ついていくだけで精せい一いつ杯ぱいという状況にもなりかねない。




（特進科の上級生にも、そういう人はいる）

　まだ入学したばかりの一年生だが、特進科の久槻悠馬たちは知っている。

　二年生に進級するとき、文系・文理系や成績でクラス分けされる以外に、落ちこぼれを集めたクラスができる。

　博秀館学院高校の授業についていけず、落ちこぼれてしまっても、他の学校では秀才クラスという生徒ばかりなのだが。下位の成績を突きつけられ、落ちこぼれクラスで授業を受けても、博秀館学院高校の卒業証書をもらうため、転校を選ばず、補習授業を受ける生徒の高校生活は、楽しくないだろう。

　成績優秀な生徒の態度は、彼らに対して冷たい。




　人の上に立って仕切りたい、目立ちたい浅倉隼人にとって、自分より成績のいい生徒なんて、目め障ざわりなだけだ。

　気持ちよく頼られ、尊敬され、慕したわれながら、優ゆう雅がに高校生活を送りたい。周りにいるのが自分より成績下位の生徒ばかりだとわかっているから、浅倉隼人は慢まん心しんせず勉強して、全国での成績の上位を目指す。




　ただそこにいるだけでも、雰ふん囲い気きで、相馬亜矢は本当に頭のいい女子だろうとわかる。

「わたしは特にやりたいことがなかったから、普通科を選んだわ」

　相馬亜矢は言った。

「それにね、ガリガリ勉強してる人って、うっとうしいのよ。たくさん努力をして結果を出してきた人だということは、本当にすごいし、認めるけど、自分を『できる人間だ』って特別に思って、腹の中で周りの人たちを見下してるのが態度で透すけて見える人が多いから、好きじゃないわ」

　けっこう美人で好みのタイプかもと、いい印いん象しようのあった相馬亜矢から、ばっさり言い切られて、身に覚えのある久槻悠馬と地横衡平はぎくりとする。

「わたしはね、結婚するなら、断然『田た中なかくんみたいな人』がいいの」

（え？）

　突然名前を出され、沖おき常つね究きゆう美びのディスプレイを見ていた田中真まことは、どきっとした。




（え!?　田中!?）

（この田中くん!?）

（えぇえ!?）

　とにかく作業に必死な沖常究美を除のぞき、実習室中の視線が、田中真へ集中する。

　キーを打ち間違えた誰かのところで、変な音が鳴った。




　どこがいいのか、わからない。




（羨うらやましがられてるわけじゃ、ないよね）

　相馬亜矢の言葉は正直とても嬉うれしくて照れるのだが、自分がモテてる感は、まったく田中真へ伝わってこない。




　ざわつく周りの反応を気にせず、相馬亜矢は続ける。

「だって、田中くんは『普通』だわ。見た目も普通、成績も普通。妬ねたまれることもなければ、卑ひ下げすることもない。普通の会社へ就しゆう職しよくして、普通の給料をもらって、普通の安定した暮らしができそうでしょ。家事や育児は当たり前にやってくれるだろうし、町内会とか保ほ護ご者しや会かいでも、自分から役員を引き受けてくることなんてないから、面倒がないわ。気の利きいたことは言えないし、一発芸もできないから、付き合いには最低限しか誘われない。責任感で残業をすることもないから、家庭サービスを疎おろそかにすることもないはずよ。普通でいいの。というか、普通がいいの。贅ぜい沢たくを望まないなら、理想的でしょ」

　褒ほめられているようで、的確にディスられている気がする。田中真に注目している視線が、哀あい愁しゆうを帯おびる。

　率そつ先せんして役員になりたがるだろう浅倉隼人は、相馬亜矢の敬遠する『面倒』なタイプに決定だ。




「相馬くん、君は────」

　また余計なことを言いかける久槻悠馬の腹部へ、地横衡平は軽く肘ひじを当てる。

　肘打ちにびっくりして久槻悠馬は口を噤つぐんだが、相馬亜矢は察しがよかった。

「でも、田中くんのことは好きじゃないわ」




　相馬亜矢の言う『田中くんみたいな人』と、『ここにいる田中くん』は、別ものだ。

　勘かん違ちがいしてはいけない。




（そうじゃないかと思ったよ……）

　どきっとして、一いつ瞬しゆんでも舞まい上がってしまった田中真は、ずんと落ち込む。

　────あんなにはっきり言わなくてもいいのに。

　田中真に向けられていた視線は、憐れん憫びんへと変わった。




「……あ！　……画面、動かない……！」

　沖常究美の使っていたパソコンが、フリーズした。やっとデータの入力が終わって、あとは保存して終了というところだったのに────！

　悲痛な声を聞きつけ、後ろの席にいた仁に科しな渉わたるは、身を乗り出して沖常究美のディスプレイを見る。

「え？　何？　沖常くん、固まっちゃったの!?　途中のデータの保存は!?」

「……まだ……」

「データ、全部消えちゃうよ！　この二時間の作業が全部、電脳界の彼方かなただよっ！」

「うわ！　悲ひ惨さんっ」

　仁科渉たちに叫さけばれて、さーっと沖常究美から血の気が引いた。




　吞のん気きで迂う闊かつな沖常究美の授業態度に、久槻悠馬は立腹し、地横衡平は眉まゆを顰ひそめる。

「こまめな保存は基本だろう！　やってないのか!?」

「複数の場所へのデータの保存は、パソコンでの作業の常識ですよ」




　どんなに時間をかけて作ったものでも、データは一いつ瞬しゆんで消えてなくなる。学生だろうが社会人だろうが、言い訳はできない。

　パソコンで作成したデータを使うようになってからは、不具合でデータが消しよう滅めつしましたとか、データの入ったＵＳＢメモリを家へ忘れてきましたという言い訳は、通用しない。己おのれが愚おろかであると、大声で宣言しているようなものだ。誰も同情なんてしてくれない。




　思わず声を荒あららげた久槻悠馬と冷ややかな地横衡平を、浅倉隼人は宥なだめる。

「久槻くん、地横くん、沖常くんは初心者だから」

　先週、沖常究美は初めて一人でパソコンを機動させたのだと言っていた。危機管理ができるレベルにもないのだから、仕方ない。何事も失敗して、学んでいくのだ。




「困ったね、沖常くん……」

　固まっている沖常究美のディスプレイを眺ながめ、腰こしを上げた田中真は。




　バン！　バン！　バン！

　コンピューターの上部を平手で叩たたいた。




　コンピューター実習室で聞くはずもない豪ごう快かいな物音に、全員がびくっと身を竦すくませた。

　驚いた弾はずみで獣けもの耳みみが飛び出しかけた沖常究美は、ばっと両手で頭を押さえる。音に怯おびえた子狐は、きゅっとデイパックの中で小さくなった。

　バンバンとコンピューターを叩き続ける田中真に注目した者から、悲鳴があがる。

「ぎゃー！」

「田中っ！　やめろっ！」

「落ち着いて！　田中くんっ！」

　自分の使っているコンピューターを叩かれている沖常究美は声もなく固まり、ぎ、ぎ、ぎ……と軋きしみ音をさせそうな動作で振り向いて、田中真を見つめる。

（き、狐きつね火びで燃やすぞ、小こ僧ぞう……っ！）

　フリーズに見み舞まわれて血の気が引いたところへ、コンピューターを叩かれて驚いて、飛び出しかけた獣耳を押さえた沖常究美は、涙目のまま動けない。




　どちらかというとおとなしそうな印象のあった田中真の突然の乱らん暴ぼう狼ろう藉ぜきに、久槻悠馬と地横衡平も青くなった。

「やめないか！　精せい密みつ機械だぞ！」

　叩いて映りがよくなった、昭和のテレビではない。

「壊こわれたのなら新しいものに買い換かえて────！」




「……あ、動いたよ、よかったね！　沖常くん。データ保存して」

　田中真は優しく沖常究美の肩かたを叩き、データを保存するよう促うながす。

「う……、うん……」

　涙目で震ふるえながら沖常究美は作業を再開した。動どう揺ようした者たちは、がくりと脱だつ力りよくする。

「直るのかよ、あれで……」

「……何だよ、その力ちから業わざ……！」

「やっだもう……、信じらんない……！」

　とにかく、よかったと安あん堵どする者たちへ、満足そうに田中真は微笑む。

「内部に埃ほこりが溜たまってて、具合が悪くなっちゃうことってあるんだよね」

　経験者の談だ。




　ＣＰＵの冷れい却きやく用ようファンが埃で詰まってしまったり、何かがどこかに引っかかってたり。物理的な衝しよう撃げきが加わることで、ぽろっと外はずれて、調子が戻ることもある。

　あくまで状態が好転した場合の一例なので、こうなるとは限らない。むしろ、まったくお勧すすめではない。やらないほうがいいだろう。




「……メディアセンターの人に、掃そう除じ機きをかけてくれるよう、頼んでおくよ」

　言いながら浅倉隼人は、自宅のパソコンを掃除しようと思った。相馬亜矢も同意見だ。

「買い換えるのもいいけど、自分でメンテナンスすることは大事よね」

　金持ちは、何でも買い換えれば済むと思っているのではないだろうか。簡単なメンテナンスでさえ業者に任せて、自分では何もしない。さりげない嫌いや味みを読み取って、思い当たるところの多々ある久槻悠馬と地横衡平はちょっと視線を逸らす。

「ところで、生徒会準備室にもパソコンはあるんでしょう？」

　動かなくなったからここへ来たのかという相馬亜矢の疑いを、久槻悠馬たちは晴らす。

「学内ＬＡＮが繫つながらないんだ」

「無線も駄だ目めなので、パソコンやケーブルの調子が悪いのではないと思うんですけど」

　ＬＡＮの具合がどうなっているのか確かめるために、久槻悠馬と地横衡平はコンピューター実習室へ場所を変えたのだ。




「……クラウドに、繫がった……！」

「沖常くん、あともう一息だよ！」

　学内クラウドにデータをアップできれば、あとはＵＳＢメモリに書き込むだけだ。

（これで終われる……！）

　ほっとする沖常究美と一緒に、田中真は喜ぶ。




　直後。




　ドン！




　実習室中に響ひびき渡る音とともに、電源が落ちた。
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　科学のダヴィンチ先生は、とても器用なので、模も型けいの製作もお手のものだ。

「────我わが校の模型ですか」

　立って全景を眺ながめられるようディスプレイスタンドをつけ、二に畳じようほどのサイズに、博はく秀しゆう館かん学がく院いん高校の敷しき地ちすべてを再現した精せい巧こうな模型だ。

　驚いて目を丸くした常磐ときわ綱つな吉よしを見て、ルーシー不ふ破わは満足そうに笑う。

「国際スケールの『[image: 〓]分の１』サイズで作ったんだ」

　書類を整理したファイルを持って校長室へ入室した常磐綱吉は、何をやっているのだかと溜ため息いきをつく。

「ただの模型じゃないよ、綱吉くん！」

　豆まめ柴しばケルベロスを足にじゃれつかせながら、新校舎の模型を眺めているルーシー不破はご機き嫌げんだ。

「これはね、構こう内ないすべての各種設備と連動させてあるんだ！　灯あかりをつけたり消したりなんて、簡単にできるんだよ！」

　はしゃいだ声で言って、ルーシー不破は右手の人指し指につけたリングマウスで、模型を操そう作さする。




　校長室の照明が、ぱっぱっと点てん灯とうし、ピンク色に変わった。

　何ひとつ変わっていないのに、照明の効果で、校長室は淫いん靡びな空間へと印いん象しようを変えた。

　どう？　どう？　とルーシー不破は期待を込めた眼まな差ざしで、常磐綱吉を見るが。




「────わかりましたから、元に戻してください。見えにくくて仕事ができません」

「もうちょっと感動してくれてもいいのに」

　つまらないなと口を尖とがらせて、ルーシー不破は校長室の照明を普通の色に戻す。

　ファイルを執しつ務む机づくえの上に置いた常磐綱吉は、部屋の中央へ置かれた大きな学校模型に、渋い顔だ。

「場所塞ふさぎで邪じや魔まです。ケースを被せて、ホールに置きましょう」

　頼んでもいない模型だが、とてもいい仕上がりなので、処分するにはもったいない。

「んー、近くにないと、作らせた意味がないよ」

「どういうことですか？」

　何となく嫌いやな予感がした常磐綱吉へ、ルーシー不破はにっこりと笑う。

「生徒のリクエストで『先生』が作ってくれたモノを、ちゃんと管理しなくちゃいけないからね」




　よくよく見ると、豆柴ケルベロスのいるこの校長室は、隣の部屋や廊ろう下かと床の色が違う。




「……管理？」

　聞き逃のがせない言葉に、ぴくっと反応し、常磐綱吉は眉まゆを顰ひそめる。

　番犬になるからと、豆柴ケルベロスだけを処分せず、残したのではなかったのか？




　そう。ルーシー不破は、『他をすべて処分する』とは言っていない。

　常磐綱吉が嫌がったので、動物をいじることはやめさせた。

　常磐綱吉は、作ったモノを校舎から出さないよう、注意した。




　聞くのは怖いが、聞かないのはもっと怖い。

　常磐綱吉は腹を括くくって、ルーシー不破に尋たずねる。

「……この豆ケルの他に、『先生』の作った『何』を、処分しなかったんですか？」

　ルーシー不破は誤ご魔ま化かしたいな、という表情で上うわ目め遣づかいになり、執務机に腰こし掛かける。

「えーとね、『先生』の合作の植物をひとつだけ、ね！　勝手に増えないよう、ちゃんとしまってあるから！」

　ちゃんとしまっておかなければ、勝手に増える危険があるらしい。

「その模型で、生徒がいるところもわかるから、大丈夫だよ」

　生徒は生徒手帳のＩＣチップで、教室移動をチェックされている。誰だれがどこにいるのかが、いつでもよくわかる。

「新しん校こう舎しやは昨日、セキュリティシステムを強化したから、アレが逃にげだすことはないし。アレもセキュリティのひとつだと、言えないこともないし！　念のため、部屋は封ふう印いんしておいたから！」

「植物なのに、逃げだすんですね……」

　常磐綱吉には、セキュリティにもなるというその植物がどんなモノなのか想像できない。

「アレはね、ここに……」

　ひょいと身軽く執務机を飛び下りたルーシー不破は、リングマウスを嵌はめた指を新校舎へ伸ばす。

「「「キャン」」」

　尻尾しつぽを振ったご機嫌な豆柴ケルベロスに、ふくらはぎへ飛びつかれて、ルーシー不破はバランスを崩くずした。




　ドン！




　音とともに新校舎が振しん動どうした。照明が落ちたが、コンマ五秒で復活した。

「……校長？」

「ありゃ」

　真まっ暗くらになった新校舎の模型を見て、ルーシー不破はぺろっと舌したを出した。

　校舎を指で触さわっちゃった！

「セキュリティが動いたみたいだね。我が校の特別製のヤツ」

「……停電じゃないんですか？」

　すべて真っ暗だ。

「停電、だねぇ。電力供給システムを、まだセキュリティ分しか作ってないのに、外部から隔かく離りされちゃったから、校舎の電力が足りないんだ。ここは、わたしがいるから特別ね」

　校長室だけ、電気が通っていて明るい。

　常磐綱吉は青ざめる。

「生徒は!?」

「ＳＨＲシヨートホームルームから時間が経たってるし、強化棟とうや体育館へ移動してるでしょ」




　六時間目で授業が終わるのは普通科だけで、特進科は強化棟や体育館で七時間目・八時間目の個人授業や、練習時間だ。水泳の飛び込みやスケート実技など、校外でレッスンを受けている生徒もいる。

　保存のため、放課後には旧校舎を閉めると言っているので、普通科の生徒は帰き宅たくしているだろうし、新校舎に残っている生徒なんて────。




「いえ、今日は情報処理演習室で自習している生徒がいるはずです……！」

　常磐綱吉は記き憶おくをもとに、執務机の上のパソコンを操作して、提てい出しゆつ書類を呼び出す。




　今日に限って、情報処理の試験対策のために、新校舎の情報処理演習室に教室使用願が出ていた。




「────綱吉くん、情報処理演習室じゃなくて、コンピューター実習室じゃない？」

「いえ。情報処理演習室です」

　ルーシー不破はコンピューター実習室を見て、首を傾かしげる。新校舎へ手をかざすようにリングマウスを近づける

「んー、でも、コンピューター実習室にも、大勢生徒がいるよ？　三十二名」

「は？」

　ルーシー不破の言葉を証明するように、３Ｄで浮き上がったデジタルカウンターが、入室している生徒の人数を表示した。

『32』

「情報処理演習室の教室使用願は三十四名で提出されています」

　パソコンのある教室は、教室の空き時間を利用して使ってもいいことになっているのだが、情報処理演習室のパソコンのほうが、最新型で処理速度が速い。二人だけ残して、コンピューター実習室へ移動したのか？

　コンピューター実習室の教室使用願は出ていない。学習時間を削けずらないよう、臨りん機き応おう変へんな対応をと言っているが、この人数の移動なら、さすがに連絡があるはずだ。

　機器に不具合があるなら、一言入れなくてはいけない。設備管理をしているメディアセンターへ、生徒から送られたメッセージはない。

　情報処理演習室の入室人数を示すデジタルカウンターは、『34』だ。




　入室チェックから、生徒情報にアクセスするのは簡単だ。リングマウスで操作して、ルーシー不破は誰がコンピューター実習室にいるのか、確認する。

「普通科の生徒が、居残ってるね」

　五・六時間目の授業から、そのままだ。

「ちょっと待ってください……！　この階ってさっきあなたが指さしていた……」

「アレを管理してる階だね。だけど、大丈夫！　扉とびらが開かなければ！」

　セキュリティは階層ごとに区切られていて、すべての扉と窓がロックされ、閉へい鎖さされる。

「生徒を閉じ込める気ですか！」

「ジョブズ先生を呼んで、すぐセキュリティ解かい除じよして、開けてもらうね」




　常磐綱吉には言っていないが、二十分ほど前から、強化したセキュリティのせいで、新校舎の学内ＬＡＮというか、設備に不調が出ていた。

　あれ？　おかしいなと、模型でルーシー不破が確認していたところに、常磐綱吉が入室してきたのだ。どのみち、ジョブズ先生を呼び出す予定だった。




「その植物と生徒が遭そう遇ぐうする可能性は────！」

「まったくないなんて言えないけど、生徒のいる部屋と廊ろう下かと階段だけを開ければ、問題ないない！　遭遇しても、死ぬとか、そういうモノじゃないし！　アレは日の光に弱いよう、安全加工してあるから！　ほら、紫し外がい線せん殺さつ菌きん？」

　生徒が新校舎を利用するのは、日中だ。作ったモノが、管理している部屋から出てしまっても、廊下で弱体化し消しよう滅めつする。

「日の光、ですか……」

　常磐綱吉は窓の外に目をやる。




　ゲリラ豪ごう雨うを予感させる窓の外は、鈍にぶい鉛なまり色いろに曇くもっていて、今にも一雨来そうだ。

　日の光の恩おん恵けいは、きっと無理。




　不安がる常磐綱吉へ、お気楽にルーシー不破は笑った。

「想定外の、よっぽどの不具合でも起きないかぎり、大丈夫大丈夫！」




　たとえば、どこかの扉のロックが破は壊かいされて、連動してその階の全部の扉が開いてしまうとか────。
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　コンピューター実習室は、ディスプレイへ外部からの光が入らないよう、暗あん幕まくが引かれている。電源が落ち、照明が消えれば真まっ暗くらだ。




　突然暗くなったことには、びっくりだが。




「うわー！　俺のデータがぁっ！」

「消えた!?　消えたの!?」

「うそーっ！」

「地震かっ!?　今、何が起こったんだ!?」

　暗くら闇やみの中、書き込み作業を完了していなかった生徒が悲鳴をあげる。

　ディスプレイが真っ暗で、パソコンが死んでいるのは、洒落しやれにならない！

「だからこまめな保存を────！」

　久く槻つき悠ゆう馬まは同じ説教を繰くり返しかけたが、そんな場合ではない。

「全員怪け我がはないか!?　学級委員！　点呼を！」

「みんな、動いちゃ駄だ目めよ！　席に座ってて！」

　暗さに目が慣れていないので、そのままでいるように命めいじる相そう馬ま亜あ矢やの判断は正しい。

「────カーテンを開ければいいだけでは？」

　地ち横よこ衡こう平へいに言われて、暗闇の中、はたと久槻悠馬は目を瞬しばたたき、点呼の号令をかけようとしていた浅あさ倉くら隼はや人とは、口を開けたまま固まる。




　時間は四時にもなっていない。外からの光を遮しや断だんした教室で集中作業をしていると、日の傾かたむきがわからないので、時間感覚がなくなってしまうが、まだ日にち没ぼつ時間ではない。




「沖おき常つねくん、大丈夫？」

「……だいじょうぶじゃ、ない……」

　消えた……。今度こそ、完全に、飛んだ────！

　ひらがな喋しやべりになった沖常究きゆう美びは、魂たましいが半分身体からだから抜け、砂となって崩くずれて消えそうだ……。

　沖常究美を心配して、デイパックから顔を出した子こ狐ぎつねは、周りから見えないので、ぴょいと沖常究美の膝ひざの上に乗った。

　沖常究美と太た一いちは夜よ目めが利きき、暗がりでも周りがはっきり見える。照明が点ついていようと消えていようと、行動にまったく支し障しようはない。夜目の利く生徒は他にも一人いたが、沖常究美は子狐を抱だきしめたまま、データが消えて途方に暮くれている生徒たちと同じく、呆ぼう然ぜんとしていられる。




　地横衡平はスマートフォンを取り出して、そのディスプレイの灯あかりを頼りに自分の周囲を照らし、窓へ近づいた。

　スマートフォンのディスプレイを、地横衡平のようにライト代わりにすればいいと気づいたのだが、電池が減る。節約したいので、田中真たちはカーテンを開けてくれるのを待つ。




　ジャッ！




　わざと大きな音を立て、皆みなにわかるように、地横衡平はカーテンを開く。

　真っ暗なのは、何ひとつ変わらなかった。

「……」

　確かにカーテンは開いている。




　ポニーテール女子の藤ふじ崎さき瑠る璃りは、小首を傾かしげる。

「この世の終わり？」

　卑ひ怯きようなほどに愛らしいアニメ声で発せられた衝しよう撃げき的てきな言葉を聞き、仁に科しな渉わたるは頭を抱かかえた。

「ここで死ぬんだー！」

　仁科渉の絶ぜつ叫きように、びくうっ！　と気配でわかるほど、普通科の生徒は動どう揺ようした。これは黙だまらせねばならないと、反はん射しや的てきに久槻悠馬は仁科渉に負けないくらいの大声を出す。

「やかましい！　騒さわぐな！」

「久槻くん、落ち着いて。藤崎さん、黙ろうね。仁科くん、皆みながびっくりして乗っかっちゃうから、そんな風に騒さわいじゃ駄だ目めだよ。本ほん郷ごうさん、仁科くんの席、わかるよね？」

「二秒で落とします、組長」

　七十八キロ超級柔じゆう道どう女子、本郷楓かえでが浅倉隼人に返事をして指を鳴らし、仁科渉は騒ぐのをやめた。動揺した生徒も、思わず息を止めた。




　地横衡平は窓にスマートフォンを近づけ、照らしてよく見る。

「……窓の向こうに、シャッターが下りてます」

　全部のカーテンを開けて確認したが、どこも同じだ。

　新しん校こう舎しやの窓全部に、防ぼう火かシャッターがあったとは。さすがは名門校。光がまったく入らないほどの防火シャッターなんて、まさしく鉄てつ壁ぺきの守りだ。

　────このシャッターは昨日きのう、優秀な『先生』によって、一夜にして設置された設備だ。非常時にしか作動しないものだし、誰だれも知らなくて当然だ。無む駄だに分厚くて、頑丈だ。




「そんな設備があったのか」

　感心する久槻悠馬へ、地横衡平は報告する。

「ガラスに赤い三角印のある、非常口の窓まで塞ふさがってますから、設計ミスもあります」




「ドアは……開かないな。ロックされてるみたいだ。ちょっと皆、静かにして」

　ドアの近くへ移動した浅倉隼人は、コンピューター実習室から廊下に出ようとしたが、ドアが開かない。壁とドアの境さかいに耳を当て、外の音を聞く。

「────火事とか、そういうのではないようだね」

　どこからも火か災さい警けい報ほうの音は聞こえない。

（焦こげくさい臭においもないし、熱を帯おびてる感じでもない）

　同じ階にいる生徒が、ざわついているらしい声は微かすかに聞こえるが、悲鳴は聞こえない。

「この階の他の教室にも、生徒がいるようだから、僕たちだけが取り残されたのではないようだけど」

「ひとつ向こうの情報処理演習室に、使用願が出ていた」

「三十四名です」

　だから久槻悠馬と地横衡平は、コンピューター実習室に来たのだ。

「特進科の人が残ってるなら、迎むかえが来るはずよ。じきに、おかしいってわかるわ」

　相馬亜矢の言うとおり、特進科の生徒は車の送そう迎げいで学校へ通っている。迎えの車が来るので、このままここで一ひと晩ばん過ごすようなことにはならないはずだ。

「そうだよね」

　普通科の田中真たちは、ひとまず安心した。




　電源が落ちてから、確実に数分が経過した。

　皆暗さに目が慣れてきて、ぼんやりとだが、見えるようになってきた。




「────復ふつ旧きゆうしないな」

　校長に直接電話して、問い合わせなければならないかと、久槻悠馬は考える。

　パソコンは使えないし、学内ＬＡＮは無線でも無理かもしれない。久槻悠馬はスマートフォンを取り出す。

「はぁ!?　圏けん外がいだと!?」

　電話が使えなければ助けは呼べない。久槻悠馬の近くに戻った地横衡平は考える。

「シャッターが下りたせいで、電波が届きにくくなったのかもしれませんね」

　この教室は違うが、視聴覚教室や講こう堂どうなど、防音になっている場所は、扉を閉めると携けい帯たい電話の電波が入らないようになっている。

　待つしかないのかもしれないが、久槻悠馬は時間を気にする。

「……困ったな。今日は政せい経けい塾じゆくのある日なんだが……」




（政経塾？）

　これまで田中真が聞いたこともない塾だ。普通科の大多数が、田中真と同じだった。

「（────政経塾って何？）」

「（あ、しまった、スマホの検索使えないよ）」

　こそこそと聞こえた声に、久槻悠馬はちょっといたたまれない気分になる。

　小声で、しかしこの部屋にいる者が耳を澄ませば聞こえるよう、地横衡平は教えた。

「（政経塾は、政治や経済、地方行政のことについて勉強する、政治家を育てるための場所です）」

　一般の学習塾とは違う、そんな塾があったとは。

　普通科の生徒は、ひとつ物知りになった。




「……そろそろ、迎えが来る時間になりますね。悠馬さん、学校を出る準備をしないと」

「この校舎を出ればいいだけなのに……！」

　久槻悠馬は焦じれる。

　迎えが来ていて、閉じ込められているのがわかっているのに出られないのならば、事態はよろしくない。




「（困ったね……。帰らせてあげたいね）」

　田中真は久槻悠馬を気きの毒どくに思う。

　久槻悠馬は優秀な生徒で、行動もきちんとしているのに、遅ち刻こくをしたなら評価が下がってしまう。今日の場合はまったくの不ふ可か抗こう力りよくなのだが、久槻悠馬は見苦しいからと、言い訳をしないような気がする。




（家で作業のやり直しかぁ……）

　帰りたいのは、がんばって作り上げた課題のデータを吹っ飛ばした沖常究美もだ。気力は萎なえたし、燃え尽つきた。人間の振りをするのに疲れた。とっとと帰って休みたい。

「……この部屋から、出られない、のかな……？」

　膝の上の子狐を椅い子すに残し、ふらふらと沖常究美はドアへと向かう。




「え？　沖常くん？　どうしたの？」

　暗がりの中、動いた小こ柄がらな人影を、田中真は目で追う。

「……うん、ドアを開けてみようかなって、思って」

（ってか、同じ教室にいるんだろう!?　カス妖よう怪かい！　挨あい拶さつにもこない無ぶ礼れい者ものめ！　お前がさっさと扉とびら開けろよ！　ぶっ殺すぞ！）

　普通科には、入学したときから人間に化けた妖怪が一匹いるのに、究美に一言の挨拶もない。人間と妖怪との子孫で、自分が妖あやかし混じりだと知らないのかもしれないが。

　子狐は椅い子すからそっと飛び下りて、足音をさせず、ぴょこぴょこと跳はねるように、ストレスで思考が狂きよう暴ぼう化かしている沖常究美の後を追う。暗がりに皆の目が慣れてきたとはいえ、子狐は音もなく、膝よりも下で動いているので、気づかれることはない。

　近づいてくる沖常究美に気づき、浅倉隼人も驚く。

「いや、僕が開けられなかったんだし、他の教室のドアも閉まってるみたいだから……！」

　この階の教室、全部のドアがロックされているはず────。




　暗くて人間には見えないだろうと、沖常究美は獣けもの耳みみを出し、壁の向こうの気配を探さぐる。

（異常はない。あっても吹っ飛ばす！　全部開ければ、問題ない！　とっとと帰るぞ！）

　開けたいのは、教室と、廊下を仕切っているだろう防火扉と、階段のところの防火扉と、そして閉まっていたら生徒用玄げん関かん。

　沖常究美は、人間に化けた妖よう狐こだ。人間らしく見えるよう、力は常にセーブしている。

　握にぎり潰つぶさないように、沖常究美はドアの把とつ手てを摑つかむ。

「……ん……！」

　確かにドアはロックされているが。




　びし！




　開く側とは逆の、閉へい鎖さしていた側で火花を散らし、ドアはするりと開いた。
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　軽い音を立て、すっとドアがスライドした。ドアが動いて空気が流れるのを感じ、浅あさ倉くら隼はや人とは目を瞬しばたたく。廊ろう下かも暗くらいが。

「────開いた？」




　真まっ暗くらでよく見えないが、確かにドアの開く音がして、浅倉隼人の呟つぶやきが聞こえた。




「沖おき常つねくんが開けたの？」

「噓うそだろ？」

「組長が開けられなかったドアを、沖常が開けられるのか？」

　ざわつく声を聞いて、ぎくりと沖常究きゆう美びは身を強こわ張ばらせ、急いで獣けもの耳みみを引っ込める。

（しまった……！　つい……！）

　嫌いや気けがさして、ここから出たくなって、人間っぽくないことをしてしまった────！




　ドアが開いたことにも、びっくりなのだが。




（さっき、びしっていわなかったか？）

（火花出たよね）

　確実に何か破は壊かいされたような気がするのは、一人や二人ではない。

　しかし、ドアを開いたのは、癒いやし系の小動物のような沖常究美である。彼に壊こわせるようなドアなんて────！




「何だ！　開いたんだ！　ありがとう、沖常くん！　解けない問題とか、どうにもならなくてすごく困ったことでも、他の人がやると簡単にできちゃうことって、あるよね！」

　四し苦く八はつ苦くし、全然思うようにできなくても、発想の違いや力加減で、あっさり別の人にできてしまうことは、田た中なか真まことの言うとおり確かにある。




「あぁ、そっかー」

「そうよねー」

　納得されて、沖常究美は安あん堵どする。異様なことをやってしまったのに、田中真の言葉には説得力があるようだ。人間の考えることはよくわからないが、とても助かった。




「ありがとう、沖常くん！　君の勇気ある行動に、感謝する！」

　久く槻つき悠ゆう馬まは開かれたドアから、颯さつ爽そうと廊下に出て情報処理演習室へ向かう。

「この階にいる生徒は、慌あわてず、速すみやかに廊下へ出てきてください！　怪け我がをしていたり、気分の悪くなったりした人は名乗り出てください！」

　塾じゆくに遅れそうで気は急せいていたが、久槻悠馬は正しよう真しん正しよう銘めい、格かつ好こうつけの見み栄えっ張ぱりだった。状じよう況きようを判断し、するべきことを優先する。

　使用願は出ていないが、ひょっとすると他の教室に、生徒がいるかもしれないことを忘れない。

　久槻悠馬に続いて、地ち横よこ衡こう平へいも廊下へ出る。

「声の出せない人は、何かで音を立ててください！」




（塾に遅れるんじゃなかったのか？　あの人間たちは何をやってるんだ……？）

　子こ狐ぎつねを抱だっこした沖常究美は、久槻悠馬の行動に目を丸くし、田中真は感心する。

「うわぁ、久槻くん、すごい！　沖常くん、特進科代表生徒って、格好いいね！」

「う、うん、そうだね……」

　田中真の真ま似ねをすれば間違いないので賛さん同どうしたものの、力の優ゆう劣れつが絶対である妖よう狐この究美には、特進科代表生徒のどこがどう格好いいのか、さっぱりわからない。




　久槻悠馬がドアを開けた情報処理演習室から、生徒が次々と廊下へ出てくるのを見て、浅倉隼人は遅れてはならないと判断する。

「僕たちも廊下へ出よう！　委員長！　誘ゆう導どうを頼む！」

「任せて！」

　相そう馬ま亜あ矢やが先に立って廊下へ出、浅倉隼人は全員がコンピューター実習室を出たのを確認するため、戸口で人数を数えた。段ボールの瀬せ戸と隆たか弘ひろを見送って、最後に出た浅倉隼人は、誰だれも室内に戻らないようドアを閉める。

　新しん校こう舎しやは二カ所の階段とエレベーターで、四つのブロックに分けられている。普通科の生徒がいたコンピューター実習室は、新校舎の南なん端たん。背後は行き止まりなので、取り残される者がいないか、浅倉隼人は注意する。




　普通科の女子保健委員、小こ松まつ柚ゆず花かは今こそ自分の出番だと、特進科の生徒に駆け寄った。

「だ、大丈夫ですか……っ？　怪我をしている人はいませんか……っ？」

　息を切らしながらそう尋たずねる彼女は、右目に眼がん帯たいをして腕うでを三さん角かく巾きんで吊つっていた。

　特進科の生徒は、小松柚花の姿に、ぎょっとする。小松柚花はファッションではなく、本当に怪我をしている。

　────ここにいる誰だれよりも、彼女が重傷だ。もっと酷ひどくなければ、泣き言は言えない。




「小松さん、いい仕事するよねー。保健委員、適役だなぁ」

　田中真は微笑ほほえんで見守っているが、沖常究美は混乱する。

（あの女が一番大怪我してるだろ！　どうして他人を気にするんだ!?）




　代表生徒である久槻悠馬は、上級生に対しても威い厳げんを保たもつ。

「落ち着いて行動しましょう。セキュリティが作動したようですが、火事ではないようです。窓にシャッターが下りていて暗いので、足下に気をつけながら、玄げん関かんに行って、校舎の外へ出ましょう」




　どん！　どん！




　中からドアを叩たたいている教室があり、廊下へ出た生徒たちは、びくっと身を竦すくませる。

「衡平！」

「はい！」

　久槻悠馬に返事をして、地横衡平は音の聞こえる教室へ向かう。情報処理演習室の隣の準備室だ。『関係者以外立入禁止』のプレートがかかっているが、今は緊急事態だ。

「大丈夫ですか!?」

　声をかけ、地横衡平は準備室のドアを開く。暗いのでよく見えないが、開いたときに、びりっと紙が破れたような音がした。

　室内で移動するものがあり、動けないわけではないとわかって、地横衡平は安心する。

「出られますか？　慌てないで大丈夫ですよ」

「…………」

　小さな声で聞こえた言葉に、地横衡平は目を瞬しばたたく。

「『条件反はん射しや』？」

　答えた地横衡平へと、ぼんやりと白く光るボールのようなものが飛び、眼がん前ぜんで弾はじけた。

「うわ！」

　地横衡平の声を聞き、久槻悠馬たちは驚いて振り向く。

「衡平！　どうした!?」

　思わずドアの前から後退して、廊下の中央へ移動した地横衡平の頭に、何かある。何か巻きついたらしいと、驚いた地横衡平は頭に触ふれる。

「……葉っぱの冠かんむり？」




　ずいっと準備室から出てきたのは、高さ二メートルはある太いものだ。生徒ではない。

　久槻悠馬たちを自分の巻まき添ぞえにしないよう、地横衡平は戻らずに窓まど際ぎわまで後退する。

（木……!?）

　それが動くたびに聞こえる、ざわざわ音は、風が枝を揺ゆらすときの音と似ている。

　廊下に出てきたのは、森の古い木、賢けん者じやや精せい霊れいを描こうとした稚ち拙せつなデザインを、優秀なクリエイターが形にしたような、怪かい樹じゆだった。幹みきの中央には、笑いの仮面を思い出させるような、目の穴が二つ、そして高い鼻の出っ張りと、大きな口のような形の裂さけ目がある。

　足のように根を使い、傘かさをすぼめるように枝の広がりを抑おさえて準備室から出てきた怪樹は、一気に枝を広げる。ぼんやり光るカラーボールのような拳こぶし大だいの実、ひとつひとつ赤青黄と色の違う実が、ぼわんと大量に投げ飛ばされた。

「うわっ！」

「きゃあ！」

「なっ、何だっ!?」

　飛んできた実は、べたっと身体からだへくっついた。壁に当たった実はボインと跳はね、廊下へ転がる。身体や衣服、靴くつにはくっつくが、その他にはくっつかない。

「何だよ、これ!?　気持ち悪いっ！」

「やだ！　ベタベタくっつくっ！」

　騒さわいでいる者たちと同じように、八個の実を身体へくっつけながら、久槻悠馬は叫ぶ。

「────衡平！　行けっ！」

　廊下と怪樹の位置から、地横衡平一人でも逃にげられれば、助けを呼べるかもしれない！




　準備室から出てきて実を飛ばした怪樹は、暗い穴の目で廊下の様子を確認し、ざっと音を立てて伸ばした蔓つるで、駆かけだした地横衡平を久槻悠馬たちのほうへ突き飛ばした。

　逃げ道を塞ふさぐように、ざかざかと怪樹は大きく枝を広げ、蔓を這はわせて、隔かく壁へきとなって立ち塞がる。




「大丈夫か!?　衡平！」

　久槻悠馬は地横衡平へと駆かけ寄る。乱らん暴ぼうに転がされたが、廊下に転がっていた実がクッションになって、地横衡平に怪我はない。




　怪樹の実は、手前にいた特進科の生徒だけでなく、普通科の生徒にも飛んできた。

「うわわ！」

「ぎゃ！」

　怪樹の枝から飛んでくるものもあるが、壁や天てん井じよう、床で跳ねたものが、予想外の方向から来るので、まったく油断ならない。




　戦せん闘とう態たい勢せいになった本ほん郷ごう楓かえでは、相馬亜矢の腕を摑つかんで背後に庇かばいながら声をあげる。

「女子は屈かがんで！　男子は上着でバリヤー張ってちょうだい！」

　男子生徒の上着のほうが大きいので、防ぼう御ぎよに使える。

「沖常くんも屈んで！」

　田中真は沖常究美の肩かたを摑み、女子と同じく男子の陰かげになるようにする。確かに、沖常究美は小こ柄がらで、女子よりも非力に見えるが。

「太た一いちちゃんをしっかり抱かかえててね！　絶対に離しちゃダメだよ！　落っ込ちた実で、ちょっと明るいけど、足あし下もとにいたら、踏ふみ潰されちゃうから！」

「……う、うん……」

　子狐を抱えた沖常究美は、目を丸くしながら、普通科の生徒たちに守られる。田中真の向こうに、鏑かぶら木ぎ雅まさ也やの頭も見えた。




　頭に葉っぱの冠をつけた地横衡平を助け起こした久槻悠馬は、彼の身体にくっついていた実を間近で見て、目を瞬く。表面に文字が浮き上がっている？

「……大おお熊くま座ざ、５ｘ＋７ｙ、二に酸さん化か炭たん素そ、過去完了形、志し賀が直なお哉や……」

　試験問題のように見えたそれへ、思わず即答した久槻悠馬に、くっついていた実が五つ、白くなって弾けた。眩まばゆい光に包まれた久槻悠馬は、逃げるように地横衡平から離れる。

「うわっ！」

「悠馬さん！」




　何がどうなったのかわからないが────、身体のあちこちにくっついていた実をボロボロと落とし、よろめき立った久槻悠馬の頭には豪ごう華かな冠があり、肩にマントがかかっていた。それらは燦さん然ぜんと輝かがやいている。




「あ、久槻くん、王様になった。かっこいー！」

　仁に科しな渉わたるの吞のん気きな声で、皆が久槻悠馬に注目する。

「い、いや、僕は……！」

　どうしてこんな格好になってしまったのかわからない久槻悠馬は、皆の視線から逃のがれるように、思わず後あと退ずさって、怪樹が壁となって立ちはだかっているほうへ────。

「悠馬さん！」

　地横衡平が呼ぶのとほぼ同時に、後退した久槻悠馬の身体は怪樹へ触ふれ……、すぽんと廊下の向こう側へ抜けた。久槻悠馬の側からは、怪樹が透すけて、実をくっつけた生徒たちの姿が見える。

「ぼ、僕は何ともない……！　妙みような格好になって通り抜けてしまっただけで────」




　身体にくっついた奇妙な実に怯おびえながら、それを取って捨てようとして、文字や絵を見て答えてしまった特進科の生徒の何人かの頭に、葉っぱの冠がつき、その冠に花が咲いていた。

「……これ、問題を解といたら、久槻くんのいる、向こう側へ行けるんじゃないのか？」

　特進科の誰かが言った。




　早抜け一番だったから、久槻悠馬は王様になったのだ。




「な、何だ。それなら、簡単じゃないか……！」

　特進科の生徒に、一気に余裕が出た。
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　久く槻つき悠ゆう馬まが答えたのは、五問だ。正解すると、出題した実の色は白く変わり、一問目で葉っぱの冠かんむりになり、もう一問正解するたびに、花が咲いていく。五問正解すれば、勝ち抜けして怪かい樹じゆの向こう側へ行ける。




　一人だけ怪樹の向こう側へ行けた久槻悠馬は、助けを呼んでこなければと防ぼう火か扉とびらへ走る。

（……開かない！）

　そしてどうにかこじ開けられたとしても、防火扉は一枚ではない。電話は圏けん外がいだ。

「早く誰だれか来てくれ！」

　一人ではダメだが、複数でやれば、開くかもしれない。

「すぐ行きます！」

　地ち横よこ衡こう平へいは、急いで問題を解とき、二番目に勝ち抜けて、久槻悠馬と合流する。一人ではなくなって、久槻悠馬は心強くなったが、二人でも防火扉は開かなかった。




　幹みきを揺ゆらし、ざわざわと枝を鳴らしている怪樹は不ぶ気き味みだ。

（こんなところから、脱だつ出しゆつしないと！）

　久槻悠馬に続いて、さくっと地横衡平が勝ち抜けて、特進科の生徒は躍やつ起きになる。

「────『世界一、広い面積の国は？』」

「「「ロシア！」」」

「「ロシア!!」」

　問題の聞こえた三人が、ほぼ同時に答え、さらに二人がちょっと遅れて答えた。

　身体からだにくっついていた実が弾はじけ、一人の生徒の頭にだけ葉っぱの冠がつき、その他の四人は、裂さけた実の皮が『×』の形で貼りつく。

「えええ!?」

　正解を判定されるのは、一人だけのようだ。




「────何人かで同じ問題を解くと、早押し問題になっちゃうみたいだね」

　田た中なか真まことはなるほどと頷うなずく。

（……『はやおしもんだい』って、何!?）

　沖おき常つね究きゆう美びは子こ狐ぎつねを抱かかえて、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。わけがわかんない……っ！




　段ボールは廊ろう下かへ出たものの、壁かべ際ぎわでオブジェと化していた。飛んできた実は、段ボールに数秒くっつくが、ころりと落ちる。引きこもりモードＯＮなので、実がつかないのだ。

「……拒きよ否ひってるな」

　段ボールを眺ながめ、しみじみ言って、身体に実を九つもくっつけた牧まき村むら巧たくみは頷く。学校に行こうよーと誘っても、家から出てこない、そんな幻まぼろしが見えた。




「赤いヤツ、ちょー難しい！　青いのを狙ねらえ！」

「……わ、わかんないよ、これ、パス！　……あ、貼りついたの黄色に『△』で、『×』じゃない……！」

「問題のない実もあるの!?　何これ、スカ!?」

　実が明るく光ったのに、出題されないことに気づいた者は、さっさとそれを放り捨てて、次の実の問題に挑いどむ。

　投げ捨てられた実は、人の手を離れてすぐに、潰つぶれて消えた。

　表面に文字が浮かんで見える実もあれば、絵や写真が見える実もある。そして、音声だけだったり、音声が聞こえて文字が見えるものも。

「四季！」

「春！」

「ベネツィア共和国！」

「アントニオ・ヴィヴァルディ！」

　すかさず答えてしまって、一気に三人に『×』がついた。音楽を聞いて、作曲者を答える問題だったらしい。浅あさ倉くら隼はや人とは注意する。

「問題は自分のものに答えること！」

　問題が聞こえたとしても、解答の優先権は、実を持っている者にあるべきだ。

「だって、わかっちゃうんだもん……！」

「つい……！」

　誰よりも早く正解したいという癖くせは急には直らない。特進科の生徒は、反はん射しや的てきに答えてしまう。そして、聞き流すには小さすぎて、ついつい聞き耳を立ててしまう囁ささやき声の問題に反応してしまって、『×』をつけられる生徒が相あい次つぐ。

（ホントはバカなんじゃないの？）

　自じ滅めつするとわかっているのに、つるっと正解してしまう特進科の生徒へ、普通科の生徒はそう思ったが、誰も口には出さない。

　実を拾って出題された状態で、無む駄だ口ぐちを叩たたいてしまっても『×』がつく。出題から一分が過ぎて明るい光が消えると『×』。最後まで問題を見ないで、早とちりでお手つきしても『×』。




　浅倉隼人が大声で注意したので、他人の問題を答えることはマナーに反する行為だと、はっきり皆に認識されたのだが、実を持っている者が答えられなかった場合は×がつくので、答えられる者が横から答えて正解数を稼かせぐのはアリだ。周りの様子に注意して、問題を無む駄だにしないよう、むしろ正解するのがいい。

　普通科では特進科のように早押し問題になることはなく、出題された問題に絶望的になった顔を見てから、問題の聞こえた者がアイコンタクトし、了りよう承しようをもらって正解する。制限時間をカウントするように点てん滅めつが始まるまでは、考える時間が取れる。

　はずなのだが。

「────ｘ＝72」

「!?」

　計算途中で右横から正解され、『×』がついた村むら崎さき陽はる大とはぎょっとする。

（……今の、誰だれだ？）

　普通科の生徒だと思うのだが、いまひとつ聞き覚えのない声だったし、声の聞こえたほうをすぐに見たのに、誰もいない。

　村崎陽大から離れた他の三つの場所でも、同じことが起こっていたらしく、×をつけ、きょとんとした顔で、周りを見回している生徒がいた。




「特進科！　青いの取らないでよ！」

「う、うるさいな！　早い者勝ちだろ！」

　簡単な問題がいいのは誰しも同じだが、赤い実ばかり残されたら、普通科は困る。




　クイズのようなゲームに慣れない沖常究美は、周囲で盛もり上がっている者たちのノリにまったくついていけない。

「沖常くん、近くに青いの転がってきたら、どんどん拾ってね！」

　自分が拾った青い実を、田中真は押しつけるように沖常究美へ渡した。

　沖常究美の手の中で、出題前にふしゅっと空気が抜けた青い実は、潰れて消える。

「うわ、時間切れか！　ごめん！　沖常くん！」

　抱だいている子狐を何かの弾はずみで逃にがさないよう、沖常究美は動かないほうがいい。そう判断した田中真たちは、青い実を優先的に沖常究美へ回すことにしていた。

「こっち、青いのきた！　沖常くん！　受け取って！」

　どこからか投げられた青い実を受け取って、沖常究美は困こん惑わくする。

（……どうして自分で使わない？）

　疑問に思いながら、沖常究美は受け取った青い実を見る。

　出題モードになった実は明るさを増し、表面に文字を浮かび上がらせた。




『情報処理問題・ショートカットキーをどれでもひとつ答えよ』




　ビシッと沖常究美は固まった。

　よりにもよって、情報処理の問題なんて────！

　パソコン初心者の沖常究美には、まだショートカットキーなんて使えない。

　出題中の実を見つめて固まっている沖常究美を見て、急いで近寄った牧まき村むら巧たくみが、その問題に参加する。

「────反転させて、『Ctrl＋Ｃ』コピー！」

　牧村巧の葉っぱの冠かんむりに花がひとつ咲き、沖常究美の右みぎ頰ほおへ『×』がついた。

「ゴメンな、沖常！　すぐに別の問題あげるから！」

　牧村巧は詫わびて沖常究美の肩を叩き、青い実を探しに行った。




　沖常究美を背中で庇かばった立ち位置で、手に取って明るく光ったものの、問題のない実を拾ってしまった田中真は尋たずねる。

「組長……！　五問正解できなかったら、どうなるの!?」

「僕にもわからない！」

　返事をした浅倉隼人に向かって、田中真の握にぎっていた実が弾け、『×』がついた。

「ごめん！　組長っ！」

　大声で詫わびてから、田中真ははっとする。『わからない』と答えた浅倉隼人に『×』がついた。

（これ……スカじゃない！　拾った人が誰かに出題できる、サービス問題だ！）

　問題がなかったのは、拾った人が作るから。出題していないので、パスしたことにもならなかったのだ。意味がわかって、田中真と浅倉隼人は目を輝かがやかせる。




「うわぁ！」

「きゃー！」

　あちこちで悲鳴があがった。伸びてきた怪樹の蔓に何人かの生徒が捕つかまって、宙ちゆう吊づりになり、天てん井じようや天井近くの壁へと拘こう束そくされてゆく。

「今度は、何が!?」

　驚く浅倉隼人へ、慎しん重ちように周りを観察していた相そう馬ま亜あ矢やは教える。

「四問不正解か、パス三つよ……！」




　成績の悪い生徒は晒さらされるのだ────！




　暗くらい場所で子狐を抱えている沖常究美に対し、普通科の生徒はとても親切だった。

「沖常くん！　はい！」

「沖常くん、青いのあげる！」

「さっさと勝ち抜けちゃえよ！」

　沖常究美へと投げられた青い実が、ポコポコポコと鼻の頭、子狐の頭と耳に当たった。軽い実なので、顔面に当たっても痛くも何ともないが。

　いきなり目の前にやってきて、複数で勝手に出題モードになられても、困る────！

　親切な同級生たちから投げ渡される青い実は、沖常究美の肩や後ろ頭にもくっつく。

（知るか────！）

　思わずキレた沖常究美の髪が、バチッと静電気を帯び、出題していた三つの実が弾けて『×』になって貼りついた。




　仁に科しな渉わたるの拾った青い実の表面に浮かんでいるのは、人物の顔だ。見覚えはある。

「これ、誰だっけ？」

「宮みや沢ざわ賢けん治じ……」

　尋たずねられ、桑くわ島しま一かず成なりは反はん射しや的てきに答えてしまった。

「桑島くん！　それカンニング！」

　田中真に指摘され、仁科渉と桑島一成は、はっとする。

　次々に実を飛ばしていた怪樹が、ぴたっ！　と動きを止めた。




　カンニング。




　それは、試験中にもっともやってはいけない、不正行為だ。カンニングをした場合、すべての試験が零れい点てんとなる。────連れん帯たい責任で罰ばつせられることもある……！




　怪樹に成っていた実が、すべて真っ黒になった。幹にあった顔が、醜しゆう悪あくに歪ゆがむ。枝を離れた実が、どろりと崩くずれ、粘ねん液えきに変わった。転がっていた実も、身体にくっついていた実も、飛んでいた実も────！




　キレた直後、怪樹の雰ふん囲い気きが変わって実が真っ黒になり、沖常究美は身を強こわ張ばらせる。

（……『かんにんぐ』って、たしか……）

「沖常くん！」

　怪樹から、さっきまでとは違う異様な気配を感じた田中真は、反射的に沖常究美を庇う。どこからか飛んできた黒い実が、沖常究美を庇う田中真の右みぎ肩かたに当たって潰れた。

「……田中くん……っ！」

　子狐を片かた腕うでに抱え、もう一方の腕を振って折り返していた袖そでを伸ばした沖常究美は、田中真を捕まえると、袖口を押し当てるようにして、彼の鼻から口を平手で塞ふさいだ。

　大きな歩ほ幅はばで近づいてきた鏑かぶら木ぎ雅まさ也やが、身体を張って沖常究美と田中真の壁となり、潰れた実で身体の半面が真っ黒になった。

「……っ……！」

　潰れた黒い実が右肩についていた田中真は、強い痺しびれに襲おそわれ、がくりと膝ひざを折った。

　田中真だけでなく、ばたばたと生徒たちが倒れていく。倒れたのは、勝ち抜けて向こう側へ行った十人ほど────、久槻悠馬たちもだ。




（────毒どくか）

　沖常究美は怪樹を睨む。
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　毒どくが充じゆう満まんした廊ろう下かで、立っているのは二人だけだ。




　二人、立っている者がいるから、怪かい樹じゆは毒の実を投げ続ける。




　コンピューター実習室を出てすぐのところ。廊ろう下かへ出た生徒たちの、一番後ろ。

　長めの前まえ髪がみで顔を隠かくしていた普通科男子生徒・矢や作はぎ小こ次じ郎ろうは、前髪を搔かき上げ、鋭するどい眼がん光こうを晒さらして、身体からだの前で一度交差させた両手を水平に振り動かした。

　飛来してきた黒い実は、すべて真まっ二ぷたつになって、壁へ、べしゃりと張りつく。




　妖よう怪かい・鎌かま鼬いたちは、人の姿に化けて普通科の生徒として究きゆう美びと同じ教室にいた。

　昨さつ今こんは、山で暮らしていた妖怪も、人里で人に紛まぎれて暮らしているのだ。自分より妖よう力りよくの大きい妖怪がいると気づいても、関わり方を知らないのか挨あい拶さつすらしない。




　しかし、都つ合ごうよく妖怪の力を使うことはできるらしく、ついさっきまで、人間に見つからないような速さで、普通科の生徒の間を高速移動していたことに、沖おき常つね究美は気づいていた。振り返って見なくても、背後の妖怪の頭の上に、四つの花のついた葉っぱの冠かんむりがあることを、沖常究美は知っている。




　投じた実を斬きり飛ばされ、怪樹は毒の効きいていないらしい二人を警けい戒かいする。

「皮肉なものだなぁ、妖よう狐この若わか長おさ」

　この場でもっとも力があるだろう妖怪が、非力な人間に助けられようとは。

　べろりと長い舌したで、耳まで裂さけた口を舐なめ、小こ柄がらな背中を見つめて小次郎は嗤わらう。




「────あぁ。思ってもいなかったよ」

　一度伏せられてから、カッと開かれた目は、人間のものではない。




　抱だっこされていた子こ狐ぎつねは腕うでから飛び下り、究美は妖よう力りよくを解放しながら、三歩前へ出る。

　ぐん、と究美の身体は二回りも大きくなり、髪は長く、銀色になる。頭頂部には獣けもの耳みみ、そして銀色に輝かがやく九本の見事な尾お。しなやかな指先、鋭く綺き麗れいな爪つめが長く伸びる。

　解放された清せい浄じような妖よう気きで、周囲はびりびりと静電気を帯おびた。

　究美の右みぎ頰ほおにあった『×』は解放された妖よう気きに耐えきれず、青い炎をあげて消える。




「────究美様！」

　幼よう稚ち園えん児じほどの子供の姿をした妖怪となった太た一いちは、究美の背中へ呼びかける。

「そこにいろ」

　倒れている田た中なか真まことや鏑かぶら木ぎ雅まさ也やを、守る位置だ。

「はい！」

　究美の人間のお友達を任された太一は、ふさふさの尻尾しつぽをぴんと立てて、真剣な顔で身構える。まだ幼おさない妖狐の妖力では、身みの丈たけほどの小さな壁くらいの防ぼう御ぎよしかできないが、それでもないよりはましだ。




（……沖常くん……？）

　究美のとっさの機転で、田中真の吸い込んだ毒は量がやや少ない。さらに倒れた位置で、鏑木雅也が壁になっていて、いくらか影えい響きようが薄かった田中真は、朦もう朧ろうとしながら、銀色の妖狐を見つめる。




　それはとても美しい────妖怪。




　その存在は、理り屈くつではなく、わかる。

　豊かな自然に育はぐくまれた、若々しく鮮あざやかな……命。




「ィィィィィ！」

　毒を纏まとい、不気味に蔓つるを動かした怪樹は、倒れて身動きできない生徒たちを、邪じや魔まな障しよう害がい物ぶつとして押し退のけながら、ゆっくり究美へと近づいてくる。

「格下の紛まがいモノが……！」

　形こそ似ていて妖怪のようだが、もっと醜みにくい、歪ゆがんだモノだと、究美にはわかる。




　小次郎が真っ二つにした蔓植物や実は、どろりと崩れて毒になる。

「ありゃあ、斬ったぐらいじゃ死なねぇかもな。ヒヒッ。どうする？　『究美様』」

「知れたことよ。塵ちり芥あくたも残さぬほど、焼き尽つくす……！」

　妖狐は炎ほのお属性だ。火を操あやつる。

「ヒャッハー！　こぉんな乾かわいた場所で？　人間も全部燃えちゃうぜぇ？」

　甚じん大だいな火力を操り、そして狙ねらったモノ以外へ影響を及およぼさないようにするには、反属性のものが要いる。対象の持つ反属性を吹っ飛ばし、それだけを燃やしてしまうという優すぐれた呪しゆ力りよくは、今の究美にはない。




「ィィィィィ！」

　怪樹が究美へ襲おそいかかる。




　人間を傷つけぬよう、軽かろやかに空を踏ふんで、究美は跳とぶ。

「ぼんくら妖怪め！　水なら、余るほどあるわ！」

　静電気を帯びた長い髪と九本の尾が、優ゆう雅がに広がって可か憐れんな花のように咲き、身につけていた制服が、古式ゆかしい装しよう束ぞくへと変化する────！




「妖狐、劫ごう炎えん縛ばく！」



















　飛びかかる怪樹に向かって、大きく振り動かされた究美の腕で、装束の袖が翻ひるがえる。

　爆ばく発はつするかの勢いで放たれた炎は、怪樹を包み込み、新しん校こう舎しやの二階の廊下全体を火の海へと変え───。




　轟ごう音おんとともに、分ぶ厚あついシャッターごと、この階の廊下側の窓という窓、すべてを吹っ飛ばした！




　猛もう然ぜんと炎が噴ふき出し、ゲリラ豪ごう雨うとなって降っていた雨が、反属性として一気に新校舎へと引き込まれる。




　まさに、一いち撃げき！




　襲いかかろうとしていた怪樹も、生徒をとらえていた蔓や毒も、一いつ瞬しゆんにして焼き尽くされて消えた。




　天井や壁に張りつけられていた生徒は、ふわっと回転した仄ほの温あたたかい空気の塊かたまりに乗って、やんわりと廊下へ下ろされる。




　下げ卑びた笑えみを浮かべていた小次郎は、長い舌をしまって、前髪を下ろす。

「……お見事」




　あの凄すさまじい狐きつね火びは、生徒の髪の毛一本たりとも、焼いてはいない。




「────究美様！」

「ニャー！」

　シャッターとガラスの吹っ飛んだ窓の桟さんへ、にゃんたくんが近所の猫を三十匹ほど連れて、姿を現した。この学校で働いている制服姿だが、にゃんたくんのお尻しりには二本の尻尾しつぽが生はえ、頭に猫耳がある。




　猫ねこ又または、沖おき常つね山やまの妖狐の長に命めいじられ、究美のサポート要員として博はく秀しゆう館かん学がく院いん高校へ潜せん入にゆうした妖怪だ。




　究美のいる新校舎で、何かが起こっていることには気づいたのだが、分厚いシャッターと強固なセキュリティのせいで中へ入れず、やきもきしながら待たい機きしていた。




　究美は顔を伏せた。

「────後を頼む」

　猫の手部隊に一言命じて、究美は太一を摘つまんで抱かかえ上げ、新校舎から外へ向かって高く跳ぶ。




　激しく降る雨の紗しや幕まくが、銀に輝かがやく妖狐の姿を、地上をゆく人間たちの目から遠ざけた。




　究美は背中に、ずっと田中真の視線を感じていた。

　見られていた。

　それでも、あの怪樹を、焼き尽くさなければいられなかった。

　人間を苦しめるモノを、許せなかった。

　そう思ってしまった自分自身が、究美には不可解でならない────！




（狐きつねの子がどうなろうと、関係ないだろう？）

　同属でもない人間には、痛くも痒かゆくもないはずだ。だいたい、太た一いちは妖よう狐こなので、人間に踏ふまれたくらいでは潰れない。

（オレなんかに構わず、自分で青い実を使えばいいじゃないか）

　妖怪の世界は、力がすべてだ。強いモノが君くん臨りんし、弱いモノは従うしかない。昔の人間たちだって、そうだった。現代の、田中真たち普通の人間のように、弱い者を思いやったり、助け合ったりなんてしない────！

（あいつらは、愚おろか者だ……！）

　人間なんて、究美が本気を出せば、指先で簡単に命を奪えるような脆もろくて弱い生き物だ。それなのに、皆みなで究美を助けようとするなんて。頼んでもいないのだから、皆であんなに懸けん命めいになる必要なんて、まったくないのに。自分の身を犠ぎ牲せいにしてまで、庇かばわなくてもいいのに────。




「────究美様」

　同じく、田中真の視線を感じていて、どうしようかと困っていた太一は、小さく尻尾を震ふるわせ、ぎゅっと究美の胸むねにしがみつく。




　人間は百年にも満たずに一生を終えてしまう、ちっぽけな存在だ。妖術も使えない。稲荷いなり神社に来て、身の程を知らないような欲張りな願い事をしていく者もいる。

　千年、何百年も生きる妖怪から見れば、本当につまらない生き物だけど。

（普通の人間も、悪くはなかったな……）

　機械は苦手だし、戸と惑まどうことばかりで、妖怪の究美にはわけがわからないことも多かったけれど、彼らと一緒にいることは楽しかった。弱い人間に化けて、彼らに守られてやるのも、悪くはなかった。

　彼らの『普通』は、居い心地ごこちがよかった。

『普通』でいい。『普通』がいい。

（もっと学校に通いたかったな……）




　泣かない妖怪の頰ほおを、春の温ぬくもりを含む雨の滴しずくが伝う。




　正体を知られた妖怪は、人の世界から去らねばならない────。




　それが、古き時代からの約束だ。
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　来くる栖す先生はその日の日付が変わりそうな頃、校長室を訪おとずれた。




「夜遅くまで、お仕事、お疲れさまデス」

　にこりと微笑ほほえんで、ルーシー不ふ破わは来栖先生を迎むかえる。




　形式ばかりのノックをして入室した来栖先生は、入室の際にこっそりと校長室へ入り込んだハエを、見もせずに白手袋をはめた手で捕つかまえ、執しつ務む机づくえにいるルーシー不破を睨にらむ。

「何を企たくらんでいる!?」

　普通科の教室での、あの穏おだやかで優しい雰ふん囲い気きなど、今の来栖先生には微み塵じんもない。仇きゆう敵てきを前にしたような、厳きびしく怖い顔だ。

　来栖先生に睨まれたルーシー不破は、くすくすと笑う。

「頼まれたから、人助けですよー？　企んでるなんて、嫌いやですねぇ」

　入学式の挨あい拶さつや久く槻つき悠ゆう馬またちに対して片言だったのは、単なるパフォーマンスだ。

「人助けだと!?　笑わせるな……！」

「わたしを呼び出して頼む人間がいるんだから、助けてあげなきゃいけないでしょう？」

　椅い子すから腰こしを上げたルーシー不破の背中に、十二枚の純白の翼つばさが現れた。




　軽く床を蹴けったルーシー不破は、光の粉を振りまいて咲きこぼれる、巨大な花にも似た翼の力で、ふわりと飛ぶと、執務机の上に腰こし掛かけた。来栖先生へ見せつけるよう、長く格かつ好こうのいい脚あしを優ゆう雅がに組む。

　とても、神こう々ごうしいが────、それは神しん聖せいなモノではない。




「この、悪あく魔まめ！」

　吐き捨てるように言って、来栖先生はハエを握にぎった拳こぶしを前へ突き出す。

　来栖先生の拳てのひらの中で、びしっと小さな雷かみなりが弾はじけ、ハエは粉こな微み塵じんに────浄じよう化かされて消えた。

　浄化で消えたハエは、悪魔の貴き公こう子しベルゼブブの眷けん属ぞくだ。




「はい、悪魔です」

　ベルゼブブが送り込んだ使い魔を消し去られても、ルーシー不破の表情は変わらない。

「でもわたしは、この学校を悪魔の巣にしたいわけじゃない」

「ほざくな！」

「いえいえ。だから、『あなた』を教員として雇やとったんじゃありませんか。『あなた』なら、今みたいに、わたしを慕したって勝手にやってくる、不ふ埒らちな悪魔どもから可か愛わいい生徒たちを守ってくれるでしょう？　生徒の健康を害する『穢けがれ』を、綺き麗れいに祓はらってくれるでしょう？」




　今年度から博はく秀しゆう館かん学がく院いんの校長となった、十二枚の翼を持つ見み目め麗うるわしい悪魔王『ルシファー』は、ぶらぶらと足を動かしながら微笑む。




　来栖倫みち明あきは、ルシファーの行動を察知した法ほう王おう庁ちようの退たい魔ま局きよくから、潜せん入にゆう調査のために派は遣けんされたＳ１級退たい魔ま師しだ。彼が英語の教員免許を持っていたのは本当なので、授業を受ける生徒たちには、何の問題もない。




　ルシファーが騒そう動どうを起こしたとき速すみやかに対処できるよう、学校の外には退魔局の者たちが待たい機きしている。

　呼ばれもしないのに悪魔がのこのこ出て行くとルシファーの機き嫌げんを損そこねるし、退魔局の者が煩わずらわしい。それでも、ちょっとルシファーの様子を覗のぞき見したい悪魔が、眷属を放ってくる。

　悪魔の放つ穢れは、人間の健康を害する。教員としてＳ１級退魔師がいると、頼まなくても率そつ先せんして穢れを浄化してくれるので、校長としてはとても助かる。




「『人形』を教師にしたのも、生徒のためだと言うつもりか!?」

　姿形は人間にしか見えないが、今年からの新任教員は、来栖先生を除のぞき、すべてがルーシー不破の作った『人形』だ。

「『人形』の材料は神が人間を創ったときと同じですし、能力的にはまったく問題ありませんよ。『人形』だろうが人間だろうが、いい授業ができれば、生徒に不満はない。実際、満足してますしね。楽しく授業を受けて、自主研究までしてますよ」

「それが今日の騒ぎを起こしたのだろう！」




　セキュリティシステムを、無む駄だに強化してしまった。生徒と『人形』が戯たわむれに創りだした怪かい樹じゆが、生徒と遭そう遇ぐうしてしまった────。




「生徒にもいろいろいますね。びっくりしましたよ」

　くすくすとルーシー不破は笑う。




　ロックしていたドアを開けて、セキュリティシステムを破は壊かいし、分ぶ厚あついシャッターごと窓を吹っ飛ばして、アレを一いち撃げきで燃やしてしまうなんて、予想もしていなかった。




「何だかちょっと違うようですが、アレはあなたの『お仲間』ですか？」

　尋たずねられた来栖先生は、慎しん重ちように答える。

「……あれはこの国の自然が育はぐくんだ、人々の信しん仰こうとなっている古きものです」

「ふぅん……。似たようなモノがゴロゴロいるようなので、かまいませんけどね」




　後片づけを化ばけ猫ねこが行おうとしていたようだが、ルーシー不破はそれをちょいと弾はじき飛ばした。

　ゲリラ豪ごう雨うが通りすぎた後、ルーシー不破の幻げん惑わくの力で、校こう舎しやの外観は数時間前とまったく変わらぬものになっていた。

　負傷した生徒は、『人形』のメンデル先生とヘルメス先生が元に戻した。

　壊こわれた校舎や窓ガラスも、ダヴィンチ先生やアインシュタイン先生を中心に、『人形』たちで修理した。ジョブズ先生はセキュリティシステムを復ふつ旧きゆうさせた。




　関わった化け猫やすべての生徒の記き憶おくを、ルーシー不破は都つ合ごうよく上うわ書がきする。

　記憶がなくなれば、誰も変には思わない。消え残った記憶があったとしても、社会では多数の記憶が優先される。




「そしてあの『人形』は、生徒のためではなく、理事長のためです。ねぇ？」




　ルーシー不破に流し目を送られて、校長室の続き部屋の扉とびらが、バタンと開いた。




　突然開いた扉の奥から、慌あわてて理事長が出てきた。

「どうしまし、た!?」

　理事長・常磐ときわ綱つな吉よしは、見せつけるように背中の翼を大きく広げて執務机に腰掛けているルーシー不破に驚き、廊下側の扉の前に来栖先生が立っていることに、ぎょっとする。常磐綱吉にくっついて出てこようとした豆まめ柴しばケルベロスは、慌てて隠かくれる。

「あぁ、大丈夫、綱吉くん。来栖先生は、わたしのことを知ってるから。来栖先生はこの学校を守って綱吉くんを助けてくれる、協力者でもあるんだ」

　常磐綱吉は驚いた顔で、来栖先生を見つめた。




　三十代に見える容姿の常磐綱吉に、来栖先生は眉まゆを顰ひそめる。

（この姿は、彼の本当の姿ではない）

　彼がこの学校の理事長であることは間違いないが、影えい響きようしているルシファーの力は強く、ねじ曲まがった真実を探さぐることはできない。

　スーツの上に白い法衣を着、ロザリオを身に付けた来栖先生が浮かべた表情で、学校の存続のために悪魔を召しよう喚かんした常磐綱吉は、彼がその行為を良しとしない者であることを察した。

「常磐綱吉さん、あなたが望むなら、僕はいつでもこの悪魔をあなたの側から退しりぞけます。一いつ刻こくも早く、悪魔と手を切りなさい」



















　悪魔の力を借りることが、本当は正しくないのだとわかっている常磐綱吉は、来栖先生を直視できず、静かに目を逸そらす。




　そっとルーシー不破へ寄り添う常磐綱吉を見つめ、来栖先生は胸むねの前で十字を切る。

「常磐綱吉さん、あなたに魂たましいの救済があらんことを」
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「なぁんか、変な夢、見ちゃったなぁ」

　登校しながら、田た中なか真まことは口を尖とがらせる。

　歩ほ道どう橋きようから眺ながめた博はく秀しゆう館かん学がく院いん高校は、まったくいつもどおりだ。

　新しん校こう舎しやの二階の、廊ろう下か側がわの窓が全部、吹き飛んだりなんてしていない。




　博秀館学院高校の近くの路ろ肩かたへ車を停め、沖おき常つね義よし昭あきは言う。

「ほら。昨さく夜や、僕が確認したのと同じです。だいたい学校の中に、そんな妙みようちきりんなモノがいるはずないんですよ」

「昔は感じなかったモノがいるって言っただろ！　確かにこう、景気よく吹っ飛ばして、狐きつね火びで焼いたんだってば……！」

　助手席で義昭のフードつきパーカーを着て、妖よう狐この姿を隠かくした究きゆう美びは、そう言い張るのだが、いまひとつ説得力がない。

「究美様の仰おつしやってることは正しいです！　ボク、この目でちゃんと見ました！」

　究美の膝ひざの上、子こ狐ぎつねの姿で太た一いちは断固として主張する。────姿形が小さいので、円つぶらな目も小さい。

「はいはい」

　おざなりに返事をされて、太一は気分を害する。

「義昭ったら、信用してませんよね！」

「わかったから。もう、それでいいから」

「信用してませんよね！」

　手を伸ばした義昭は、ぐりぐりと太一の頭を撫なでる。

「信用しますから、長おさのお許しも出てますし、究美様は学校に行ってください。あんなにお勉強して試験を受けて入学したのに、二週目で登校拒きよ否ひですか？」

「そんなつもりはないよ！　そりゃ、いろいろあって大変だけど、学校ってけっこう楽しいんだぞ！」

「同級生に、妖よう怪かいもいますしね」

「あんな下げ衆す野や郎ろうはどうでもいい」




　コンコン！




　外から助手席のウインドウガラスを軽く叩たたかれ、究美は、びくっと身を震ふるわせる。究美の膝の上の太一も、驚いて尻尾しつぽの毛を爆ばく発はつさせて固まる。




　振り向いた義昭は、にこっと笑って、助手席のウインドウを操そう作さして開いた。

「やぁ、おはよう、田中くん」

「おはようざいます！　沖常くん、おはよう！　太一ちゃんもおはよう！」

　そっと手を伸ばした田中真は、究美の膝の上の子狐を優しく撫でる。

「沖常くん、今日は車で送ってもらったんだね」

「ちょっとこっちへ来る用事があったから、ついでに乗せてきたんだ」

　にこにこと義昭は微笑ほほえむ。




　究美は昨日きのう、妖よう狐この姿で帰ってきて、普通科の皆みなと特進科の代表生徒を襲おそった怪かい樹じゆを焼いてきたと、奇妙なことを言っていた。姿を見られたから、もう人間とは一緒にいられない、学校へは行けないとしょげかえっていたが。

　夜七時頃、義昭が確認しに来た学校は、究美がやったと言う破は壊かいの痕こん跡せきなど、微み塵じんもなかった。

　一枚や二枚ではないのだから、廊下のガラスだって、そんなに簡単に入れ替えられるものではない。

　そして、登校してきた田中真は、まったくいつもどおりではないだろうか。




「それじゃ！　いってらっしゃい！」

　膝の上の太一を退どけられ、代わりにデイパックを渡された究美は、パーカーを脱ぬぎ、しぶしぶ車を降りる。

「……いってきます」




　田中真は義昭へ会え釈しやくし、沖常究美と一緒に登校する。




　走りだそうとした車の窓から、ぴょいと子狐が飛び下りた。

「あ！　こら！」

　太一の後ろ姿からは、究美様をお守りせねば！　という気き迫はくが伝わってくる。小さいくせに、若長の従者気取りだ。

「学校に入れたなら、究美様と一緒に帰ってくるだろ」

　いつかのように、小学生に追い回され、恐おそろしい目に遭あって究美へ泣きつくことはないはずだ。

　大きな尻尾を揺ゆらし、物もの陰かげへ身を隠しながら、ぴょこぴょこと子狐は移動して、沖常究美を追いかける。沖常究美を追いかけた子狐が、博秀館学院高校に入るまでをしっかり見届けてから、義昭はウインカーを出して、ゆっくりと車を発進させた。




　昨日の放課後、あんなことがあったのに、田中真はまったくいつもどおりだ。

（おかしい。昨日、確かに……）

　妖狐としての究美の姿を見ているはずなのに、態度が変わらないなんて変だ。

　他の普通科の生徒も、いつもとまったく同じだ。




　今日は一時間目から家庭科で、新校舎の被服室で授業を受ける。新校舎の二階は、昨日の昼に来たときと同じで、まるで何もなかったようだ。

　沖常究美は、まさしく狐につままれたような気分だ。




「久く槻つきくん、地ち横よこくん、おはよう！」

　新校舎二階に上がった田中真は、五階の教室から、ＣＡＬＬ教室への移動で下りてきて、ちょうど同じ階で会った久槻悠ゆう馬またちの姿を見かけ、声をかけた。




　同じくどこかへの教室移動で、近くにいた特進科の生徒が、田中真へ一いつ斉せいに注目する。

　注目されてから、田中真は気づく。

（あ……！）

　昨日の放課後、停電のときにちょっと一緒にいたので、よく知っている一年生気分で挨あい拶さつをしてしまった。特進科の生徒が廊下で声をかけあっている姿なんて、見たことがない。しかも久槻悠馬は、特進科代表生徒だ。




　田中真から挨拶をされた久槻悠馬と地横衡こう平へいは、声をかけられたことに驚き、田中真と沖常究美が、不良（にしか見えない）の鏑かぶら木ぎ雅まさ也やと一緒に教室移動していることに驚いた。

「……」

　睨にらんでいる鏑木雅也は、怖い。

「────おはよう」

　挨拶をされて返さないのはおかしいので、久槻悠馬は田中真に挨拶をする。

「おはようございます」

　地横衡平も挨拶をする。

　二人が普通科の生徒と親しげに言葉を交かわしている姿に、特進科の生徒はびっくりしたが、その場では何も言わず、自分の教室へ向かう。




　特進科代表生徒のこの行動は、ＳＮＳで速報されるに違いない。




　一いつ瞬しゆん、久槻悠馬と地横衡平の脳のう裏りを、ノイズのように、昨日の放課後の情景が掠かすめた。

　真まっ暗くらな廊下で、怪樹に襲われて────。




「……あの、田中くん、昨日は……」

　戸と惑まどいがちに言いかけた久槻悠馬へ、田中真はにこっと微笑ほほえむ。

「停電なんて、びっくりしたね。すぐに復ふつ旧きゆうして、よかったよね。うちの生徒は半分くらい、完全にデータが吹っ飛んじゃったみたいだけど！」

　あははと笑う田中真の横で、データを吹っ飛ばした沖常究美はげっそりする。




　────昨日の停電はすぐに復旧。




（……そうか。停電は、すぐに復旧したんだ）

（……ですよね）

　久槻悠馬と地横衡平は、田中真の言葉を聞いて、安あん堵どする。

　落ち着かない気持ちの残っていた鏑木雅也も、田中真の言葉で自分の記憶を補ほ完かんする。




　そうでなくては困る。そうであって欲しい。そうなのだ────！




　田中真は、人を騙だますような少年ではない。普通でないことを認めない『最強の普通』であるだけだ。普通に、田中真は揺るぎない。




　沖常究美はどうにも納得できなかったが、まったくなかったことにして、妖狐となった姿を見ていない様子の田中真を、利用させてもらうことにする。

　祖そ父ふ、沖おき常つね山やまの妖狐の長も、許可してくれている。

（まだここにいていいなら、『普通』を田中くんからたくさん教えてもらわなくちゃ！）

　体験しないとわからないことが、現代には数多くある。

　沖常究美は何がわからないのかが、まだわかっていない状態だ。もうしばらく、田中真にべったりくっついて、真ま似ねながら修業しなければいけない。




　被服室へ向かう、他の普通科の生徒────段ボールの瀬せ戸と隆たか弘ひろが階段の踊り場の隅で待機しているのが見えて、久槻悠馬と地横衡平はどきりとする。

「……普通科の生徒って、変わってるよね」

　見た目が一番おかしいのは、段ボールだが、他の生徒もなかなか個性的だ。

　久槻悠馬に言われて、田中真は首を傾かしげる。

「そうかな？　普通だよ？」

　誰でも心に闇やみを抱かかえているし、なりたい自分や、好きなもの、理想はある。

　不ふ思し議ぎそうな顔をされて、地横衡平は久槻悠馬をフォローしなくてはと思う。

　普通、一般の学生とは違うのだと、特進科の生徒には自覚がある。

「『普通』に慣れてなくて。気を悪くされたら、申し訳ありません」

「あ！　そんなことないです！　そうですよね！　久槻くんたちは、特進科で特別だから！　普通とは、違いますから、変わってるって見えることもあります！」

　地横衡平につられて、田中真は敬語で力説する。




「僕たち、全然普通ですから！」



















[image: ]




　被服室では家庭科教きよう諭ゆから説明を受け、各自作業を進めてゆく。教室には大型スクリーンがあり、プロジェクターの映像で作業を確認することができる。映像は何度も繰くり返されるので、わからない生徒はそれをじっくり見ながら、真ま似ねをする。

　説明のプリントと印しるしの入った布が配くばられ、今日は簡単な手て縫ぬいとミシン縫いだ。

「縫い物するの、いつ以来かなぁ。小学校や中学校の、家庭科の授業でしかやったことないよ。ボタンが取れたり、裾すそがほつれたりしてたら、お母さんが直してくれるし」

　田た中なか真まことの日常では、洗せん濯たくをしたときに母親が気づいてやってくれるので、自分で針仕事をすることはない。

「沖おき常つねくんも、やってないよね」

　がちがちに緊張しながら、針に糸を通している沖常究きゆう美びの様子は、とても初うい々ういしい。

「……先週、シャツのボタンの取れたのは、義よし昭あき兄さんがつけてくれた……！」

「へぇ、すごい。優しいんだね、義昭さん」

「ボクは一人っ子だけど、義昭兄さんは、弟が三人と、妹が一人いるから……」

　義昭はお兄ちゃんとして頼られているので、弟てい妹まいの面倒を見ているうちに、あれこれできるようになったタイプだ。ボタンつけや簡単な縫い物をしたことなんて、数知れない。




「田中くん、作業は進んでるかい？」

　席を回ってきた浅あさ倉くら隼はや人とに、田中真は目を瞬しばたたく。

「もう、課題終わったの？　組長は家庭科も得意なんだ？」

「終わったよ。家庭科だって、僕は手を抜かないよ。裁さい縫ほうは得意さ。僕はできるまで何度でもやる男だからね！　そして、できてしまうのさ！」

　態度の大きい浅倉隼人は、けっこううざったいが、確かつ固こたる努力の人だ。できない者の気持ちがわかるから、教えるのがうまい。生徒の様子も、よく見ている。

「仁にし科なくん、きみ、制服も一緒に縫いつけてるよ？」

「えっ……？　うわー！」

　浅倉隼人から指摘され、ちくちくと縫い進めていた仁科渉わたるは、情けない顔になった。




　縫い方がよくわからないということよりも、縫っていた糸がもつれてしまったり、玉結びがうまくできなかったり、ミシンが暴ぼう走そう気ぎ味みになったりで、裁縫実習は大変だ。




　女子にはヌイグルミ作りが好きという生徒や、コスプレが趣しゆ味みの生徒がいて、うまくできない女子を手助けしていた。しかし、彼女たちより手慣れた様子で、綺き麗れいに縫い物をしている男子生徒がいる。

　授業時間を考えて段取りし、作業を進めている男子生徒に、田中真は感心する。これはただものではない。

「縫い物、すごくうまいんだね、鏑かぶら木ぎくん」

　田中真の声が聞こえ、作業に没ぼつ頭とうしていた生徒も、驚いて鏑木雅まさ也やへ注目する。




　褒ほめられ、注目された鏑木雅也は、（照れて）ゆっくりと視線を逸そらし、皆みなへ背中を向ける。

「────昔から、よく服を破いたり、ボタンを飛ばしたりしてたから……」





　二○一七年三月十四日　流ながれ　星せい香か　　ホワイトデーにもチョコ食べます♡
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普通と違うとは。青春とは。

そしてイケメンとは……。

我々はその謎を解き明かすべくジャングルの奥地へと向かった。
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普ふ通つうですが何なにか？




最さい近きんはあやかしだって高こう校こうに行いくんです。








流ながれ星せい香か
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